
日
本
大
学
体
育
会
体
操
部
部
誌

刊

翁
DJ

へ

士
専
一

創

号



書
き
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

豊
か
な
学
園
生
活
と
部
生
活

と
の
創
造
を
願
っ
て
、
秋
葉

安
太
郎
体
操
部
長
（
文
学
博

士
、
文
理
学
部
長
）
が
名
付

け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
自
ら
筆

を
お
と
り
に
な
り
題
字
を
お

と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
と
上

ば
の
意
味
は
、
部
員
諸
君
が

常
に
学
生
の
中
心
と
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
、

「
桜
樹
」
が
創
刊
さ
れ
る
こ

こ
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

鯵

『
卓ぺ

Ｐ
』
甲
■
、



α、

日
本
大
学
体
育
会
体
操
部

朝
刊
号

[，

撰
織
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司
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叱
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：
…
…
…
…
…
…
…
：
秋
葉
安
太
郎
…
…
：
…
…
：
：
：
：
：
：
…
：
：
…
一

部
誌
創
刊
に
際
し
て
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
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…
門
脇
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ど
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ど
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く
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り
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・
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門
脇
和
子
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：
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日
ソ
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参
加
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て
…
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早
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卓
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…
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…
…
…
…
一
三

有
望
株
の
日
大
体
操
部
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
胃
…
…
…
高
島
健
治
…
：
…
…
…
：
…
…
…
：
…
壷
：
滝
一
五

と
れ
が
エ
ン
ド
ウ
：
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：
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・
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…
：
…
…
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…
：
…
…
…
：
…
：
…
菊
地
君
男
…
富
：
…
：
…
：
…
…
…
…
…
二
一
一
一

た
だ
見
れ
ば
何
ん
の
苦
も
な
き
水
鳥
…
…
…
…
…
…
三
…
…
…
…
高
田
信
興
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
二
四

努
力
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
皇
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
田
野
哲
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
二
六

根
性
で
ぶ
ち
当
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
…
上
野
剛
：
…
…
…
。
：
…
…
…
…
…
：
二
七

卒
業
を
前
に
し
て
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
盛
蔵
・
…
…
…
：
：
…
…
…
：
…
…
…
二
八

成
巧
は
希
望
か
ら
で
な
く
努
力
か
ら
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
山
中
勝
男
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九

私
の
体
操
の
歩
み
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
志
賀
正
昌
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
一
一
一
○

で
き
て
も
で
き
な
く
て
も
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
小
松
武
雄
：
…
…
冒
…
…
…
…
：
…
：
…
一
一
一
一

国
際
競
技
へ
の
政
治
介
入
に
つ
い
て
ミ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
子
洋
平
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
三
一
一



現
在
の
わ
が
部
…
…
…
…
：

体
操
の
面
白
さ
…
…
…
…

学
業
“
と
ス
．
ポ
ー
ッ
・
…
：
…

希
望
．
…
…
…
…
…
．

雲
祁●

準
備
…
…
…
…
…

体
操
の
中
に
幸
せ
が
：

無
題
：
…
…
…
…

明
日
に
望
み
を
…
…
…
…

友
へ
の
便
り

羽
田
空
港
で
の
見
送
り

新
人
か
ら
の
脱
皮
…
…
…
暑
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…

こ
れ
か
ら
だ
：
．
●
：
．
：
．
…
…
…
：
…
…
…
：
：
：
：
…
．
：
。
…
…
：
、

雑
感
冒
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…

体
操
部
と
寮
生
活
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新
人
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
・
…
…
：
…
…
・
…

お
耳
拝
借
：
…
…
：
：
：
…
…
…
…
：
…
：
…
：
…
：
…
…
：
…
…

ケ
ル
ベ
ッ
ク
選
手
の
馬
尾
伸
膝
跳
に
思
う

一
編
集
後
記
：
：
．
…
：
：
…
・
…
…
…
：
・
・
…
…
：
：
．
…
．

川
流
れ
て
月
流
れ
ず
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が
輩
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掌
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夢
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わ
が
体
操
部
の
記
録
誌
桜
樹
（
お
お
じ
ゆ
）
が
創
刊
さ
れ
る
た
め
に
あ
た
り
、
先
づ
、
体
操
と
私
と

の
つ
な
が
り
を
、
四
十
数
年
の
昔
に
遡
っ
て
、
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
偲
ん
で
み
た
い
と
思
う
・

私
が
鉄
棒
以
外
の
器
械
を
使
っ
て
体
操
を
・
初
め
た
の
が
大
正
五
，
六
年
ま
だ
一
一
十
歳
を
越
し
た
ば
か

り
の
頃
で
あ
っ
た
・
飛
箱
、
平
行
棒
、
平
均
台
、
肋
木
位
の
も
の
で
平
吊
輪
や
鞍
馬
な
ど
は
無
か
っ
た
・

歌

今
日
の
よ
う
に
、
採
点
し
た
り
順
位
を
つ
げ
た
り
と
い
う
よ
う
な
掌
は
な
か
っ
た
が
、
方
々
で
講
習
会

が
開
か
れ
、
自
然
と
技
を
競
う
と
い
う
風
潮
が
強
く
、
私
も
そ
の
波
に
乗
っ
て
急
遠
く
で
開
か
れ
る
講

習
会
に
も
出
席
し
て
、
新
体
操
を
身
に
つ
げ
る
こ
と
に
熱
中
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
上
京
し
て

日
本
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
《
体
操
と
い
う
も
の
か
ら
全
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
関
心
だ
け
ば
持
ち

．
大
東
亜
戦
争
が
終
っ
た
あ
と
、
私
が
三
島
予
科
長
と
な
っ
た
昭
和
一
一
十
二
年
頃
、
早
稲
田
大
学
の
体

育
科
を
卒
業
し
、
胸
‐
従
軍
し
て
陸
軍
少
尉
の
肩
書
を
持
つ
服
部
欣
一
助
教
授
を
、
一
一
一
島
予
科
の
紘
育
講
師

と
し
て
招
い
て
か
ら
、
薄
れ
か
け
て
い
た
体
操
熱
が
蘇
え
り
薄
兵
舎
を
修
改
造
し
て
、
先
づ
図
書
館
を
、

つ
賀
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

‐
未
来
像
へ
の
曙
光
Ｉ

体
操

へ

と

私

体
操
部
部
長
秋
葉
安
太
郎

口略

、

炉

1



そ
の
後
新
学
制
が
施
行
さ
れ
、
三
島
予
科
も
世
田
谷
予
科
も
教
養
部
と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
一
月

私
が
両
方
の
教
養
部
長
と
な
っ
て
、
昭
和
二
十
七
年
世
田
谷
の
今
の
体
育
館
が
で
き
上
り
、
昭
和
三
十

一
年
四
月
平
野
教
授
の
紹
介
で
、
門
脇
君
を
体
育
助
手
と
し
て
招
い
た
ｑ
余
談
に
な
る
が
、
今
の
体
育

館
は
、
今
日
で
は
ま
こ
と
に
恥
か
し
い
よ
う
な
体
育
館
だ
が
“
、
当
時
ば
東
京
一
を
誇
っ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
・
門
脇
助
手
が
来
ら
れ
て
か
ら
間
も
な
く
体
操
部
を
づ
く
っ
た
が
、
初
め
は
部
員
も
十
名
足
ら

ず
の
淋
し
い
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
に
曾
我
部
、
三
十
四
年
四

月
に
遠
藤
、
こ
の
両
君
を
体
育
助
手
と
し
て
招
き
、
こ
ふ
に
体
操
部
の
指
導
陣
癖
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
た
わ
け
で
あ
る
。

今
か
ら
五
年
前
、
本
学
の
教
育
機
構
哉
革
に
よ
っ
て
、
世
田
谷
三
島
両
教
養
部
が
文
理
学
部
と
な
り
、

理
学
部
系
の
諸
学
科
と
共
に
、
体
育
科
を
増
設
す
る
に
及
ん
で
、
体
操
部
員
も
漸
次
増
加
、
つ
い
で
、

本
学
体
育
会
か
ら
公
認
さ
れ
、
今
日
の
盛
況
を
見
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
が
諺
こ
の
間
、
曾
我
部
、
遠

藤
両
君
が
し
ば
し
ば
海
外
に
お
け
る
国
際
競
技
に
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
目
ざ
ま
し
い
成

績
を
お
さ
め
た
喜
び
ば
、
今
も
私
の
胸
に
躍
動
し
て
い
る
。
両
君
の
活
躍
は
直
ち
に
部
員
の
刺
戟
と
な

た
0

r

一

2白

次
ぎ
に
体
育
館
を
造
っ
た
・
二
階
建
木
造
兵
舎
を
補
修
改
造
し
た
の
だ
が
、
こ
の
工
事
を
担
当
し
た
建

築
屋
さ
ん
も
、
随
分
苦
心
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
体
育
館
ら
し
く
で
き
あ
が
り

最
少
限
の
器
具
器
械
も
備
え
た
が
、
鐸
錨
直
後
の
事
と
て
、
服
部
先
生
の
苦
心
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ



げ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

私
は
か
ね
て
か
ら
、
体
操
は
最
も
ス
マ
ー
ト
な
体
育
種
目
で
、
日
本
人
の
体
格
や
感
の
よ
い
気
質
に

適
し
て
お
り
、
国
際
競
技
で
、
日
本
人
の
優
勝
可
能
な
種
目
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
日
本
大
学

で
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
優
秀
な
指
導
者
を
養
成
し
、
更
に
は
、
そ
の
中
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
国
際
的

選
手
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
夢
は
既
に
実
現
の
緒
に
つ
き
、
・
心
ひ
そ
か
に
喜
ん
で
い
る
・

来
る
べ
き
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
の
大
会
場
に
、
へ
ん
ぽ
ん
と
ひ
る
が
え
る
日
章
旗
、
そ
し
て
そ
の
も
と
に

立
つ
わ
が
部
員
の
勇
姿
、
こ
れ
が
今
私
の
画
い
て
い
る
未
来
像
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
未
来
《
像
へ
の

曙
光
は
既
に
見
え
そ
め
て
い
る
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
ろ
う
・
私
は
今
諺
年
甲
斐
も
な
く
、
老

い
の
胸
を
躍
ら
し
て
い
る
。
－
昭
和
一
一
一
七
・
一
一
・
二
五
稿
１

r 利

中
。
と

fp，

ろ

り
、
国
内
競
技
会
に
お
け
る
部
員
の
成
績
も
漸
次
向
上
し
、
忽
ち
二
部
か
ら
一
部
に
昇
進
、
遂
に
、
先

年
優
勝
を
か
ち
得
る
ま
で
に
成
長
し
、
更
に
、
い
つ
の
日
に
か
、
部
員
の
中
か
ら
国
際
選
手
を
と
願
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
や
さ
き
に
渋
谷
君
、
今
回
ま
た
早
田
、
渋
谷
の
両
君
が
海
外
に
派
遣
さ
れ
、
あ
ま

り
に
も
早
く
そ
の
日
の
到
来
し
た
こ
と
に
、
夢
の
よ
う
な
思
い
が
し
て
い
る
。
α
こ
れ
も
、
部
員
諸
君
の

精
進
と
共
に
、
門
脇
講
師
、
曾
我
部
助
手
－
今
は
門
脇
夫
人
－
、
遠
藤
助
手
等
の
献
身
的
指
導
の
お
か



部
誌
創
刊
に
際
し
て

監
督
門
脇
春
男

業
が
忙
が
し
い
の
か
、
練
習
場
に
は
顔
が
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
高
校
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
平
川
文
雄

君
（
能
代
高
、
経
済
学
部
卒
）
、
高
校
時
代
に
お
い
て
経

㈱
験
を
積
ん
だ
吉
川
、
岩
本
、
芳
尾
、
古
市
、
堀
田
等
を
迎

え
練
習
に
励
ん
だ
。
こ
の
夏
、
東
京
都
体
育
館
で
の
イ
ン

ヵ
レ
オ
ニ
部
に
初
出
場
し
、
堂
々
才
一
一
位
と
な
り
、
基
準

点
を
マ
ー
ク
し
一
部
へ
昇
格
し
た
。
ま
た
女
子
部
を
作
る

た
め
合
田
恭
子
さ
ん
を
（
現
稲
橋
恒
行
君
夫
人
）
日
女
短
．

大
よ
り
迎
え
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
こ
の
年
は
有
望
な
新
人
を
多
数
迎
え

大
い
に
張
切
る
。
大
阪
体
育
館
で
の
イ
ン
カ
レ
は
他
校
か
ら

警
異
の
目
で
み
ら
れ
、
平
川
君
を
中
心
に
新
人
を
使
っ
て

堂
々
早
慶
明
等
老
舗
一
部
校
を
お
さ
え
三
位
に
入
賞
し
た
。

こ
の
時
の
テ
レ
ビ
放
送
を
橘
喜
朔
体
育
会
事
務
局
長
が
東
・

京
で
み
て
感
激
し
、
電
話
で
大
阪
の
旅
館
へ
果
物
を
沢
山

と
ど
け
て
戴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
：
方
女
子
は
福
田
竹

子
（
現
、
日
本
飛
行
機
勤
務
）
、
小
．
川
文
子
、
（
現
実
践
女

子
高
勤
務
）
．
と
合
田
さ
ん
の
三
人
で
活
・
躍
し
た
。
（
編
集

者
註
、
こ
の
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
を

戸
‐

4－

な
が
い
間
、
県
案
で
あ
っ
た
日
本
大
学
体
操
部
の
歴
史
を

後
世
に
残
す
こ
と
を
願
っ
て
お
っ
た
一
人
・
と
し
て
、
こ
ん

ど
の
部
誌
創
刊
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
・

顧
り
み
ま
す
れ
ば
、
わ
が
部
が
武
蔵
雫
野
の
一
隅
に
弧
弧

の
声
を
あ
げ
た
の
は
僅
か
六
年
前
、
七
十
有
余
年
の
日
本

大
学
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
ほ
ん
の
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
が
、

私
達
体
操
部
関
係
者
に
と
っ
て
貴
重
な
る
オ
月
で
あ
っ
た
。

』
。
□
０
、

昭
和
一
一
一
十
一
年
部
員
の
数
僅
か
六
’
七
名
、
そ
れ
も
皆
、

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
始
め
た
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。

そ
の
当
時
は
マ
ッ
ト
と
鉄
棒
位
が
せ
い
一
杯
の
練
習
で
あ

っ
た
。
器
具
は
昭
和
二
十
七
年
体
育
館
新
築
と
同
時
に
一

級
認
定
品
が
二
台
ず
ふ
買
っ
て
あ
っ
た
が
、
オ
ー
ル
ラ
ン

ド
ま
で
に
は
と
て
も
手
が
廻
り
か
ね
た
。
同
じ
こ
と
を
な

ん
回
と
な
く
や
り
そ
し
て
一
つ
堂
つ
技
を
覚
え
た
も
の
だ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
当
時
の
人
も
学
年
が
進
む
に
つ
れ
授

一



a､

一
方
、
海
外
遠
征
も
数
次
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
国
際

学
生
選
手
権
、
ロ
ー
マ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ア
ラ
ブ
連
合

招
待
、
ア
メ
リ
カ
遠
征
諺
北
欧
三
国
招
待
プ
ラ
ハ
ー
の
世

界
選
手
権
、
日
ゾ
対
抗
等
々
と
こ
こ
三
年
ば
か
り
の
間
に

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
わ
が
部
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
刃
そ

の
都
度
大
活
躍
を
し
て
そ
の
名
も
世
界
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
・

紙
数
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
書
き
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
は
三
十
五

年
度
稲
橋
恒
行
、
三
十
六
年
度
吉
川
晃
、
三
十
七
年
高
島

健
治
君
等
が
三
代
に
わ
た
っ
て
学
生
連
盟
の
幹
事
長
の
要

職
を
務
め
、
日
本
大
学
体
操
部
の
み
な
ら
ず
、
日
本
体
操

界
の
発
展
の
た
め
日
夜
努
力
を
払
っ
た
こ
と
で
あ
る
・

部
誌
創
刊
に
際
し
、
気
持
を
新
た
に
し
て
勝
利
へ
の
道

へ
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
諺
未
踏
の
技
へ
の
挑
戦
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
を
根
底
し
た
学
生
生
活
の
確
立
調
大
学
の
発
展
、

栄
光
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
手
と
手
を
た

づ
さ
え
て
限
り
な
き
前
進
を
続
け
よ
う
で
は
な
い
か
・

慈
父
の
ご
と
く
暖
か
く
育
成
下
さ
る
部
長
先
生
、
熱
心
な

御
支
援
の
体
育
会
諸
先
生
へ
、
深
く
感
謝
し
つ
つ
家
・
雌
ろ

へ

5

し
た
曾
我
部
和
子
先
生
を
迎
え
る
。
）

昭
和
三
十
四
年
、
現
在
の
四
年
生
を
新
人
と
し
て
迎
え

た
。
彼
等
は
全
国
高
校
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
行
く
将
来

性
の
あ
る
選
手
達
で
、
大
学
選
手
権
で
全
国
制
覇
を
狙
う

べ
く
最
も
強
力
な
力
を
有
す
る
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
・

事
実
、
六
月
の
矛
一
回
の
関
東
イ
ン
カ
レ
で
教
大
を
お
さ

え
二
位
に
進
出
し
、
夏
の
秋
田
で
の
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ヅ
ヂ

で
は
諺
僅
差
で
教
大
、
日
体
大
に
破
れ
た
が
、
関
係
者
を

し
て
学
生
体
操
界
は
時
代
が
変
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
大
会
に
初
参
加
の
早
田
現
主
将
が
跳

馬
の
種
目
別
決
勝
に
出
場
し
て
オ
ド
オ
ド
し
て
い
た
の
も

記
憶
に
新
し
い
。
（
編
集
者
註
、
こ
の
年
に
現
在
の
体
操

界
の
矛
一
人
者
、
遠
藤
幸
雄
先
生
を
迎
え
る
。
）

昭
和
三
十
五
年
以
降
は
別
記
掲
載
の
記
録
の
示
す
通
り

地
味
で
は
あ
っ
た
が
少
し
づ
上
点
差
を
な
く
し
前
進
を
続

け
、
逐
に
矛
二
回
関
東
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
を
成
し
得
た
。

ま
た
今
年
に
い
た
っ
て
、
札
幌
で
の
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ヂ

で
男
女
個
人
総
合
優
勝
を
早
田
卓
次
（
矛
二
回
日
ソ
対
抗

出
場
）
、
渋
谷
多
喜
（
世
界
選
手
権
、
矛
二
回
日
ソ
対
抗

出
場
）
君
が
獲
得
し
た
。



試
合
と
私

男
子
コ
ー
チ
遠
藤
幸
雄

F‐

の
試
合
を
通
じ
・
て
経
験
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
た
い

と
思
う
・

一
、
睡
眠

海
外
へ
遠
征
す
る
と
き
い
つ
も
気
の
付
く
こ
と
で
あ
る

が
《
目
的
地
に
到
着
し
て
か
ら
Ｆ
長
い
乗
り
物
か
ら
く
る

疲
れ
と
、
時
差
か
ら
く
る
・
身
紘
の
変
調
に
悩
ま
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
年
七
月
チ
エ
コ
の
首
都
プ
ラ
ー
ハ

で
行
わ
れ
た
才
妬
回
世
界
体
操
篇
選
手
権
大
会
の
と
き
に
ば
、

↑
到
着
後
二
日
間
ぐ
ら
い
日
中
に
眠
気
が
で
た
り
緑
ｊ
夜
に
な

っ
て
目
が
冴
え
る
と
い
っ
た
具
合
に
？
気
分
の
す
ぐ
れ
ぬ

調
子
の
合
わ
な
い
生
活
を
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
・

疲
労
状
態
か
ら
よ
り
早
く
脱
出
す
る
に
は
、
睡
眠
が
も
っ

と
も
適
切
で
あ
り
自
然
な
方
法
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

環
．
境
の
変
化
あ
る
い
ば
競
技
間
近
興
奮
状
態
の
た
め
、
寝

付
き
の
悪
い
と
き
に
ば
、
小
量
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
む
と

一
と
に
し
て
い
る
。
‐
ま
た
試
合
前
日
に
は
活
劇
映
画
、
テ
レ

ビ
、
碁
、
将
棋
等
に
時
間
を
つ
か
う
こ
と
も
あ
る
・

指
導
者
の
中
に
は
、
夕
食
後
ま
も
な
く
選
手
を
床
に
つ

か
せ
、
明
日
の
た
め
無
理
に
睡
眠
を
要
求
す
る
人
も
い
る

よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
選
手
の
興
・
奮
側
状
態
を

『

6

わ
た
く
し
の
国
際
競
技
の
初
出
場
は
一
九
六
○
年
に
行
わ

れ
た
ロ
ー
マ
封
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ぞ
あ
る
。
し
た
が
っ
て

多
く
の
未
経
験
を
残
す
わ
た
く
し
が
詞
・
菖
試
・
合
に
つ
い
て
書

く
と
い
う
こ
と
に
相
当
の
度
胸
を
必
要
と
し
た
。

体
操
競
技
は
他
の
競
技
種
目
に
く
ら
べ
て
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
運
動
種
目
だ
け
に
相
当
な
熟
練
を
要
し
、
男
子

六
、
女
子
四
種
目
を
規
定
問
題
、
自
由
問
題
と
に
わ
け
て

実
施
す
る
の
で
、
そ
の
運
動
量
と
肉
体
的
、
精
神
的
疲
労

と
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
競
技
会
に
参
加
す
る
以
上
、

参
加
に
意
義
が
希
あ
る
の
ば
勿
論
で
あ
る
が
目
的
は
立
派
に

勝
つ
こ
と
に
あ
る
と
思
う
・
目
的
達
成
の
た
め
に
は
い
ろ

い
ろ
な
必
要
条
件
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
。
そ
れ

ら
の
条
件
は
一
日
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

日
頃
の
熱
心
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
節
制
あ
る
日
常
生
活
の

上
に
築
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
私
が
過
去



《

め
る
わ
げ
で
あ
る
。
肉
食
が
希
も
な
外
国
で
の
食
事
ゆ
え
、

量
を
制
限
し
た
つ
も
り
で
も
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。
“
今
回

の
プ
ラ
ー
ハ
ー
に
お
い
て
も
体
重
の
増
加
が
あ
り
、
日
本

の
む
し
暑
い
夏
と
ば
ち
が
い
、
じ
の
ぎ
易
い
気
候
だ
け
に

練
習
で
た
く
さ
ん
の
汗
を
出
す
こ
と
ば
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
風
呂
を
利
用

す
る
．
こ
と
に
し
た
。
、

そ
の
方
法
は
ま
ず
五
分
間
ぐ
ら
い
風
呂
に
つ
が
り
、
上
っ

て
か
ら
た
だ
ち
に
バ
ュ
タ
オ
ル
で
全
身
を
覆
い
五
分
か
ら

十
分
間
ぐ
ら
い
我
慢
強
く
汗
を
待
つ
こ
と
で
、
こ
れ
を
二

回
く
り
返
え
し
た
わ
け
で
ず
ｐ
汗
の
量
が
増
す
た
び
に
次

才
に
好
調
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
持
で
心
の
安
定
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
試
合
場
に
お
い
て
《
い
つ
も
自
覚
し
て
い
た
重
い

感
じ
を
意
識
し
な
い
で
演
技
で
き
た
・

一
一
一
、
試
合
場
に
て
、

「
試
合
」
そ
れ
ば
参
加
選
手
に
と
り
や
肉
体
的
へ
精
神
的

な
試
練
の
場
で
あ
る
？
入
場
前
の
窒
息
し
そ
う
な
雰
囲
気

過
去
に
経
験
を
も
つ
人
で
あ
れ
ぱ
・
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

ば
ず
で
あ
る
。
そ
の
度
に
わ
た
く
し
ば
「
こ
こ
ま
で
苦
し

7

今

高
め
、
寝
雲
付
き
を
悪
く
す
る
結
果
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
試
合
前
ば
調
整
に
よ
り
、
肉
体
的
疲
密
労
は
少
な
い

わ
け
で
あ
る
か
ら
《
睡
眠
を
と
る
た
め
に
ば
適
度
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
一
・
方
わ
た
く
し
の
よ
う
に

ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
む
の
と
ば
反
対
に
、
・
選
手
の
中
に
は
「

酒
も
煙
草
も
．
．
“
ｆ
・
」
と
い
う
よ
う
に
自
我
を
こ
ろ

し
て
頑
張
る
も
の
も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
い

づ
れ
に
せ
よ
、
十
分
な
る
睡
眠
を
と
り
疲
労
を
明
日
に
残

さ
《
な
い
よ
う
に
心
、
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
。
、

一
一
、
食
事
と
体
重

食
韮
事
と
体
重
の
調
整
も
目
的
達
成
の
た
め
の
主
要
素
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
二
つ
は
車
の
両
嶋
輪
の
ご
と
く
密
接
な
関

係
を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
特
に
神

経
を
つ
か
い
、
試
合
一
週
間
前
か
ら
、
そ
し
て
試
合
中
は

そ
の
頂
点
に
達
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
選
手
は
好
調
時
の
体

重
を
常
識
と
し
て
お
り
、
試
合
に
は
そ
の
体
重
で
出
場
し

よ
う
と
努
め
る
ｑ
一
般
に
平
常
よ
り
低
い
の
が
普
通
で
あ

る
が
、
低
く
調
整
し
す
ぎ
て
も
不
調
に
な
り
易
い
。

こ
れ
が
環
境
の
変
わ
る
海
外
遠
征
の
と
き
に
は
、
と
く

倉
に
水
と
食
物
に
細
心
の
注
意
を
ば
ら
い
体
童
の
調
整
に
努



下
に
お
さ
え
て
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
行
う
・

演
技
を
す
る
場
合
、
出
発
点
に
つ
ま
づ
き
が
あ
っ
た
と

き
龍
精
神
的
動
揺
は
大
き
く
肉
体
的
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ
の

合
わ
な
い
も
の
に
な
る
。
過
去
の
経
験
か
ら
し
て
も
出
発

点
に
ミ
ス
が
な
い
場
合
は
、
途
中
の
ミ
ス
も
少
な
く
、
比

較
的
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

・
試
合
場
に
お
け
る
精
神
的
な
不
安
も
結
局
は
技
の
未
熟

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
た
ベ
テ

ラ
ン
選
手
に
失
敗
が
少
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
・

技
の
ポ
イ
ン
ト
を
よ
く
把
握
し
て
お
れ
ば
謡
演
技
中
に
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
演
技
で
き
る
余
裕
も
出
て

く
る
と
思
う
。
し
か
し
、
相
当
な
実
力
と
自
信
の
あ
る
一

流
選
手
に
お
い
て
も
失
敗
は
あ
る
・
相
手
を
意
識
し
す
ぎ

た
り
竜
考
え
す
ぎ
て
不
安
に
な
る
よ
う
な
精
神
面
で
の
動

揺
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
他
自
分
で
は
わ
か
ら
ぬ
数
多

い
原
因
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。
そ
の
原
因
求
明
と
解
決
の

た
め
に
ぱ
、
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
技
の
法
則

を
知
り
、
精
神
面
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
も
積
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
は
相
当
の
年
月
を
要
す
で
あ
ろ
う
し
、
あ

る
い
は
一
生
か
か
つ
て
も
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

《
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ま
な
く
て
も
。
・
・
＠
．
」
と
思
わ
ず
に
ほ
い
ら
れ
な
い

気
持
に
お
い
や
ら
れ
る
。
そ
の
間
選
手
た
ち
は
一
体
ど
ん

な
こ
と
を
考
え
、
思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
上
を
み
て

い
る
も
の
、
下
を
み
て
い
る
も
の
、
一
点
を
凝
視
し
て
い

る
も
の
、
あ
る
い
は
友
人
と
談
笑
し
て
い
る
も
の
等
、
そ

の
ポ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
蕊
こ
の
よ

う
な
硬
直
し
た
雰
囲
気
に
あ
る
と
き
は
、
相
手
の
胸
を
か

り
て
脈
を
は
か
っ
た
り
、
冗
談
を
言
い
合
っ
た
り
し
て
気

持
を
試
合
よ
り
遠
ざ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。
さ
ら
に
精
神

的
に
悩
ま
さ
れ
る
と
き
ば
、
こ
れ
か
ら
演
技
を
行
う
と
い

う
と
き
で
あ
る
。
全
く
生
き
た
心
地
な
し
で
あ
る
。

私
の
場
合
、
器
具
の
前
に
す
す
み
出
て
姿
勢
を
正
す
数

秒
間
に
、
も
し
『
あ
そ
こ
で
は
こ
う
や
っ
て
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
頭
に
浮
ん
で
く
る
う
ち
は
演
技
に
は
い
ら
な

い
こ
と
に
し
て
い
る
。
ソ
連
選
手
の
中
に
は
動
物
園
の
ご

と
く
、
あ
っ
ち
へ
、
こ
っ
ち
へ
と
歩
い
て
い
る
も
の
も
い

た
。
恐
ら
く
彼
等
は
彼
等
な
り
に
、
気
持
の
落
着
く
場
所

を
歩
き
な
が
ら
探
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

勿
論
諺
演
技
の
最
中
、
何
も
考
え
ず
に
行
っ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、
例
え
ば
鞍
馬
の
種
目
の
と
き
な
ど
は
「
足
を

《



六
月
十
七
日
毒
関
東
イ
ン
カ
レ
が
行
わ
れ
た
日
に
生
れ

た
わ
が
家
の
長
男
は
目
下
離
乳
中
で
あ
る
。

溝
四
ケ
月
に
な
っ
た
日
、
か
上
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ま

へ
健
康
診
断
に
連
れ
て
行
っ
た
。
お
医
者
さ
ま
は
「
も
う

そ
ろ
そ
ろ
離
乳
を
始
め
て
下
さ
い
．
〃
リ
ニ
ュ
！
〃
と
言

葉
で
い
え
ば
、
簡
単
だ
が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
大
変
な

こ
と
で
す
よ
、
リ
ー
ー
ュ
ー
と
は
赤
ん
坊
の
教
育
の
始
り
で

す
よ
、
母
親
が
よ
く
研
究
す
る
ん
で
す
な
」
・
と
新
米
の

マ
マ
を
前
に
一
席
ぶ
っ
た
。

そ
ん
な
説
教
を
よ
そ
に
、
こ
の
新
米
の
マ
マ
は
明
日
に

で
も
お
茶
碗
に
盛
っ
た
御
飯
や
オ
ム
レ
ツ
、
デ
ザ
ー
ト
に

リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン
な
ど
を
そ
の
ま
上
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
錯
覚
を
お
ぼ
え
な
が
ら
ウ
キ
ウ
キ
し
た
足
ど
り
で
帰

宅
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
と
こ
ろ
が
で
あ
・
る
。
．

ど
ろ
ど
ろ
、
く
つ
と
り

そ
し
て
そ
の
も
の
へ

方
芋
コ
ー
チ
門
脇
和
子

『可
h」
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《

結
び
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
国
際
競
技
を
経
験
し
て
日

が
浅
い
が
桑
中
学
二
年
生
の
と
き
か
ら
試
合
に
出
場
し
て

十
三
年
に
も
な
る
？
過
去
を
ふ
り
返
え
る
と
き
、
よ
く
も

飽
き
ず
に
練
習
で
過
ご
し
て
き
た
も
の
と
自
分
な
が
ら
驚

く
℃
こ
の
十
三
年
間
の
き
び
し
い
練
習
と
試
合
と
は
、
わ

た
く
し
の
人
間
形
成
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
協
力
し
て
く
れ

た
こ
と
か
。
そ
れ
は
母
親
の
ご
と
く
や
さ
し
く
、
ま
た
と

き
に
は
氷
の
ご
と
く
冷
た
く
も
あ
っ
た
。

選
手
生
活
は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
忍
耐
の
上
に
保
た
れ
る
。

更
に
そ
の
中
に
無
駄
な
休
養
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。
と
き
に
は
家
庭
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
非

常
に
苦
し
い
場
合
も
あ
る
が
、
試
合
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
喜
び
は
、
そ
れ
を
十
分
に
い
や
し
て
く
れ
る
ｐ

わ
た
く
し
の
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
ば
数
多
く
あ

る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
遺
跡
の
古
都
ロ
ー
マ
の
カ
ラ
カ

ラ
浴
場
で
の
壷
ソ
連
と
の
息
づ
ま
る
激
戦
で
あ
り
壷
勝
っ

た
瞬
間
で
あ
り
、
そ
し
て
表
彰
台
上
で
「
君
が
代
」
を
耳

に
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
ぎ
こ
そ
、
全
世
界

の
人
々
に
、
日
本
民
族
の
優
秀
さ
と
誇
り
と
を
胸
を
張
っ

て
示
し
得
た
と
き
で
あ
っ
た
。



体
働
操
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
に
宙
返
り
を
や
れ
と
か
宙
返

り
を
や
れ
な
い
人
に
ガ
ン
ッ
を
や
れ
と
い
っ
て
も
ど
だ
い

無
理
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
消
化
不
良
・
ど
こ
ろ
か
、

ど
こ
か
の
骨
を
折
る
の
が
オ
チ
で
あ
る
・
宙
返
り
を
や
る

た
め
に
ば
鳶
前
転
や
後
転
が
ら
、
宙
返
り
に
つ
な
が
る
や

さ
し
い
技
を
毎
日
コ
ッ
コ
ッ
と
や
っ
て
ゆ
け
ば
一
年
さ
き

か
ま
た
は
諺
も
う
少
し
先
に
は
、
宙
返
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
確
で
あ
る
。
最
初
は
消
化
し
や
●
す
い
技
が
ら
、

下
痢
な
ど
せ
ぬ
よ
う
に
、
ど
ろ
ど
ろ
、
べ
っ
と
り
、
そ
し

て
そ
の
も
の
へ
と
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

”
三
七
生
一
一
・
一
五

－10－

《
“
Ｌ

い
ざ
、
い
つ
、
ど
ん
な
形
で
与
え
る
か
、
具
体
的
な
段

に
な
っ
て
く
る
と
、
御
飯
や
オ
ム
レ
ツ
等
は
一
年
も
先
の

こ
と
な
の
で
あ
る
。
一
年
先
に
御
飯
を
食
べ
さ
せ
る
た
め

に
は
、
重
湯
↓
ご
く
う
す
い
お
か
ゆ
↓
こ
い
お
か
ゆ
↓
や

わ
ら
か
い
ご
ば
ん
↓
普
通
の
ご
は
ん
と
い
う
よ
う
に
ど
ろ

ど
ろ
、
ペ
つ
と
り
、
そ
し
て
そ
の
も
の
へ
と
気
長
に
少
し

づ
入
与
え
な
け
れ
ば
消
化
不
良
を
起
し
て
下
痢
を
す
る
の

で
あ
る
。
オ
ム
レ
ツ
に
お
い
て
も
し
か
り
、
リ
ン
ゴ
に
お

い
て
も
し
か
り
で
あ
る
。
始
め
て
見
る
人
に
は
と
て
も
リ

ン
ゴ
に
は
見
え
な
い
ど
ろ
ど
ろ
の
も
の
を
さ
じ
で
す
く
い

舌
の
上
に
の
せ
て
や
る
、
ミ
ル
ク
の
味
し
か
知
ら
な
い
彼

は
、
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
舌
の
先
で
味
っ
て
み
る
。
ま
あ

ま
あ
の
味
だ
ナ
と
い
う
顔
を
し
て
の
み
こ
む
、
こ
う
し
て

一
日
目
は
一
さ
じ
、
二
日
目
も
三
日
｛
臼
も
一
さ
じ
、
四
日

目
に
二
さ
じ
、
全
く
気
の
長
い
こ
と
で
は
あ
る
９
－
週
間

目
に
は
四
さ
・
じ
、
．
も
う
食
べ
る
の
が
当
然
の
権
利
の
よ
う

な
顔
を
し
て
ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
と
舌
を
：
な
ら
す
。

二
年
先
に
は
、
・
む
き
た
て
の
リ
ン
ゴ
を
両
手
に
も
っ
て
竜

ガ
リ
ガ
リ
と
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
る
の
を
想
像
す

れ
ば
毎
日
の
進
歩
は
遅
々
た
る
も
の
で
も
楽
し
み
で
あ
る
。

《
Ｌ



日
ソ
対
抗
に
参
加
し
て

男
子
主
将
早
田
卓
次

へ

《

街
を
行
か
う
女
の
人
が
口
ひ
げ
を
の
ば
し
て
歩
い
て
い
る

の
に
は
お
ど
ろ
い
た
。
？
‐

と
の
街
は
γ
リ
ン
グ
の
王
者
ア
ザ
リ
ァ
ン
の
出
身
地
で

あ
る
。
写
真
で
ば
よ
く
み
か
け
る
が
、
実
物
と
会
う
の
が

初
め
て
で
あ
る
。
貫
録
十
分
で
素
晴
ら
し
く
厚
い
胸
ば
や

は
り
「
リ
ン
グ
の
王
者
」
を
思
わ
せ
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
身
体
が
重
か
っ
た
心
二
日
間
の
実
演
会
に
な
に
か
私
に

は
疲
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
・
十
分
に
練
習
を
し
た
ら
調

子
が
と
り
も
ど
せ
る
の
に
と
少
し
い
ら
い
ら
す
る
。
・

休
む
暇
な
く
次
の
都
市
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
う
℃
試
合
ま

で
に
な
ん
と
か
し
て
調
子
を
も
ど
し
た
い
気
持
で
一
杯
で

あ
る
℃
遠
藤
先
生
は
も
う
す
っ
か
り
出
来
上
っ
て
い
る
卓

は
り
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
風
呂
に
一
時
間
近
く
も
入
り
汗

を
十
分
に
出
し
て
調
整
を
試
み
る
。
食
事
の
方
も
野
菜
を

臓
喰
べ
た
い
の
で
あ
る
が
こ
れ
も
毎
日
の
食
卓
に
は
ほ
ん
の

僅
か
し
か
の
ら
ず
、
果
物
は
全
然
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
Ｑ

つ
た
。
私
と
し
て
は
最
悪
の
状
態
で
あ
る
・
・
・
・

日
ソ
戦
の
団
体
総
合
戦
が
キ
エ
フ
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
キ
エ
フ
に
入
る
。
こ
こ
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
多
く
《
山
の
上
に
准
寺
院
が
数
多
く
み

－11

私
の
初
め
て
の
海
外
遠
征
で
あ
る
日
ソ
対
坑
に
、
去
る

十
二
月
二
十
七
日
夕
方
Ｓ
Ａ
Ｓ
機
で
コ
ペ
ン
ハ
ｉ
ゲ
ン
経

由
で
一
路
モ
ス
ク
ワ
に
向
っ
た
・

日
本
代
表
選
手
は
若
手
を
起
用
し
た
の
で
、
平
均
年
令

が
二
十
二
オ
と
い
う
若
き
で
あ
っ
た
９

《
二
十
八
日
午
后
十
卿
時
半
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
・
雨
が

降
り
、
・
肌
寒
か
つ
た
。
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
空

港
に
お
り
た
っ
た
と
き
、
な
に
か
非
常
に
心
細
さ
を
感
じ

た
。
、
。

レ
ニ
ー
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
二
日
間
に
わ
た
る
実
演
会

が
あ
り
、
旅
の
疲
れ
も
抜
け
き
ら
な
い
ま
み
で
や
っ
た
せ

い
か
、
何
か
他
入
の
技
の
よ
う
で
し
た
。

・
し
三
ｉ
シ
グ
ラ
ン
ド
を
あ
と
に
ト
ピ
リ
と
に
向
う
。
ト

ビ
リ
と
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
系
の
人
が
多
く
、
ソ
ビ
エ
ト
で

は
診
ら
し
い
情
熱
的
な
都
市
で
あ
る
と
と
が
感
ぜ
ら
れ
た
。



伊

つ
た
ｂ
明
日
は
得
意
な
平
行
棒
、
鉄
俸
で
頑
張
れ
ば
い

い
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
け
そ
う
な
気
も
し
た
。
：

矛
二
日
目
、
試
合
は
跳
馬
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
試

技
一
回
目
へ
ヒ
ト
を
や
る
。
九
・
三
○
点
、
着
地
が
少
し

ま
ず
い
割
に
点
が
出
た
。
二
回
目
を
ヒ
ン
タ
ー
に
す
る
。

し
か
し
こ
の
時
迷
い
が
あ
っ
た
。
へ
ヒ
ト
に
す
る
か
ヒ
シ

タ
ー
に
す
る
か
一
瞬
の
迷
い
が
私
の
不
覚
を
と
る
原
因
と

な
っ
た
。
ボ
デ
ー
に
足
先
を
ひ
っ
か
け
、
左
ヒ
ザ
を
痛
め

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
着
地
と
同
時
に
私
の
身
体
は
左
に
傾

む
い
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
得
点
の
掲
示
を
み
る
こ
と
も

で
き
な
い
位
で
あ
る
。
直
に
応
急
処
置
は
と
ら
れ
た
が
左

脚
が
全
然
動
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
ん
と
か
し
て

と
思
い
な
が
ら
も
努
力
を
し
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
。
目
前

が
真
黒
で
あ
る
。
今
后
の
種
目
を
ど
う
す
る
か
、
私
と
し

て
は
な
ん
と
か
し
て
や
り
た
い
気
持
で
一
杯
で
、
：
精
神
力

の
あ
り
っ
た
け
を
ふ
り
し
ぼ
っ
た
？
残
念
だ
が
棄
権
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

初
め
て
日
本
代
表
と
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
遠
征
し
な
が
ら
、

世
界
体
操
界
注
目
の
日
ソ
戦
の
最
中
に
怪
我
を
す
る
な
ん

て
、
本
当
に
申
訳
な
か
っ
た
。

偲一
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ら
れ
へ
街
全
体
が
静
か
で
あ
る
。

キ
エ
フ
に
は
試
合
の
前
日
に
到
着
し
た
の
で
、
私
と
し

て
は
心
を
落
ち
つ
け
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
あ
ら
わ
せ

る
よ
う
一
層
の
調
整
に
励
ん
だ
。
日
本
で
の
試
合
の
前
日

は
な
か
な
か
落
ち
つ
か
ず
《
眼
る
こ
と
も
で
き
な
い
時
も

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
十
分
に
睡

眠
は
と
れ
た
。
調
子
も
ど
う
や
ら
良
く
な
っ
て
き
た
。
次

の
日
の
練
習
も
軽
く
感
ぜ
ら
れ
た
。
・

午
后
七
時
開
会
式
へ
さ
す
が
に
緊
張
を
覚
え
た
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
観
容
は
会
場
に
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
か
け
約
九

千
人
は
入
っ
た
だ
ろ
う
ｐ
一
人
一
人
が
体
操
の
経
験
者
の

よ
う
に
も
み
え
た
。
約
四
ケ
月
前
に
チ
エ
コ
の
ヴ
ラ
ハ
ー

で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
大
会
で
ソ
ビ
エ
ト
が
日
本
に

敗
れ
て
い
る
だ
け
に
そ
の
声
援
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ

っ
た
。試

合
は
男
子
徒
手
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
高
さ
一
米
も
あ

る
演
技
台
の
上
．
に
あ
が
る
時
は
、
ま
さ
に
命
の
縮
む
思
い

が
し
た
・
し
か
し
自
分
で
も
ま
ず
ま
ず
の
出
来
で
あ
っ
た

の
で
、
今
日
は
や
れ
そ
う
な
気
が
し
た
。
鞍
馬
は
つ
ま
ら

ぬ
と
こ
ろ
で
ミ
ス
を
し
、
前
半
得
点
二
七
・
九
五
点
で
あ



句

ベ
ッ
ト
生
活
を
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
考
え
た
。

1季

今
年
は
多
忙
な
年
で
あ
っ
た
。
未
知
の
国
へ
の
遠
征
、

イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
の
優
勝
ｐ
僅
か
半
年
間
に
試
合
を
通

し
て
味
合
っ
た
数
々
の
経
験
．
。
．
。
．
。
・

私
の
四
年
間
の
大
学
生
活
で
一
番
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
な
ん
と
い
づ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
直

後
の
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
で
の
個
人
優
勝
で
あ
り
、
団
体

総
合
二
位
と
い
う
記
録
で
あ
っ
た
。

初
夏
の
六
月
二
十
二
日
午
後
、
羽
田
を
発
ち
、
プ
ラ
ハ

ー
で
の
世
界
選
手
権
を
皮
切
り
に
私
達
日
本
選
手
団
の
武

者
修
業
が
約
二
ヶ
月
間
続
け
ら
れ
、
心
技
共
に
十
分
に
き

た
え
ら
れ
て
最
夏
の
東
京
に
帰
っ
た
き
た
。
羽
田
空
港
に

お
り
た
っ
た
瞬
間
、
日
本
に
帰
っ
た
と
い
う
気
持
と
、
暑

い
な
あ
と
い
う
気
持
が
交
叉
し
た
９
一
泊
後
や
わ
が
チ
ー

ム
メ
ー
ト
の
お
る
札
幌
へ
飛
ぶ
・

北
の
都
札
幌
は
さ
す
が
に
涼
し
く
、
試
合
前
の
身
体
の

《

夏
の
遠
征

１
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
・
剥
絹
呼
ソ
ビ
エ
ト
Ｉ

女
子
主
将
渋
谷
多
喜

た
だ
残
念
で
あ
っ
た
。

他
の
選
手
よ
り
一
週
間
早
く
羽
田
に
帰
っ
た
私
は
、
大

学
の
附
属
病
院
に
横
た
わ
っ
た
。
分
厚
い
ギ
ブ
ス
に
左
足

の
自
由
を
う
ば
わ
れ
、
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
部
屋
に
と
じ

こ
も
っ
て
い
る
私
に
は
、
遠
征
で
の
た
の
し
い
想
い
出
は

蘇
え
っ
て
こ
ず
、
私
の
脳
裏
に
は
、
大
学
の
庭
に
あ
る
桜

守

の
木
影
に
休
み
な
が
ら
、
練
習
に
励
ん
だ
日
日
の
こ
と
だ

け
が
あ
ざ
や
か
に
浮
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

タ
ン
マ
グ
で
白
く
な
り
な
が
ら
練
習
に
打
ち
込
め
る
日
を

一
日
も
早
く
く
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。



備
を
し
て
遠
征
の
途
に
つ
い
た
。

そ
の
調
査
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
に
女
子
選
手
の
リ
ズ
ム

感
覚
の
養
成
に
つ
い
て
ソ
ビ
エ
ト
体
操
界
で
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
そ
れ
を
実
施
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
私
は
腰
や

脚
、
あ
る
い
は
手
首
な
・
ん
か
は
比
較
的
強
い
の
で
あ
る
が
、

柔
か
さ
が
少
し
不
足
し
て
い
る
の
で
い
つ
も
徒
手
、
平
均

台
で
損
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
も
う
少
し
柔
か
で
、
．
素
直

な
動
き
が
私
に
可
能
な
ら
ば
技
の
進
歩
も
あ
ろ
う
も
の
を

と
思
い
こ
の
点
に
つ
い
て
な
ん
と
か
し
て
解
消
す
べ
く
努

力
し
て
き
た
の
だ
。
・

ソ
連
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
音
楽
と
動
作
を
小

さ
い
子
供
、
特
に
十
オ
位
の
身
体
の
や
や
で
管
つ
わ
あ
る

時
期
に
こ
の
両
面
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
動
作
の

。
０
恥

素
直
さ
を
失
な
わ
な
い
よ
う
指
導
者
は
注
意
し
て
い
た
。

体
操
は
美
を
技
に
よ
っ
て
表
現
雲
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
か

ら
し
て
こ
の
体
操
ぺ
の
導
入
法
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
。

体
育
館
内
は
い
つ
も
一
一
定
の
温
度
に
よ
っ
て
保
た
れ
、
器

具
も
配
置
し
た
ま
上
で
あ
り
、
掃
除
も
行
き
と
ど
い
た
環

境
の
中
で
の
練
習
の
能
率
は
挙
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

は
決
し
て
大
き
な
体
育
館
で
は
な
く
き
わ
め
て
小
さ
い
建

物
で
あ
る
。
そ
こ
に
三
三
五
五
集
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
練
習
に

勤
ん
で
い
る
。
ト
レ
ー
ナ
ー
は
医
師
の
カ
ル
テ
同
様
、
そ

屋Ｆ
一
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調
整
に
は
最
適
の
地
で
し
た
。
も
し
こ
の
私
に
と
っ
て
最

終
学
年
の
最
大
の
試
合
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
の
開

催
地
が
他
の
都
市
で
あ
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
優
勝
は
と
う

て
に
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
し
よ
あ
や
わ
た
く
し

は
疲
れ
て
お
り
調
整
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
札
幌
で

は
、
部
員
が
必
勝
を
期
し
て
高
松
の
合
宿
、
青
森
の
合
宿

を
終
え
て
私
の
来
る
の
を
待
っ
て
く
れ
な
に
か
と
気
を
配

っ
て
私
の
身
体
の
調
整
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
三
日
間
の

試
合
は
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
し
て
チ
ー

ム
メ
ー
ト
の
調
子
に
合
せ
て
団
体
優
勝
を
狙
い
慎
重
に
技

を
続
け
た
。
皆
ん
な
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
私
だ

け
疲
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
少
し
で
も
力
を
抜
い
て
は

い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
闘
っ
た
。
結
果
と
し
て
前
述
の

如
ぐ
、
私
と
し
て
は
願
づ
て
も
な
い
学
生
最
高
の
タ
イ
ト

〃
が
転
鋤
げ
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
矛
二
回

日
ゾ
対
抗
の
日
本
代
表
選
手
に
も
選
ば
れ
る
と
い
う
附
録

ま
で
付
い
て
き
だ
Ｇ
・
遠
藤
先
生
、
早
田
男
子
卿
主
将
率
と
共
に
、

ソ
ビ
エ
ト
へ
遠
“
征
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
：

か
ね
て
か
ら
体
操
の
汝
左
の
住
む
ソ
ビ
エ
ト
に
渡
り
、
ど

の
よ
う
な
練
習
、
い
か
な
る
器
具
を
使
い
、
そ
の
環
境
を

知
り
た
く
思
っ
て
い
た
の
で
、
前
回
の
遠
征
を
も
と
に
調

査
す
べ
き
も
の
、
そ
の
心
構
え
等
に
つ
き
あ
ら
か
じ
め
準

《
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最
近
の
兜
町
に
お
け
る
株
の
話
は
あ
ま
り
芳
し
く
は
な

い
が
、
わ
が
国
の
体
操
界
に
お
け
る
成
長
株
は
な
ん
と
い

っ
て
も
日
本
大
学
で
あ
ろ
う
心

《
Ｄ
妬
む
守
令
■

現
在
へ
・
全
日
本
学
生
体
操
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
大
学

の
数
は
五
十
九
校
あ
る
が
、
そ
の
中
に
日
本
大
学
の
名
が

注
目
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
今
か
ら
五
年
前
の
昭
和
三
十

全
Ｌ
■
、
今
●
企

一
一
一
年
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
伝
統
を
誇
る
早
稲
田
、
慶
応

を
は
じ
め
、
優
勝
争
い
の
教
大
、
日
体
大
等
を
相
●
手
に
突

然
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
二
年
目
に
し
て
関
東
イ

ン
カ
レ
に
男
子
は
堂
・
々
》
優
勝
し
た
。
女
子
に
お
い
て
も
常

に
Ａ
ク
ラ
ス
を
堅
持
し
、
今
年
の
イ
ン
カ
レ
で
は
常
勝
教

大
を
破
っ
た
の
ば
立
派
で
痛
快
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
最
近
竜
体
操
協
会
の
海
外
遠
征
に
日
大
か
ら
代
表

を
数
多
く
送
れ
る
こ
と
に
い
た
っ
た
こ
と
は
誠
に
よ
ろ
こ

ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

《

有
望
株
の
日
大
体
操
部

全
日
本
学
生
体
操
連
盟

§
幹
事
長
高
島
健
密
治

－15笛一等．

の
選
手
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
矯
正
す
べ
く
指
示
を
あ

ら
か
じ
め
与
え
へ
技
が
無
理
な
く
お
ぼ
え
ら
れ
る
よ
う
、

色
４
１
２
■
姫
■
６
甲
．
。
■

凸
Ｉ
Ｃ
。
ｃ

ま
た
自
然
な
こ
な
し
方
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

■
①
託
』
■

て
い
る
。
平
均
台
に
上
る
と
五
分
間
く
ら
い
は
降
し
て
く

勺
』
■

れ
な
い
。
と
に
か
く
簡
単
な
技
で
も
反
復
し
、
意
識
下
に

お
い
て
も
動
け
る
よ
う
訓
練
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
選
手
は

撤
底
的
に
し
ぼ
ら
れ
、
技
に
は
絶
対
に
妥
協
が
許
さ
れ
な

い
。
美
の
追
求
は
き
び
し
い
。
ソ
ビ
エ
ト
ス
ポ
ー
ツ
界
の

合
い
言
葉
、
「
追
い
つ
け
、
そ
し
て
追
越
せ
」
の
鉄
則
は

固
く
守
ら
れ
て
い
る
。
選
手
の
眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も
の

で
あ
る
。

披
く
の
飽
く
な
き
努
力
、
自
分
と
の
闘
い
、
彼
女
等
は

■
、
』
■

体
操
へ
首
を
突
込
ん
だ
そ
の
時
か
ら
の
宿
命
な
の
だ
・

凸
■
４
６
、
ｂ
ｑ
■
詔
■
一

●
■
●
０
９
■

私
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
ロ
〈
私
は
そ
の
努
力
の
ル
か
た

。
□
：
凸
Ｄ
Ｂ
・
・
、
。
。
。

が
ま
だ
ま
だ
，
足
り
な
い
の
だ
。
私
自
身
納
得
の
ゆ
く
体
操

６
①
牛
●
す
①
ｄ

を
し
た
い
と
常
々
考
え
て
い
る
が
そ
の
日
は
遠
い
よ
う
な

・
・
“
・
・
、
。

気
も
す
る
し
、
ま
た
案
外
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
要
す
る
に
私
は
今
な
に
か
を
掴
め
そ
う
な
気
持
壷

一
杯
で
あ
る
。



后

ユ
キ
オ
、
エ
ン
ド
ウ
は
、
ま
る
で
、
弾
性
に
豊
ん
だ
鋼

鉄
の
針
金
の
よ
う
な
・
身
体
を
し
て
い
る
・

彼
が
器
械
に
寄
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
顔
は
沈
着
そ
の
も

の
、
そ
し
て
、
大
き
な
が
っ
ち
り
し
た
顎
が
印
象
的
で
あ

る
、
そ
れ
は
信
じ
ら
れ
ぬ
程
に
よ
く
そ
の
意
志
の
強
固
さ

を
表
わ
す
。

さ
て
始
ま
る
（
註
・
徒
手
体
操
）
テ
ム
ポ
、
テ
ム
ポ
、

テ
ム
ポ
。
突
然
、
ぴ
た
り
と
止
ま
る
。
ま
る
で
石
だ
・

彼
は
こ
の
よ
う
な
急
停
止
が
で
き
る
の
だ
。
ポ
ー
ズ
の
一

つ
一
つ
は
彫
刻
さ
な
が
ら
で
あ
る
。

そ
の
場
か
ら
ま
た
テ
ム
ポ
。

彼
の
リ
ズ
ム
を
私
は
リ
ズ
ム
が
な
い
と
言
う
。
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こ
れ
が
エ
ン
ド
ウ

"屋

エ
ス
・
卜
．
カ
レ
ー
フ

こ
の
よ
う
に
め
ざ
ま
し
い
驚
異
的
な
発
展
を
と
げ
た
原

因
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
の
見
方
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私

は
三
つ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

そ
の
一
と
し
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
活
躍
を
し
た
曾
我
部
和
子
選
手
、
へ
現
門
脇
夫
人
）

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
の
原
動
力
を
な
し
た
遠
藤
幸

雄
選
手
等
の
男
女
一
流
コ
ー
チ
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
・

そ
の
二
に
優
秀
な
選
手
層
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

三
に
、
現
在
の
日
本
体
操
界
の
流
れ
を
絶
え
ず
知
り
、
総

合
的
な
発
展
に
対
す
る
適
応
し
た
判
断
を
下
だ
す
門
脇
監

督
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
動
き
等
々
が
う
ま
く
組
合
さ
っ

て
現
在
の
日
大
に
い
っ
た
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
浅
い
体
操
部
で
は
あ
る
が
、
“
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
部
員
一
丸
と
な
っ
て
全
て
に
負

け
な
い
熱
意
と
創
意
を
惜
し
ま
ず
、
一
一
ユ
ー
フ
ロ
ン
テ
イ

，
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
開
拓
精
神
）
こ
そ
が
勝
利
へ
の
道
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
諸
点
か
ら
し
て

日
本
大
学
体
操
部
は
今
後
の
有
力
な
成
長
株
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
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着
地
が
い
か
に
難
し
い
も
の
で
あ
る
か
は
周
知
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
「
止
れ
」
と
呼
び
た
く
な
る
ほ
ど

の
も
の
だ
。
「
ド
シ
ー
ン
」
と
演
技
場
の
床
板
が
鈍
い
音

を
た
て
体
操
家
は
落
下
す
る
。

安
定
を
保
と
う
と
努
力
し
、
そ
の
安
定
を
得
る
た
め
に

身
体
は
義
務
的
に
伸
び
て
止
ま
る
・

だ
が
、
エ
ン
ド
ウ
は
猫
の
よ
う
だ
。
否
、
別
な
い
い
方

を
す
る
と
留
針
の
よ
う
だ
。
彼
は
足
先
で
床
板
に
吸
い
着

く
、
そ
し
て
絶
対
に
音
を
た
て
な
い
。
こ
の
ユ
キ
オ
・
エ

ン
ド
ウ
は
二
ホ
ン
大
学
の
先
生
で
あ
る
。
弾
性
に
豊
ん
だ

鋼
鉄
の
針
金
だ
。

註
ど
の
便
り
は
十
月
三
十
日
モ
ス
ク
ワ
で
行
な
わ
れ
日
ソ

対
抗
戦
の
模
様
を
一
九
六
二
年
十
月
三
十
一
日
付
で
一
流

の
ス
ポ
ー
ツ
記
者
エ
ス
ー
ト
カ
レ
ー
フ
が
書
い
た
ソ
ビ
エ

ト
の
新
聞
を
、
遠
藤
選
手
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
で
あ
る
札
幌

市
在
住
の
本
橋
正
治
氏
が
訳
し
て
送
っ
て
く
れ
た
も
の
で

あ
る
。

α賭
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こ
こ
に
も
彼
の
技
侭
の
よ
さ
が
あ
る
・

と
の
停
止
、
静
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
特
に
こ
と

ば
を
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
片
手
で
水
平
バ
ラ

ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。
瞬
間
に
頭
と
顎
を
よ
く
み
る
こ
と

は
値
打
ち
が
あ
る
。
頭
の
型
は
ブ
ロ
ン
ズ
（
青
銅
）
の
鋳

物
に
し
て
も
よ
い
。
も
っ
と
も
そ
の
ま
ま
で
も
ブ
ロ
ン
ズ

の
鋳
物
で
あ
る
。

吊
環
の
エ
ン
ド
ウ
。
世
界
体
操
界
の
大
芸
術
家
、

ア
ザ
リ
ャ
ン
の
「
十
字
懸
垂
」
を
相
起
し
た
ま
え
。
巨
・
大

な
筋
肉
が
硬
く
盛
り
上
り
、
き
つ
い
も
の
だ
。
そ
れ
に
比

し
エ
ン
ド
ウ
は
、
軽
く
微
笑
さ
え
堪
え
て
い
る
。
こ
れ
は

征
服
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
美
が
あ
る
。

エ
ン
ド
ウ
は
全
く
別
だ
。
彼
は
小
さ
く
敏
捷
で
あ
り
、

ま
る
で
、
翼
を
広
げ
た
鳥
が
空
中
を
舞
っ
て
い
る
よ
う
だ

こ
の
自
然
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
燕
の
飛
朔
と
強

力
な
空
中
ラ
イ
ナ
の
飛
行
、
こ
の
正
反
対
の
現
象
も
彼
自

身
の
飛
行
原
理
に
よ
っ
て
種
々
に
表
現
さ
れ
る
。
し
か
も

そ
の
い
ず
れ
も
が
美
し
い
。
人
間
は
自
分
の
体
に
絶
対
に

勝
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
エ
ン
ド
ウ
の
芸
術
が
示
し
て

い
る
。



四
、
跳
馬
の
種
目
別
決
勝
に
拓
い
て
、
自
由
種
目
の
跳
越
し

《
‐
Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｇ
報
告

Ｉ
採
占
小
規
則
改
正
の
件
Ｉ

二
種
実
施
し
、
そ
の
一
種
毎
に
二
回
試
み
を
実
施
し
、
両

種
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
点
の
平
均
を
得
点
と
す
る
・

葵
種
目
別
の
決
勝
に
お
い
て
、
Ｏ
部
分
２
、
Ｂ
部
分
４
，

Ａ
部
分
６
を
必
要
と
す
る
。

表
Ｏ
Ⅱ
“
，
↑
Ｂ
Ⅱ
昭
一
Ａ
Ｉ
畦
を
Ｃ
ｌ
恥
・

Ｂ
Ｉ
“
を
Ａ
１
畦
と
す
る
・

七
へ
難
度
３
点
を
事
点

。
．
組
合
＃
２
点
を
埴
点
・
‐

実
施
５
点
を
５
点
と
す
る
。

へ
鞍
馬
の
自
由
問
題
で
両
脚
を
逆
旋
廻
は
し
な
く
て
蝿
よ

い
。
但
し
規
定
問
題
で
は
こ
の
運
動
を
要
求
す
る
・

表
平
行
棒
が
徒
手
の
姿
勢
保
持
の
継
続
時
間
を
３
秒
か
ら

２
秒
に
減
少
す
る
。
但
し
吊
環
で
は
３
秒
と
す
。
．

＋
跳
馬
の
自
由
問
題
で
は
、
そ
の
実
施
種
目
を
事
前
に
申

：
告
し
な
鳴
け
れ
ば
．
な
ら
な
い
。

《
Ｆ
Ｉ
Ｌ

1.8-

Ｆ
－
Ｇ
即
ち
国
際
体
操
連
盟
（
胃
：
量
目
○
口

Ｈ
ロ
句
の
吋
口
戦
す
』
○
画
唾
Ｐ
Ｑ
①
争
司
日
揮
鱗
、
句
粋
ｐ
Ｐ
の
）

・
の
報
告
を
載
せ
る
こ
と
に
し
た
が
、
、
こ
の

規
則
改
正
の
件
は
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
二
十
日
附
で
日

本
体
操
協
会
に
連
絡
が
，
あ
り
、
こ
の
規
則
改
正
の
国
内
で

の
実
施
は
も
う
少
し
時
機
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の

よ
う
な
傾
向
に
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
も

ら
い
た
い
。
体
操
の
内
容
も
少
し
づ
上
変
り
つ
上
あ
る
現

状
を
み
つ
め
て
、
種
目
の
構
成
も
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
・

一
、
徒
手
の
継
続
時
間
を
一
分
と
し
、
前
後
十
秒
の
誤
差
の

許
容
す
る
・

膿
一
一
、
中
間
振
動
に
対
す
る
減
点
を
唾
１
噸
を
畦
Ｉ
唖
と
す
る
。

一
一
一
、
独
創
性
の
あ
る
技
の
実
施
者
に
対
し
て
唖
ま
で
を
賞
と

し
て
与
え
る
。



最
近
体
操
選
手
い
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
で
腰
痛
を
起

し
プ
レ
ー
上
大
い
に
支
障
を
き
た
し
、
さ
ら
に
は
日
常
生

活
に
も
楽
し
か
る
べ
き
日
日
を
暗
い
気
持
で
送
ら
ね
ば
な

ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
「
腰
痛
」

に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
」

相
撲
界
の
不
運
の
横
綱
朝
汐
。
プ
ロ
野
球
界
の
今
冬
ス

ト
ー
ブ
リ
ー
グ
の
焦
点
の
西
鉄
の
強
打
者
豊
田
、
あ
る
い

は
わ
が
部
今
年
の
名
総
務
の
菊
地
君
、
女
子
主
将
の
渋
谷

君
等
々
名
前
を
あ
げ
る
と
数
限
り
な
い
。

、
《
・
ノ
｛
／腰

痛

《

「
腰
が
痛
い
」
と
い
う
目
覚
症
状
を
感
ず
る
の
は
、
慣

れ
な
い
仕
事
を
や
っ
た
り
、
農
夫
が
無
理
な
姿
勢
で
田
畑

で
仕
事
を
長
い
時
間
や
っ
た
り
、
中
腰
で
重
い
ふ
め
を
急

に
持
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
文
士
が
毎
日
座
っ
て
小
説
を
書

く
等
の
体
格
に
合
わ
な
い
無
理
な
姿
勢
の
毎
日
が
続
く
と

こ
の
腰
痛
と
い
う
事
態
が
起
る
。
こ
の
痛
み
を
か
ば
お
う

と
し
て
無
理
な
姿
勢
を
と
る
た
め
違
う
場
所
ま
で
痛
く
な

る
。．

こ
の
場
合
、
顔
を
洗
う
こ
と
蝿
で
き
な
い
、
寝
て
か
ら

寝
返
り
も
で
き
な
い
と
い
う
ひ
ど
い
焔
の
や
、
そ
う
で
な

い
軽
い
恥
の
焔
あ
る
。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
本
当

の
苦
痛
の
他
に
不
安
か
ら
く
る
精
神
的
な
恥
の
が
あ
る
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
精
密
検
査
を
し
て
蝿
医
学
的
に
は
な
ん
で

も
な
い
場
合
が
多
々
あ
る
。
だ
が
患
者
は
「
痛
い
鴫
の
は

痛
い
ん
だ
と
反
発
す
る
。
こ
の
場
合
ど
ん
な
名
医
で
蝿
原

因
不
明
の
腰
痛
症
で
す
と
い
っ
て
引
き
と
っ
て
焔
ら
ぅ
よ

り
し
か
た
が
な
い
と
い
う
腰
痛
恥
あ
る
。
し
か
し
こ
の
種

の
腰
痛
も
も
つ
と
詳
細
に
身
体
の
各
部
を
調
べ
て
み
る
と

そ
の
原
因
も
分
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
喜
腸
、
賢
臓
等
の
内

臓
の
病
気
は
腰
痛
を
と
も
な
う
場
合
は
多
い
。
ま
た
婦
人

/乏多〆

”いろいろ

蔀緬

餌、

運動傷害
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仲
間
で
一
番
か
入
る
の
は
薄
椎
間
軟
骨
ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
腰
痛
症
と
か
座
骨
神
経
痛
と
か
い
っ
て
、
せ
い

ぜ
い
鎮
痛
剤
で
ご
ま
か
し
て
き
た
腰
痛
の
本
体
が
は
っ
き

り
し
て
き
た
・

と
の
椎
間
軟
骨
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
謡
腰
椎
と
腰
椎
の
間
に

あ
る
椎
間
軟
骨
が
と
び
出
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
突
然

重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
仇
、
か
つ
い
だ
り
し
た
時
に
腰

の
辺
が
グ
キ
ン
と
い
う
音
が
し
て
座
り
こ
ん
で
痛
み
を
訴

え
る
場
合
や
こ
の
よ
う
な
動
機
が
全
く
な
く
て
も
起
る
場

合
も
あ
る
。
体
操
の
選
手
の
場
合
は
、
ア
ッ
プ
不
足
で
急

に
種
目
に
入
っ
た
り
吊
環
の
プ
レ
ス
倒
立
、
急
激
な
ひ
ね

り
技
、
女
子
の
ブ
リ
ッ
ヂ
を
実
・
施
し
た
場
合
に
多
い
、
特

に
最
近
目
立
っ
て
多
い
原
因
は
着
地
の
際
で
あ
る
。
高
い

所
か
ら
と
び
下
り
腰
を
伸
ば
し
て
静
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
の
動
作
は
背
骨
に
大
き
な
衝
撃
ゞ
を
与
え
、
椎
間
軟
骨
ヘ

ル
ニ
ア
と
な
る
こ
と
が
多
い
・

と
の
椎
間
軟
骨
は
、
中
心
に
ま
る
い
弾
力
性
の
髄
核
が

あ
り
も
周
．
囲
を
線
維
輪
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
無
理
な
力

が
加
わ
る
と
こ
の
纏
維
輪
溌
切
れ
て
、
な
か
か
ら
髄
核
が

と
び
出
す
。
こ
れ
が
背
骨
の
後
を
通
っ
て
い
る
知
覚
神
経

《

－20

科
関
係
の
疾
患
で
も
こ
の
腰
痛
が
多
い
。
こ
れ
を
関
連
痛

と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
胃
が
痛
い
と
き
は
背
中
も
痛
む
、

心
臓
が
痛
む
と
肩
か
ら
右
腕
に
か
け
て
痛
む
。
こ
の
よ
う

に
、
背
髄
の
後
を
通
る
知
覚
神
経
の
同
じ
場
所
か
ら
神
経

が
い
っ
て
い
る
部
分
は
同
時
に
痛
む
の
だ
。
こ
れ
を
関
連

痛
と
い
う
。
こ
の
場
合
は
原
因
に
な
る
病
気
の
他
の
症
状

も
同
時
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
割
合
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
だ
か
ら
》
関
連
痛
で
起
る
腰
痛
は
、
元
の
病
気

を
治
療
す
れ
ば
治
る
。

こ
こ
で
の
私
の
述
べ
た
い
の
は
こ
れ
ら
の
原
因
と
は
別

の
運
動
障
害
の
腰
痛
で
あ
る
。

腰
痛
は
骨
と
大
い
に
関
係
が
あ
り
、
そ
の
中
で
特
に
一

番
多
い
の
は
骨
関
節
の
カ
リ
エ
ス
で
あ
る
。
こ
の
背
椎
カ

リ
エ
ス
と
は
、
背
椎
骨
が
結
核
に
お
か
さ
れ
て
腐
る
病
気

で
あ
る
。
（
初
期
の
症
状
は
、
は
じ
め
背
骨
に
鈍
い
痛
み

が
起
き
諺
静
か
に
し
て
い
る
と
ほ
と
ん
ど
痛
み
を
感
じ
な

い
が
、
身
体
を
前
に
曲
げ
る
と
痛
を
増
す
。
一
昨
年
の
暮

れ
の
渋
谷
君
の
腰
痛
も
こ
の
疑
い
で
約
二
ケ
月
入
院
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
）

と
こ
ろ
で
本
論
に
入
る
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
ス
ポ
ー
ッ

ー



を
圧
迫
し
、
「
痛
み
」
と
い
う
も
の
が
起
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
椎
間
軟
骨
の
老
化
が
原
因
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
他
、
変
形
性
背
椎
症
と
い
う
の
も
割
に
多
い
。
・

腰
椎
の
か
ど
が
尖
っ
て
知
覚
神
経
を
圧
迫
し
腰
の
痛
み
を

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
背
椎
分
離
症
と
い
う
も
の
も
あ
る
・

横
綱
朝
汐
関
を
悩
ま
せ
引
退
を
早
め
さ
せ
た
の
は
こ
れ
で

あ
る
。要

は
私
達
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
、
他
の
運
動
傷
害
を
引
き

起
さ
な
い
た
め
に
も
常
に
準
備
運
動
を
十
分
に
し
自
分
自

身
の
身
体
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『、

三
七
・
一
一
・
一
八
記

餌、

Ｊ
私
が
こ
の
原
稿
を
書
く
に
い
た
っ
た
動
機
は
、
書
箱
を

整
理
し
た
ら
、
昭
和
三
十
四
年
の
練
習
日
誌
に
「
わ
が
チ

ー
ム
の
至
宝
、
平
川
文
雄
君
が
丁
度
一
年
前
、
即
ち
昭
和

三
十
三
年
三
月
四
日
に
ア
キ
レ
ス
健
を
切
断
し
、
わ
が
チ

ー
ム
の
昨
年
は
苦
し
い
ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
つ
だ
。

「
ア
キ
レ
ス
健
切
断
」
と
い
う
事
故
を
再
び
繰
り
か
え
し

た
く
な
い
気
持
か
ら
、
ア
キ
レ
ス
臆
と
は
ど
う
ゆ
う
も
の

か
を
調
べ
る
」
と
あ
り
、
三
四
月
三
月
の
デ
ー
タ
ー
な

る
も
の
を
皆
様
に
披
露
し
、
こ
の
種
の
怪
我
の
多
い
十
二

月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
練
習
に
は
十
分
の
配
慮
が
望
み

た
い
気
持
か
ら
で
あ
る
。

不
死
・
身
と
い
わ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
英
雄
ア
キ
レ
ス

が
、
洗
礼
の
と
き
に
そ
こ
だ
け
水
が
か
上
ら
な
か
っ
た
ば

か
り
に
、
瞳
の
上
に
矢
が
あ
た
っ
て
死
ん
だ
箇
所
即
ち
、

瞳
の
骨
と
腰
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
結
ぶ
と
こ
ろ
を
ハ
ァ
キ
レ
叉

ア
キ
レ
ス
艇
切
断
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ス
鍵
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
を
切
っ
た
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

と
し
て
の
生
命
を
絶
っ
た
例
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
臆
の

役
目
は
、
つ
ま
先
の
上
げ
下
げ
雷
一
・
つ
鶏
鞠
渉
鍔
へ
た
り
、
走

っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
《
ご
・
と
一
切
を
引
き
受
け
て
い

■
一

る
大
切
な
と
こ
ろ
で
太
さ
は
泰
然
嘩
蟻
蕊
位
篭
、
長
さ
は

い
た
時
が
、
切
れ
る
時
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
意
識
な
く
と
も
、
階
段
を
ふ
み
は
ず
し
た
り
、
凹
み
に

。
ａ
ｊ
勺

腫
を
落
し
た
り
す
る
と
つ
ま
先
が
瞬
間
的
に
上
に
強
く
曲

げ
ら
れ
、
ア
キ
レ
ス
健
が
伸
び
へ
切
れ
る
シ
」
と
も
あ
る
。

９
■
凸
●
■
凸
④
■
■
即

体
操
選
手
の
場
合
、
前
々
か
ら
ふ
く
ら
ば
ぎ
が
少
し
張
っ

て
い
た
と
か
、
漣
の
痛
み
を
感
じ
て
い
た
、
と
い
う
場
合

に
切
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
一
寸
し
た
不
注
意
か

一
画

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
寿
命
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
痛
み

を
感
じ
た
り
、
マ
ッ
ト
の
状
態
が
悪
い
と
き
に
は
十
分
に

注
意
し
た
方
が
い
い
。
あ
る
い
は
、
腿
そ
の
も
の
を
極
度

？
。
。
！
』

に
冷
や
し
き
・
っ
て
お
る
と
き
に
痛
め
や
す
い
・
使
い
過
ぎ

て
炎
症
を
起
し
て
い
る
場
合
は
湿
姉
を
し
て
使
用
を
中
止

を
し
た
方
が
よ
い
。
皮
下
断
裂
即
ち
切
れ
た
場
合
は
《
直

。
。
●
再
ロ
ｑ
ロ
－
０
師
。
り

ち
に
脚
を
固
定
し
医
師
の
診
断
を
あ
お
い
だ
方
が
迷
い
・

腸
ｇ
●
●
Ｆ

《
切
れ
て
も
現
在
め
外
科
医
術
で
は
、
日
常
生
活
に
影
響

■
。
■
曲
■
甲
甲
●
凸
寺
■
再

し
な
い
程
度
に
な
ほ
る
の
み
か
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て

。
。
”
。
今
。
』
先
ダ
。
．
。
。

再
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
些
え
得
る
よ
う
に
も
な
る
。

切
れ
た
臆
の
切
断
面
ば
々
彫
の
よ
う
に
壷
ば
ら
ば
ら
に
な

。
“
》
、
・

る
が
、
切
れ
た
腫
を
一
本
づ
‐
坐
《
絹
糸
で
縫
い
合
わ
せ
て
お

く
と
結
合
織
と
い
う
組
織
が
で
き
、
四
・
五
週
間
目
に
は

《

一浬2

七
・
八
セ
ン
チ
も
あ
る
、
他
に
比
し
て
ず
ば
ぬ
け
て
太
い

漣
で
あ
る
。
だ
か
ら
切
れ
る
時
は
、
大
き
な
音
が
す
る
。

ぬ
れ
た
タ
オ
ル
を
ひ
ろ
げ
て
、
ぱ
っ
と
振
っ
た
時
の
音
、

マ
ッ
チ
箱
を
つ
ぶ
し
た
時
の
音
．
：
ビ
シ
ャ
と
い
う
音

で
あ
る
。
切
っ
た
本
人
は
、
腫
を
蹴
ら
れ
る
よ
う
な
も
棒

で
な
ぐ
ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
さ
う
だ
。

切
れ
方
は
、
大
き
く
分
け
て
開
放
性
切
断
（
外
側
か
ら

切
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
、
自
動
車
事
故
宅
多
い
）
と
皮
下

喝
、
■
■
ａ
西
ｒ
ｑ
”
周
サ
■

断
裂
（
普
通
の
切
断
）
が
あ
る
。
￥
」
の
後
者
は
急
に
止
ま

っ
た
り
藩
踏
み
切
っ
た
り
の
繰
返
の
多
い
ス
蝦
－
シ
に
多

く
へ
剣
道
《
バ
ユ
ヶ
ツ
ト
ボ
Ⅶ
ル
、
“
・
テ
ニ
ス
、
体
操
へ
陸

上
の
ハ
ー
ド
ル
和
ハ
ィ
ジ
ャ
ン
等
に
多
い
・
・

ア
キ
レ
ス
漣
が
、
ど
の
位
の
張
力
に
耐
え
る
か
に
つ
い

ず
●
、

て
は
実
験
デ
ー
タ
ー
は
な
い
が
、
切
っ
た
経
験
者
の
言
に

よ
れ
ば
「
こ
こ
で
、
ひ
と
ふ
ん
ば
り
」
と
い
う
意
識
が
働

呼
■
色
●
。
け
■

《



《

も
と
の
ア
キ
レ
ス
健
の
組
織
に
回
復
す
る
。

切
れ
た
あ
と
長
時
間
経
る
と
、
鰹
ば
ぎ
の
筋
肉
が
収
縮
し

て
上
へ
あ
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
切
断
部
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広

が
り
手
術
の
際
、
》
鍵
を
一
本
づ
鼻
医
師
が
手
で
さ
ぐ
り
な

が
ら
引
張
り
出
し
て
縫
合
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
足
り
な

い
場
合
は
太
槌
の
外
側
の
筋
膜
を
切
り
と
り
た
ば
ね
て
使

う
こ
と
も
多
い
℃
ｊ

こ
の
よ
う
な
怪
我
．
が
な
げ
れ
ば
一
番
い
い
の
だ
が
、
万

が
、
一
筆
切
断
と
い
う
事
帆
態
に
な
っ
て
も
夕
必
ら
ず
な
お
る
鯖
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

三
七
・
一
一
。
八
再
記

総
務
菊
池
君
男

わ
れ
わ
れ
は
線
路
工
夫
だ
。
わ
れ
わ
れ
部
員
一
人
ひ
と

り
が
、
線
路
工
夫
な
の
だ
。
目
的
地
に
向
っ
て
列
車
を
走

ら
せ
る
た
め
に
、
土
を
盛
り
、
枕
木
を
置
き
諺
レ
ー
ル
を

据
え
る
作
業
に
汗
を
流
し
て
従
事
す
る
線
路
工
夫
な
の
だ
・

教
育
大
、
日
体
大
は
諺
す
で
に
列
車
が
走
っ
て
い
る
。
数

多
の
先
輩
が
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
、
懸
命
に
築

き
上
げ
た
軌
道
の
上
を
、
列
車
が
走
っ
て
い
る
。
現
在
の

部
員
は
、
そ
の
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
乗
客
な
の
だ
。

肝司
h｣

｛

線
路
工
夫

二
４
●
。
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我
が
部
は
、
創
立
以
来
六
年
、
先
輩
の
努
力
で
ど
う
に

か
青
写
真
が
で
き
上
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
青
写
真

に
従
っ
て
基
礎
を
築
き
、
目
的
地
に
向
っ
て
軌
道
を
伸
ば

す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
地
は
言
う
ま
で

も
な
く
学
生
の
王
座
に
つ
く
こ
と
だ
。
イ
ン
カ
レ
で
勝
つ

つ
こ
と
な
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
竜
乗
客
に
な
り
た
が
っ
て
は
い
け
な
い
。

ま
だ
、
そ
の
時
期
で
は
な
い
の
だ
。
あ
と
何
年
か
上
る
か

わ
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
が
軌
道
を
築
く
の

だ
。
．
．
．
・

急
ぐ
あ
ま
り
、
い
上
か
げ
ん
な
作
業
を
し
て
は
い
け
な

い
。
列
車
が
走
れ
ば
、
す
ぐ
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、

乗
客
は
目
的
地
に
到
達
す
る
こ
と
な
く
、
ほ
お
り
出
さ
れ

て
し
ま
う
。
わ
れ
わ
れ
の
責
任
は
重
い
。
し
か
し
、
立
派

に
軌
道
が
完
成
し
、
列
車
漆
つ
っ
ぱ
る
日
を
思
え
ば
、
や

り
が
い
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

部
員
一
同
、
線
路
工
夫
た
る
こ
と
を
自
覚
し
て
欲
し
い
。

へ

よ
く
、
い
つ
の
間
に
自
分
は
体
操
な
ん
か
や
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
る
・

中
学
時
代
、
水
泳
部
、
卓
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
陸
上
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
籍
を
置
い
た
こ
と
の
あ
る
部
を
挙
げ
る
と

あ
げ
る
と
き
り
が
な
い
。
要
す
る
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
ル

ン
ペ
ソ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
何
故
、
足
を
洗
っ
て
七
年
余
り

も
体
操
だ
け
に
安
住
す
る
気
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？
今
考

え
る
と
、
極
め
て
単
純
な
答
し
か
見
つ
か
ら
な
い
が
、
体

育
の
先
生
に
、
お
！
う
ま
い
ぞ
、
も
う
一
度
や
っ
て
見
ろ

一

一
一
宍
一

一

た
だ
見
れ
ば
、
何
の
苦
も
な
き
水
鳥

ノノ
／

４

高
田
信
興

乏

／

ﾉ/′
〆



《

大
学
で
の
部
生
活
で
は
、
技
術
的
な
事
は
二
の
次
で
あ

る
が
、
技
術
的
に
進
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
壱
誰
も
が
得

る
こ
と
の
出
来
る
練
習
か
ら
の
体
験
よ
り
諺
も
う
一
段
人

間
を
追
い
つ
め
て
、
自
分
が
苦
し
ん
で
い
る
状
態
で
の
体

験
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
・
・
こ
れ
は
試
合
の
そ
の
瞬
間
だ

け
で
な
し
に
、
そ
の
準
備
期
間
を
入
れ
な
い
訳
に
は
い
か

な
い
。
こ
の
期
間
の
苦
し
さ
と
長
さ
か
ら
言
っ
た
ら
試
合

な
ど
は
ほ
ん
の
瞬
間
で
楽
な
も
の
で
あ
る
・

こ
こ
で
の
体
操
は
、
苦
し
め
ば
苦
し
む
程
雷
そ
れ
の
報

酬
が
返
っ
て
来
る
。
ま
た
そ
の
様
な
苦
し
み
方
で
な
け
れ

ば
無
意
味
で
あ
る
。

毎
日
同
じ
時
間
練
習
や
っ
て
い
る
の
に
技
術
的
に
差
が

出
て
来
る
。
中
に
は
自
分
に
は
オ
能
が
な
い
と
、
あ
き
ら

め
半
分
の
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
、
そ
れ
以
外
の
何
か
で
あ
る
と

思
う
。
も
し
オ
能
が
必
要
だ
と
す
れ
ば
論
そ
れ
は
努
力
す

る
こ
と
の
出
来
る
オ
能
で
あ
り
、
如
何
に
苦
し
さ
に
耐
え

う
る
か
と
言
う
オ
能
で
あ
る
と
思
う
。
“

永
省
厨
か
水
面
を
美
し
く
す
べ
っ
て
行
く
の
に
は
、
水
中
で
あ
の
小
さ

な
足
を
、
如
何
に
一
生
県
命
動
か
し
て
い
る
こ
と
か
？

－ 2←

《

！
と
言
わ
れ
た
ひ
と
言
が
、
日
頃
先
生
な
ど
に
ほ
め
ら
れ

た
こ
と
が
な
い
の
も
手
伝
っ
て
蕊
恐
ら
く
、
こ
の
動
機
の

一
つ
が
、
一
生
を
左
右
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ

れ
る
。
そ
の
瞬
間
か
ら
今
こ
の
現
在
ま
で
、
同
じ
鉄
棒
に

ぶ
ら
下
り
、
マ
ッ
ト
で
ひ
つ
く
り
返
り
続
け
て
来
た
が
、

初
め
の
頃
は
、
〃
そ
の
気
に
な
っ
て
〃
や
る
体
操
で
あ
り
、

高
校
時
代
は
自
分
自
身
た
だ
体
操
が
面
白
く
て
夢
中
に
な

っ
て
や
っ
た
。
大
学
で
や
る
体
操
は
諺
複
雑
で
一
言
で
ば

言
え
な
い
が
、
高
校
時
代
に
面
白
さ
だ
け
で
も
っ
て
い
た

の
が
、
確
か
に
、
そ
の
綱
ば
一
度
は
切
れ
、
そ
こ
か
ら
大

学
の
体
操
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

マ
ッ
ト
運
び
や
掃
除
夫
代
り
に
来
た
ん
じ
や
ね
え
や
と
思

わ
ぬ
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
高
校
時
代
、
友
達
の
様
に
し

て
い
た
先
輩
も
、
同
じ
大
学
の
体
育
館
で
練
習
す
る
段
に

な
る
と
人
が
変
っ
た
様
に
話
し
づ
ら
く
な
る
。
し
か
し
。

や
が
て
腹
が
立
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
相
手
に
つ
っ
か
か
っ

て
い
た
ら
如
何
に
損
を
す
る
か
、
苦
し
い
か
ら
と
言
っ
て

や
め
て
し
ま
え
ば
、
如
何
に
自
分
が
不
甲
斐
な
い
人
間
で

で
あ
る
か
が
解
り
、
そ
れ
こ
そ
、
ハ
イ
そ
れ
ま
で
ョ
、
で

あ
る
。



『
師
は
逝
け
り
、
五
輪
の
花
を
夢
に
ゑ
て
』

中
学
時
代
、
体
育
に
自
分
を
導
い
た
恩
師
の
俄
か
の
死

に
、
遥
か
り
折
り
を
さ
上
げ
な
が
ら
筆
を
取
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
日
本
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
栃
木
県
の
有
能
指

導
者
と
し
そ
や
栃
木
が
持
つ
役
割
に
寝
食
を
忘
れ
て
い
た

先
生
、
こ
の
先
生
に
導
か
れ
て
体
育
の
道
に
入
っ
た
自
分

は
決
し
て
恵
ま
れ
た
天
分
の
持
主
で
な
い
事
は
自
分
が
．
一

番
よ
く
知
っ
て
い
る
ｐ
そ
れ
な
る
が
故
に
自
分
は
努
力
し

た
ｐ
大
学
入
学
以
来
《
優
秀
な
素
質
者
が
一
気
に
走
り
ぬ

け
農
、
進
承
つ
づ
け
る
細
い
道
を
、
自
分
は
自
分
な
り
に
後

れ
て
も
後
れ
て
も
追
い
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
ど
う
に
か
置

き
去
り
に
さ
れ
ず
に
選
手
の
道
を
“
歩
み
続
衿
た
宛
＄
努
力
！

こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
す
べ
て
で
あ
る
と
自
分
は
信
じ

る
。
努
力
に
よ
る
意
志
の
練
磨
！
こ
れ
が
健
全
な
る
精
神

と
肉
体
と
を
作
る
道
で
あ
る
？

●
齢
。
恥
■
毎
■
６
■

《

努
力
軍

田

野

哲

健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
肉
体
に
宿
る
と
は
、
昔
か

ら
き
き
な
れ
て
今
尚
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。
最
終
学
年
に

あ
る
も
の
と
し
て
近
き
将
来
に
迎
え
る
卒
業
を
思
い
、
後

輩
の
人
々
に
送
る
言
葉
ば
た
だ
『
努
力
せ
よ
』
の
一
言
だ

け
で
あ
る
。
健
康
な
れ
ば
明
朗
そ
し
て
努
力
に
堪
え
体
操

の
技
術
を
磨
く
と
共
に
《
良
き
心
境
を
も
開
拓
す
る
良
き

実
り
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
体
操
は
技
術
者
を
作
る
事

で
な
く
体
操
を
通
じ
て
立
派
な
人
間
を
育
成
す
る
事
で
あ

る
と
思
う
。
ど
う
か
後
輩
諸
君
よ
、
体
操
生
活
を
通
し
て

一
本
筋
の
あ
る
人
間
に
成
長
し
て
下
さ
い
。

一
一
《
三
○
記
．

辞

町
一
ザ

『
ジ

Ｊ
■
・
１

〆

ロ
ｒ
、

す

－2．6－



あ
あ
、
ま
た
練
習
か
、
と
思
い
な
が
ら
三
年
と
数
ケ
月

は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
心
部
に
入
っ
た
時
は
一
年
の
部

Ｆ
Ｏ
ｅ
歩
日

員
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
今
何
人
の
シ
」
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

あ
の
時
は
み
ん
な
体
操
好
き
だ
っ
た
の
に
な
あ
、
「
な
ぜ

好
き
な
も
の
を
ト
コ
ト
ン
ま
で
や
ら
な
い
の
か
」
、
あ
の

頃
は
ほ
と
ん
ど
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
等
に
出
場
し
た
経

験
者
の
連
中
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
自
分
は
本
当

に
無
か
ら
始
め
た
自
分
だ
っ
た
、
で
も
今
に
見
て
い
る
人

に
出
来
て
自
分
に
出
来
な
い
こ
と
ば
な
い
と
頑
張
っ
た
・

練
習
場
に
お
い
て
の
刺
激
は
す
ご
か
っ
た
。
は
じ
め
は
見

て
い
る
の
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
、
先
輩
に
言
わ
れ
て
や
っ
と

器
具
に
さ
わ
る
ぐ
ら
い
。
自
分
だ
け
い
つ
も
取
り
の
こ
さ

れ
た
よ
う
な
気
持
で
毎
日
を
送
っ
て
い
た
、
し
か
し
体
操

は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
‐
そ
し
て
自
分
な
り
の
目
標
を
き
め

て
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
、
少
し
で
も
練
習
に
励
む
こ
と
に

根
性
で
ぶ
ち
当
れ

餌、

上
野

剛

《

自
己
満
足
を
感
じ
て
い
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
な
が
ら

ロ
・
可
、
零

も
下
積
み
の
生
活
ば
つ
づ
《
い
た
。
こ
の
四
年
間
、
》
濠
部
芋
生
活

を
し
て
お
る
間
一
日
と
し
て
優
勝
へ
の
夢
は
絶
え
る
と
と

ば
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
四
年
生
は
何
事
に
で
も
や
り
抜

く
強
い
精
神
力
と
困
難
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
強
い
意
志

．
８
。
④

と
で
戦
っ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
に
出
来
な
が
っ
た
喜
び
を

後
輩
諸
君
が
な
し
と
げ
て
く
れ
、
勝
利
の
為
の
道
は
け
わ

し
く
敵
も
多
い
着
し
か
し
そ
の
敵
を
倒
す
為
に
は
、
ま
ず

練
習
で
あ
る
、
練
習
に
よ
っ
て
自
信
を
持
つ
こ
と
、
己
れ

と
勝
負
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
ん
な
苦
し
さ
に
も
怪
我
に

も
堪
え
抜
い
て
行
け
る
だ
け
の
精
神
力
と
体
力
と
を
毎
日

の
は
げ
し
い
練
習
の
中
か
ら
生
み
出
し
常
に
勝
つ
こ
と
を

頭
に
お
い
て
練
習
に
は
げ
み
努
力
し
て
く
れ
、

勝
つ
こ
と
は
難
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
決
し
て

不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
・

試
合
に
勝
つ
こ
と
は
、
練
習
の
苦
し
み
に
打
ち
克
っ
て

の
み
味
合
え
る
こ
と
で
あ
る
。

『

〃

－27



自
分
は
一
年
の
頃
か
ら
試
合
に
出
て
お
っ
た
せ
い
か
、

今
の
下
級
生
部
員
が
じ
っ
く
り
と
基
礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
や
っ
て
い
る
の
み
を
み
て
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
・

と
の
基
礎
が
で
き
て
い
る
と
ス
ラ
ン
プ
に
な
っ
て
も
割
合

早
く
回
復
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
の
場
合
こ
の
点
に

つ
い
て
は
大
変
苦
労
し
た
。
後
輩
諸
君
に
も
必
ら
ず
こ
の

ス
ラ
ン
プ
が
や
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
決
し
て
あ
せ
る
こ

と
な
く
前
の
段
階
か
ら
や
り
な
ほ
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

新
し
い
技
を
覚
え
る
苦
労
、
ス
ラ
ン
プ
か
ら
脱
出
し
よ
う

と
す
る
苦
労
、
同
じ
よ
う
な
苦
し
み
を
味
合
い
な
が
ら
進

歩
し
て
ゆ
く
こ
と
を
悪
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

昭
和
三
十
三
年
春
に
世
田
谷
の
校
門
を
く
ぐ
り
て
早
や

四
年
も
す
ぎ
ん
と
し
て
い
ま
す
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
誠
に
そ
の
通
り
で
、
私
に
は
こ

の
オ
月
の
短
か
さ
に
今
更
な
が
ら
お
ど
ろ
い
て
い
る
し
だ

い
で
す
。 卒

業
を
前
に
し
て

も

建
部
，
盛
蔵

一

■
◆
■
甲
令
■
■
■
凸
日
巳
旬
一
色
旬
毎
●
■
■
。
■
■
■
寺
守
。
■
申
ら
①
■
申
毎
。
■
ロ
ｂ
■
句
■
④
。
旬
●
●
■
●
凸
■
凸
●
由
●
●
■
■
毎
●
。
■
■
凸
■
Ｐ
■
凸
勺
ロ
。
叩
ロ
ロ
■
①
申
■
■
。
■
白
▲
ロ
。
■
■
や
口
や
■
？
■
■
②
①
や
曲
■
ロ
■
■
■
ｐ
■
●
毎

優
勝
す
る
に
は
、
他
人
の
、
他
チ
ー
ム
の
何
倍
と
な
く

苦
労
を
重
ね
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
そ
の
た

め
に
ば
じ
っ
く
り
と
練
習
を
す
る
こ
と
だ
。

勝
負
は
勝
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
況
と
い
っ
て
も
東
京
育
ち
で
あ
る
し
、
日
曜
の
度
に

体
育
館
で
み
ん
な
と
顔
を
合
せ
て
い
る
の
で
、
別
に
こ
れ

と
い
っ
て
変
っ
た
こ
と
ば
な
い
・
今
は
、
オ
ヤ
ジ
の
仕
事

（
材
木
業
）
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、
次
男
だ
か
ら
そ
の
中

に
独
立
で
も
し
て
自
分
で
仕
事
を
す
る
積
り
だ
・

最
近
の
体
操
は
変
っ
た
ね
、
倒
立
だ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
き

れ
い
な
線
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
・
倒
立
は
静
止
運
動
と

し
て
ば
な
く
、
連
続
技
と
し
て
や
る
と
す
れ
ば
あ
の
よ
う

な
姿
勢
が
良
い
だ
ろ
う
・

連
絡
先
北
区
東
十
条
三
の
九
堀
出
産
‐
業
Ｋ
Ｋ

電
（
九
二
）
四
九
○
九
塞
蹄
鐸
瞬
卒

Ｏ
Ｂ
の
近
況

″一

堀
田
淳
二

－28－



へ

成
功
は
希
望
か
ら
で
は
な
く
努
力
か
ら

新
主
将

中
勝
男

《

出
来
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
人
に
よ
り
一
歩

進
ん
だ
何
か
を
し
て
こ
そ
少
は
じ
め
て
目
標
に
達
す
る
の

で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
。

現
在
我
々
が
、
毎
日
練
習
し
て
い
る
体
操
に
つ
い
て
ば
特

に
こ
う
い
う
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

僕
自
”
身
と
し
て
は
後
一
年
し
か
体
操
を
や
る
機
会
が
、
こ

の
言
葉
に
向
っ
て
一
生
懸
命
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

し
か
し
こ
の
言
葉
を
他
の
方
向
か
ら
見
た
場
合
、
実
際

に
「
成
功
」
し
な
く
て
も
そ
の
「
成
功
」
に
向
っ
て
努
力

し
た
と
い
う
事
自
体
が
も
う
す
で
に
成
功
し
た
と
言
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
成
功
は
希
望
か
ら
で
は
な
く
努
力
か
ら
来
る
」
こ
の
言

葉
は
僕
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
誰
の
も
の
で
も
な
い
全
て

の
人
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
又
僕
だ
け
が
こ
の
言
葉
を
好

む
の
で
な
く
皆
な
が
好
き
に
な
っ
て
こ
の
言
葉
に
向
っ
て

が
ん
ば
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

－29

僕
の
最
も
好
き
な
言
葉
に
、
「
成
功
は
希
望
か
ら
で
は

な
く
努
力
か
ら
く
る
」
・
高
校
二
年
の
頃
か
ら
こ
の
言
葉

が
気
に
い
っ
て
こ
の
言
葉
に
向
っ
て
が
ん
ば
っ
て
来
た
。

僕
自
身
と
し
て
の
溺
功
」
は
ま
だ
ま
だ
先
で
あ
る
。
「
成

功
」
と
言
う
も
の
は
近
く
に
あ
る
よ
う
で
な
か
な
か
手
に

と
ど
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
僕
が
六
年
間
行
な
っ
た
体
操
操
を
主
体
と
し

て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
他
の
全
て
の
事
に
つ
い
て
も

言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
会
社
に
就
職
し
た
場
合
で
も
「
成
功
」
と
い
う
事

は
誰
で
も
心
に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
何
で
も
あ
れ
（
課

長
又
ば
重
役
の
よ
う
に
早
く
い
い
ポ
ス
ト
に
つ
き
た
い
）

こ
う
し
た
場
合
た
だ
会
社
に
て
皆
ん
な
と
同
じ
こ
と
を
や

っ
て
、
五
時
に
な
っ
た
か
ら
帰
る
と
い
う
よ
う
で
は
と
う

て
い
「
成
功
」
（
目
標
）
に
達
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か



『
』

私
の
体
操
の
歩
み

や

も
夏
の
暑
い
時
。
夏
は
好
き
た
げ
ど
一
ケ
所
弱
い
と
こ
ろ

が
あ
る
そ
れ
は
水
泳
で
あ
る
。
何
も
い
い
た
く
な
い
ね
・

夏
・
夏
・
夏

調
子
よ
い
の
だ
が
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
怪

我
を
す
る
。
そ
の
よ
い
例
が
高
校
一
年
の
夏
、
コ
ン
ク
リ
ー

ー
ト
の
上
に
右
肩
か
ら
落
下
し
た
。
医
者
の
診
断
ぱ
「
右

鎖
骨
不
完
全
骨
折
」
腕
、
体
縛
ら
れ
毎
日
病
院
通
い
・
ほ

ん
と
に
体
操
や
め
る
決
心
し
た
よ
。
現
在
で
も
恐
怖
に
な

っ
て
る
か
ら
ね
・
今
じ
ゃ
私
し
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
稼
業
・

一
年
の
時
に
関
東
イ
ン
ガ
レ
に
日
大
初
優
勝
、
嬉
し
か
っ

た
。
日
大
体
操
部
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
約
三
年
で
優
勝
し

た
の
だ
か
ら
学
生
界
の
『
目
』
だ
っ
た
。
現
在
で
は
部
員

も
約
九
十
名
。
多
い
ね
、
今
后
の
目
標
は
全
員
一
丸
と
な

り
何
事
も
助
け
合
っ
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

■
●
●
》
寺
雨
〃

一
年
生
も
苦
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
社
会
の
一
勉
強
と

し
て
行
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
僕
自
身
も
最
後
な
の
で
ま

け
ず
に
頑
張
る
ぞ
。
ま
た
部
誌
矛
一
号
を
編
集
さ
れ
た
編

集
委
員
一
同
御
苦
労
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
部
誌
の
記
録
と

共
に
新
た
な
日
本
大
学
体
育
会
体
操
部
が
発
展
さ
れ
る
よ

う
祈
る
。
合
掌

『~、
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総
務
志
賀
、
正
白
冒

■
狼
ｅ
Ｑ

「
体
渥
壁
と
い
う
名
前
自
身
嫌
い
だ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
小

中
学
校
時
代
に
は
、
身
体
が
弱
く
運
動
に
適
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
体
操
を
や
り
は
じ
め
た
の
は
自
分
を

強
く
す
る
た
め
高
校
二
年
か
ら
始
め
た
。
体
操
（
器
械
）

の
動
機
は
と
こ
い
ら
に
あ
っ
た
。
器
械
体
操
は
自
分
が
行

な
う
よ
り
、
各
試
合
の
妙
技
に
圧
倒
さ
れ
、
見
学
す
る
方

が
大
で
あ
っ
た
。
現
在
も
同
じ
心
境
に
近
い
。
器
械
体
操

を
始
め
て
か
ら
体
も
強
く
な
り
、
以
前
、
病
気
が
ち
な
僕

が
病
気
一
つ
せ
ず
、
自
分
自
身
の
自
覚
で
丈
夫
に
な
っ
た

こ
と
は
家
人
は
と
に
か
く
僕
と
し
て
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
。

一
生
涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
に
現
在
で
も
試
合

に
出
た
い
！
う
ま
く
な
り
た
い
！
こ
ん
な
こ
と
よ
り
も
体

操
を
愛
好
す
る
だ
け
で
満
足
な
ん
で
す
。
高
校
時
代
は
恥

か
し
い
な
が
ら
も
満
足
に
な
ら
な
い
試
合
に
も
出
場
し
た

け
れ
ど
毒
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
よ
い
季
節
は
何
と
い
っ
て



で
き
）
て
も
で
き
な
く
て
も

三

年
へ

小

松
武
雄

《

武
雄
も
あ
の
位
で
き
た
ら
な
あ
と
心
の
隅
で
考
え
、
今
ま

で
何
を
し
て
い
た
か
自
分
に
問
う
事
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
・

で
も
高
校
生
活
を
楽
し
く
し
て
き
た
体
操
を
や
め
る
事

の
方
が
恐
か
っ
た
・
・
最
初
は
誰
か
手
と
り
足
と
り
教
え
て

く
れ
な
い
か
な
あ
と
考
え
た
事
も
あ
っ
た
。
．
し
か
し
大
学

生
な
ら
自
分
自
・
身
で
技
を
み
が
き
自
分
の
生
活
を
築
き
あ

げ
る
べ
き
だ
と
考
え
直
し
、
周
囲
の
刺
激
さ
れ
た
又
圧
倒

さ
れ
た
環
境
の
中
で
練
習
ら
し
い
練
習
が
で
き
た
。
怪
我

を
し
て
練
習
を
休
む
事
も
あ
っ
た
が
、
技
も
僕
な
り
に
上

達
し
た
つ
も
り
だ
。
歌
の
文
句
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
何

よ
り
証
拠
に
は
、
今
で
き
る
技
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
で
覚

え
た
も
の
で
あ
る
。
僕
の
学
生
生
活
に
於
て
、
体
操
は
幾

人
か
の
友
達
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
先
輩
後

輩
と
広
く
つ
き
あ
え
る
事
も
部
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
更
に
体
操
を
通
し
て
中
学
生
高
校
生
と
も
つ
き

あ
え
る
事
が
よ
り
僕
の
生
活
を
励
ま
し
て
い
る
。
技
が
で

き
て
も
で
き
な
く
て
も
、
体
操
を
し
て
き
た
事
を
後
悔
し

て
い
な
い
。
技
よ
り
も
良
い
も
の
を
得
た
又
こ
れ
か
ら
も

得
ら
れ
る
気
が
す
る
。
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知
能
指
数
印
は
精
薄
児
で
あ
る
が
、
武
雄
が
体
操
を
始

め
た
高
二
の
当
時
、
体
操
に
関
す
る
武
雄
の
知
能
指
数
は

卵
以
下
診
悲
し
き
十
七
オ
だ
っ
た
。
何
し
ろ
体
操
と
い
っ

た
ら
、
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
。
跳
箱
の
他
は
み
た
事
も
な
い
の

だ
か
ら
全
く
お
そ
ま
つ
で
あ
る
・

現
在
の
大
学
の
体
操
と
比
べ
た
ら
、
遊
ん
で
い
る
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
に
楽
し
く
高
校
生
活
を
送
っ
て

き
た
。
勿
論
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
あ
っ
た
。

勉
強
と
運
動
と
は
両
立
す
る
か
。
？
誰
か
が
云
っ
た
つ
げ

″
あ
ち
ら
を
た
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
た
た
ず
、
こ
ち
ら
を
た

て
れ
ば
あ
ち
ら
が
た
た
ず
、
・
両
方
た
て
れ
ば
自
分
が
た
た

ん
〃
と
。
も
し
体
操
を
し
て
い
な
け
れ
ば
現
在
の
よ
う
な

陽
気
な
人
間
？
に
は
な
っ
て
い
な
か
た
で
あ
ろ
う
し
、
と

ん
で
も
な
い
道
を
突
走
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
僕
が
大
学
の
体
操
部
に
入
っ
た
時
、
皆
の
技
を
み
て
、
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三
年
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八
年
。
ダ
ル
マ
は
九
年
、
オ
レ
は
一
生
・

人
間
の
努
力
は
一
生
涯
続
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ば
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い
。
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先
頃
身
行
な
わ
れ
た
矛
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
開
催

国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
台
湾
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
競
技
に
参

加
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
台
湾
は
一
国
の
代
表
で

な
い
か
ら
参
加
の
資
榛
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
と
台
湾
は

ア
ジ
ア
競
技
連
盟
の
加
《
盟
↓
国
で
あ
る
し
、
．
又
イ
ス
ラ
エ
ル

ば
宗
教
上
の
理
由
か
ら
と
い
う
の
も
理
由
に
な
ら
な
い
、

ま
た
こ
の
二
カ
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
国
交
が
な
い
と
の

理
由
も
成
立
し
な
い
、
そ
れ
は
国
圭
父
の
な
い
韓
国
が
参
加

し
て
・
い
る
か
ら
だ
・

と
の
二
カ
国
の
参
加
資
格
の
有
無
ば
ア
ジ
ア
競
技
連
盟

が
決
め
る
》
」
と
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
友
交
関
係
に
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
ど
中
国

の
顔
を
立
て
ア
ラ
ブ
諸
国
と
敵
対
関
係
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
、
中
国
と
敵
対
関
係
に
あ
る
台
湾
を
拒
否
し
た
の
だ
と

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
れ
こ
そ

《
‐
ｋ

国
際
競
技
へ
の
政
治
介
入
に
つ
い
て

三
年
金
子
洋
平

一ろ2

会
社
と
い
う
機
構
に
入
っ
て
か
ら
早
や
三
年
、
学
生
時

代
と
違
っ
て
自
分
勝
手
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
そ
れ
と

反
対
に
責
任
は
大
変
重
い
。
私
は
総
務
課
人
事
係
と
い
う

と
こ
ろ
で
働
い
て
お
り
、
会
社
の
人
事
一
切
を
こ
こ
で
処

理
し
て
い
る
・
誰
れ
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
、
そ
の
家
族
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
会
社
の
生

産
の
原
動
力
と
な
る
人
の
こ
と
だ
け
に
い
ろ
い
ろ
と
気
を
つ

か
う
ｐ
と
こ
ろ
で
私
の
会
社
は
、
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
（
自

動
制
御
器
）
を
製
作
し
て
い
る
。
そ
の
利
用
範
囲
は
、
家

庭
の
電
気
製
品
か
ら
、
人
工
衛
星
ま
で
と
限
り
な
く
無
限

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

非
常
な
小
さ
な
し
か
も
簡
単
な
構
造
で
あ
る
が
、
近
代

社
会
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
利
用
さ
れ
て
い
る
・

私
の
仕
事
も
会
社
と
い
う
機
構
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か

な
い
、
し
か
し
私
の
仕
事
は
大
事
な
仕
事
だ
・

連
絡
先
・
・
品
川
区
中
延
五
ノ
八
○
二
詩
日
電
工
業
Ｋ
Ｋ

電
七
八
三
○
一
一
一
商
学
部
三
五
年
卒



へ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
抗
議
を
申
し
込
ん
だ
が
ひ
き
の

ば
し
戦
術
に
あ
っ
て
開
会
式
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
各
国

は
日
本
が
参
加
す
る
の
で
開
会
式
に
参
加
し
た
。
そ
し
て

重
量
挙
を
除
い
て
競
技
を
開
始
し
て
し
ま
っ
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
ほ
こ
の
二
カ
国
を
参
加
さ
せ
な
い
で
矛
四
回

ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
終
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
を
く
つ
が
え
し
て
台
湾
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
参
加

さ
せ
る
に
は
矛
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
参
加
し
た
各
国

の
選
手
、
役
員
が
団
結
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し

て
台
湾
イ
ス
ラ
エ
ル
の
二
カ
国
の
参
加
拒
否
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
憲
章
の
基
本
原
則
の
矛
一
条
に
も
ま
た
ア
ジ
ア
競
技

大
会
憲
章
の
基
本
原
則
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

わ
れ
わ
れ
ば
矛
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
認
め
な
い
し
這

こ
の
大
会
に
も
参
加
し
な
い
と
い
っ
た
な
ら
ば
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
も
台
湾
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
加
を
許
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
政
治
が
介
入
す

る
事
件
は
矛
四
・
回
ア
ジ
ア
大
会
で
起
っ
た
が
最
近
ま
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
対
し
て
政
治
介
入
を

行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
度
で
も
国
際
競
技
の
基

本
原
則
が
無
視
さ
れ
る
と
つ
ぎ
つ
ぎ
と
そ
の
よ
う
な
事
件

へ
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全
く
政
治
的
意
図
で
参
加
を
拒
否
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
政
治
が
介
入
す
る
の
は
そ
の
国
の

国
民
の
知
能
程
度
の
低
さ
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
知

能
の
進
ん
だ
国
民
を
持
っ
て
い
る
国
家
に
お
い
て
ば
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
起
ら
な
い
だ
ろ
う
国
民
の
知
能
の
低
い
国

は
独
裁
主
義
が
多
い
、
今
度
の
イ
シ
ド
ネ
シ
ァ
も
す
べ
て

の
権
限
は
大
統
領
に
あ
る
た
め
に
イ
シ
ド
ネ
シ
ァ
組
織
委

員
会
は
台
湾
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
矛
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
招
待
状
は
送
っ
て
い
る
の
だ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が

こ
の
二
カ
国
に
対
し
て
入
国
査
証
を
送
ら
な
か
っ
た
た
め

二
カ
国
は
入
国
が
出
来
ず
結
局
ア
ジ
ア
大
会
に
参
加
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
知
能
の
低
い

国
民
が
多
い
た
め
に
二
カ
国
の
入
国
が
政
治
的
理
由
に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
政
府
に
抗
議
を
申
し
込

ま
な
か
っ
た
。
ま
た
申
し
込
ん
だ
と
し
て
も
余
程
の
こ
と

が
な
い
限
り
抗
議
を
認
め
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
才

四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
参
加
し
た
国
々
の
態
度
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
、
台
湾
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
二
カ
国
が
参
加

出
来
そ
う
も
な
い
う
ち
に
開
会
式
が
せ
ま
っ
て
き
た
、
各

霞
国
が
色
々
と
相
談
し
て
ア
ジ
ア
競
技
連
盟
組
織
委
員
会
が



が
起
っ
て
く
る
危
険
性
が
あ
る
・
我
々
ほ
二
年
後
舵
東
京

オ
〃
シ
ピ
ッ
ク
を
む
か
え
る
国
》
民
と
し
て
、
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
の
技
術
の
向
上
も
必
要
だ
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を

身
に
つ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章

の
基
本
原
則
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
ば

な
い
か
と
思
う
・
・
ヱ
ポ
ー
ッ
マ
ン
、
国
民
全
員
が
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
身
に
つ
げ
て
今
後
才
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
よ
う
な
こ
と
が
起
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
。

そ
こ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
．

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
本
原
則
Ⅲ
：

才
一
条
、
人
種
、
宗
教
、
政
治
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
世

界
の
雲
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み
が
参
加
す
る
戸
．
：

才
二
条
大
会
は
一
八
九
六
年
か
ら
起
算
し
て
四
年
毎
の

オ
リ
ン
ピ
ァ
ー
ド
の
才
一
・
年
目
に
開
く
・

才
三
条
略
す
。

才
四
条
恥
一
国
の
選
手
は
一
国
の
旗
の
下
に
お
い
て
の
み

参
加
出
来
る
・

矛
五
条
大
会
の
宇
切
の
権
限
懲
工
０
．
０
に
在
る
・

才
六
条
・
・
略
・
す
心
．
、
ゞ

‐

以
上
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
頭
に
入
れ
て
お
式

事
が
必
要
て
あ
る
。
．
．
。
。

鈴
も
草

止
ろ
を
知
ら
ぬ
体
操
の

■
凸
■
■
■
ｑ
Ｂ
０
凸
Ｐ
↑
Ｊ

技
量
と
技
を
み
が
き
つ
つ

貧
し
き
に
学
ぶ
わ
が
道
の
た
め
：

我
行
く
、
道
は
遠
け
れ
ど
Ｌ
・

は
げ
み
て
み
が
け
技
の
：
道
を

１
画
『
（
。
・
・

止
り
を
知
ら
ぬ
体
操
塵
．
の
技
を

。
ｂ
『
Ｄ
・
ｒ
ｑ

ｇ
ｐ
■
缶
■
●

Ｉ
１
今

『
詩

斉
：
藤
佳
子

い
《

Ｔ
６
弓
〆
０
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わ
が
輩
は
掌
で
あ
る

》
ｑ

二
年
平
野
。
昌
宏

へ

《

と
。
そ
ん
な
事
は
最
大
の
恥
だ
と
思
う
。
よ
く
聞
く

事
だ
が
男
性
が
女
性
か
ら
〃
あ
ん
た
っ
て
弱
虫
ね
！

と
言
れ
た
事
位
に
思
う
。
だ
か
ら
主
人
も
そ
の
様
に
な
ら

な
い
様
に
い
つ
も
祈
る
。
そ
れ
を
聞
き
入
れ
た
の
か
、
こ

の
頃
め
っ
き
り
熱
心
に
な
り
、
日
増
し
に
う
ま
く
な
っ
て

行
く
よ
う
だ
。
そ
し
て
つ
い
に
喜
び
が
訪
れ
た
。
顔
が
変

色
し
出
し
た
の
だ
。
大
部
厚
く
な
り
、
踊
海
が
深
け
れ
ば
色

が
濃
く
な
る
如
く
叉
赤
か
ら
青
へ
変
る
如
く
（
赤
ん
坊
よ

り
青
年
へ
）
進
展
し
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
人
間
が
ク
リ

ー
ム
を
使
っ
て
化
粧
す
る
が
私
は
メ
ン
タ
ム
を
使
っ
て
化

粧
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
そ
し
て
私
の
顔
も
ち
つ
と
は
売

れ
た
も
の
に
な
っ
た
。
後
輩
か
ら
は
〃
す
ご
い
〃
の
連
発

で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
特
に
美
し
い
女
性
は
グ
ロ

テ
ス
ク
な
も
の
に
時
と
し
て
嫌
味
を
感
ず
る
様
に
、
接
す

る
多
く
の
場
合
に
あ
っ
て
悲
観
す
る
事
度
々
だ
。
こ
の
前

も
お
菓
子
屋
に
行
っ
た
時
か
菓
子
を
袋
の
中
に
入
れ
て
い

る
素
晴
ら
し
く
碕
麗
な
手
も
そ
の
後
に
示
め
し
た
行
動
で

一
・
へ
ん
に
弾
か
れ
た
思
い
が
し
た
。
買
い
物
を
し
て
金
を

渡
す
と
釣
銭
を
受
け
よ
う
と
し
た
瞬
間
私
の
元
か
ら
ぴ
く

り
と
そ
れ
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
金
を
ザ
ラ
ザ
ラ
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私
は
掌
だ
。
生
れ
な
が
ら
に
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
だ
“

が
古
い
マ
ッ
ト
の
様
な
顔
を
し
て
い
る
。
時
々
か
ぎ
形
に

破
れ
或
い
は
カ
ミ
ソ
リ
で
切
ら
れ
た
如
く
鋭
く
両
先
が
肉

に
く
い
込
ん
で
い
る
時
も
あ
る
・
血
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
小
さ

く
表
面
に
浮
き
出
て
い
る
時
も
あ
る
。
そ
う
し
た
私
を
見

て
痛
々
し
そ
う
に
、
し
か
し
ニ
ャ
ー
ー
ャ
し
て
い
る
の
や
、

我
身
の
如
く
身
震
い
す
る
の
や
、
興
味
深
く
観
察
す
る
も

の
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
．
し
か
し
多
く
の
場
合
γ
何
だ
い
お

前
の
手
ま
だ
子
供
じ
ゃ
な
い
か
〃
と
私
の
主
人
は
浴
せ
ら

れ
る
ｐ
よ
く
よ
く
見
る
と
掌
全
体
が
赤
味
を
お
び
て
い
る
。

ま
つ
た
く
幼
児
を
赤
ん
坊
と
言
っ
た
も
の
だ
。
私
の
主

人
ば
皆
ん
な
に
さ
ん
ざ
ん
言
わ
れ
た
挙
句
発
憤
し
た
。
そ

こ
が
主
人
の
偉
い
所
だ
ろ
う
。
他
の
仲
間
の
主
人
は
嫌
味

を
言
わ
れ
墜
落
し
た
。
そ
の
仲
間
は
言
っ
た
つ
げ
〃
今
迄

相
通
じ
合
っ
て
き
た
仲
間
か
ら
離
れ
て
行
く
の
淋
し
い
〃



て
血
の
出
る
思
い
を
し
て
、
よ
う
や
く
皮
が
厚
く
な
っ
た

時
は
更
に
努
力
を
払
い
又
女
性
の
掌
か
ら
つ
っ
ぱ
な
さ
れ

た
時
は
尚
も
努
力
を
払
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
に
か
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
て
、
い
つ
の
間
に
か

黄
金
に
輝
く
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
雲
が
掛
つ
た
様
に
濁
ら
し
て

い
た
。

（
青
森
の
胤
石
）

一ろ6－

Ｏ
Ｂ
会
費
を
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

に
吉
川
晃
氏
へ
一
年
間
分
と
し
て
、

一
○
○
○
円
を
お
納
め
下
さ
い
。

■
一

Ｏ
Ｂ
△
云
画
員
へ

戸

と
滑
ら
せ
る
様
に
し
て
動
作
を
終
え
た
の
だ
。
今
迄
の
喜

ぶ
べ
き
成
長
も
悲
し
く
な
る
思
い
だ
。
同
時
に
絶
対
に
こ

の
様
な
気
性
の
女
性
を
主
人
は
い
つ
の
日
か
伴
侶
と
し
な

い
事
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
は
又
次

に
起
っ
た
体
験
で
更
に
強
く
し
た
。
、

学
園
の
祭
典
と
も
云
う
べ
き
学
園
祭
が
今
盛
わ
で
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
丁
度
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
の
中
に
私
ば
居
た
。
や
が
て
調
子
の
良

い
音
楽
が
流
れ
出
し
、
私
の
主
人
ほ
前
に
い
る
美
し
い
女

性
に
一
礼
し
私
を
差
出
し
た
。
そ
の
女
性
も
そ
の
様
に
し

た
が
、
し
か
し
次
の
動
作
は
ま
る
で
全
て
の
人
達
と
正
反

対
の
事
を
し
た
の
だ
私
の
グ
ロ
テ
ス
》
ク
な
姿
を
発
見
し
、
．

見
詰
め
た
ま
ま
？
素
早
く
手
を
彼
女
の
う
し
ろ
に
隠
し
て

し
ま
っ
た
９
そ
し
て
一
人
で
音
楽
に
流
れ
去
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
：
そ
の
時
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
私
の
生
活
す
る
場
、

接
す
る
も
の
が
一
変
し
て
単
調
に
な
っ
た
の
は
、
し
か
し

私
の
顔
と
変
ら
な
い
マ
ッ
ト
、
硬
い
鉄
￥
棒
等
、
私
は
生
涯

の
友
を
得
た
思
い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
到
々
さ
ん
ぜ
ん
と

輝
く
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
抱
く
事
が
出
来
た
の
だ
。
今
迄

の
体
験
が
鳴
り
響
く
拍
手
の
様
に
浮
か
ん
で
く
る
。
初
め

《



日
大
体
操
部
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
新
し
い
が
。
現
在
の

部
員
数
七
・
八
十
名
は
他
の
学
校
と
く
ら
べ
て
も
ま
っ
た

く
立
派
で
あ
る
。

現
在
の
学
生
体
操
界
で
は
、
教
大
、
日
体
大
？
そ
れ
に

日
本
大
学
を
加
え
て
ピ
ッ
グ
ス
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
老
舗
の
ノ
レ
ン
か
ら
し
て
教
大
、
日
体
大
は
優
位

に
あ
る
が
、
近
い
将
来
に
お
い
て
こ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
必
ら

ず
打
ち
破
る
べ
く
決
心
で
あ
る
。
今
年
は
特
に
そ
の
〃
チ

ャ
ン
ス
〃
が
あ
っ
た
霊
先
輩
も
そ
ろ
っ
て
い
た
し
大
変
期

待
さ
れ
た
の
だ
け
れ
ど
僅
差
で
出
来
な
か
っ
た
の
は
ま
こ

と
に
残
念
だ
っ
た
。

し
か
し
女
子
の
方
は
イ
ン
カ
レ
で
教
育
大
を
破
り
二
位

に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
り
つ
ば
だ
と
思
い
ま
す
。

男
子
も
今
ま
で
以
上
に
一
致
団
結
し
て
頑
張
る
必
要
を
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
わ

二
年
真
島
孝

が

部
E 司

L!

礼

《

そ
れ
に
は
練
習
時
に
も
つ
と
お
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識

を
も
っ
て
や
れ
ば
自
然
と
わ
れ
わ
れ
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り

ジ
ン
ク
ス
を
破
る
こ
と
が
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
・

今
年
の
四
年
生
は
早
田
主
将
、
菊
地
総
務
を
中
心
に
非
常

に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
こ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
ス
ム
ー
ス
に
来

ら
れ
た
こ
と
を
こ
の
ペ
ー
ジ
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
○

・
わ
れ
わ
れ
二
年
生
も
今
後
は
今
ま
で
以
上
に
い
ろ
い
ろ

な
面
で
張
切
る
つ
も
り
で
す
。
・

だ
が
一
つ
不
満
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
年
わ
れ

わ
れ
二
年
生
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

や
は
り
一
人
だ
も
出
し
て
お
か
な
い
と
四
年
生
に
な
っ
て

か
ら
困
る
と
思
う
。
そ
ん
な
訳
で
今
年
中
に
二
年
か
ら
一

人
選
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
註
鶴
見
君
に
お

願
い
し
て
あ
る
。
》
最
后
に
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
今

后
の
わ
れ
わ
れ
体
操
部
の
向
上
を
祈
っ
て
こ
こ
に
ペ
ン
を

置
き
ま
す
。
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体
操
の
面
白
さ

二
年
鶴
見
興

人

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
以
上
試
合
に
勝
つ
こ
と
を
望
む
の
は

あ
た
り
ま
え
で
あ
る
が
練
習
中
に
こ
う
し
た
面
白
さ
が
あ

る
ス
紫
１
シ
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
そ

の
面
白
さ
は
自
分
で
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
↓
一

日
で
出
来
る
も
の
、
何
十
日
何
ケ
月
も
毎
日
汗
を
．
流
し
努

力
し
て
出
来
た
も
の
、
途
中
け
が
な
ど
に
よ
っ
て
出
来
な

か
っ
た
も
の
、
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
期
間
が
長
け
れ

ば
長
い
程
技
を
マ
ス
タ
ー
し
た
時
の
う
れ
し
さ
は
大
き
い
。

練
習
は
、
団
体
競
技
と
違
い
器
具
と
自
分
だ
け
で
あ
る
。

技
を
覚
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
練
習
を
休
ん
で
い
た
ら
何

時
迄
た
っ
て
も
哀
ス
タ
ー
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
苦
し

い
こ
と
、
つ
ら
い
事
を
の
り
越
え
努
力
し
て
得
た
面
白
さ

は
体
操
を
や
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
出
来
な

い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
選
手
で
も
出
来
な
い
技
は
無
数
に
あ

る
の
だ
か
ら
そ
の
面
白
さ
は
限
り
な
い
。
一
つ
で
も
多
く

の
技
を
マ
ス
タ
ー
し
そ
れ
を
美
し
く
表
現
出
来
る
様
に
な

ろ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。
体
操
は
本
当
に
魅
力
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

f~、
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体
操
を
良
く
知
ら
な
い
者
が
体
操
に
つ
い
て
書
く
の
は

無
理
な
話
で
あ
る
が
、
今
迄
に
感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
見

よ
う
と
思
う
。

大
体
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

体
操
は
少
し
違
う
様
に
思
っ
て
い
た
。
同
じ
事
を
何
度
く

り
か
え
し
て
も
な
か
な
か
上
手
に
な
ら
な
い
し
、
練
習
を

多
く
す
れ
ば
全
身
が
痛
く
な
る
一
体
こ
れ
の
ど
こ
が
良
い

の
だ
ろ
う
か
？
、
体
操
を
始
め
て
一
、
二
ケ
月
こ
ん
な
事

を
考
え
た
。
競
技
会
を
見
て
あ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
美
し

さ
に
魅
力
を
感
じ
た
の
で
あ
る
が
実
際
こ
ん
な
に
つ
ら
い

も
の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も

つ
ら
い
事
が
あ
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
の
に
体
操
部

に
入
っ
た
事
を
後
悔
し
た
り
し
た
。

半
年
程
た
ち
何
度
や
っ
て
も
出
来
な
か
っ
た
技
を
覚
え

た
と
き
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
が
体
操
の
面
白
さ

《
Ｌ



《

学
業
と
ス
ポ
ー
ヅ

二
年
坂
本
弘
美

か
の
よ
う
に
思
い
秀
一
に
練
習
二
に
練
習
と
い
っ
た
よ
う

に
毎
日
練
習
に
励
ん
で
お
る
・
学
習
に
堪
え
る
健
康
、
個

人
の
精
神
・
感
情
・
肉
体
の
向
上
発
達
と
い
う
人
間
形
成

の
為
に
精
根
を
打
ち
込
ん
で
運
動
に
励
ん
で
い
る
の
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
理
性
、
知
識
、
知
能
を
高
め

な
け
れ
ば
真
の
人
間
形
成
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
両
者
の
利
点
を
取
り
入
れ
て
か
ら
こ
そ
、

真
の
人
間
形
成
が
出
来
有
能
な
社
会
人
と
な
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
・
現
在
運
動
部
員
は
社
会
か
ら
人
間
の

教
育
負
が
出
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
た
だ
練
習
だ

け
行
な
っ
て
人
間
教
育
が
出
来
上
っ
て
も
社
会
の
要
求
に

対
し
て
恥
じ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
Ｐ
幸
い
日
本
大
学
体
操

部
は
両
者
を
育
成
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
だ
か
ら
僕

は
勉
強
と
運
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
人
間

教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
℃

r可
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あ
る
新
聞
で
部
生
活
と
勉
強
に
つ
い
て
の
記
事
を
一
読

し
て
、
な
る
程
だ
と
感
じ
た
こ
と
と
私
の
考
え
を
述
べ
た

い
。
ま
ず
そ
の
主
旨
は
大
学
の
運
動
部
員
は
運
動
の
練
習

が
オ
ー
の
目
的
と
す
る
か
。
そ
れ
と
も
学
生
と
し
て
の
本

分
の
勉
強
が
目
的
で
あ
る
か
。
と
い
う
こ
と
で
現
在
皆
運

動
部
員
全
て
が
悩
ん
で
い
る
共
通
点
を
と
り
あ
げ
て
あ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
が
高
校
時
代
の
時
は
誰
れ
も
が
大
学
入
試

が
控
え
て
い
る
た
め
か
勉
強
が
矛
一
の
目
的
で
、
良
く
勉

強
も
し
、
良
く
練
習
を
や
っ
た
つ
も
で
す
。
し
か
し
大
学

へ
入
れ
ば
後
は
就
職
の
事
だ
け
な
の
で
、
運
動
部
員
は
練

習
を
一
生
懸
命
行
な
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
就
職
は
〃
ど

う
に
か
な
る
だ
ろ
う
〃
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
勉
強
を
な

お
ざ
り
に
し
て
い
る
人
も
お
る
。

大
学
で
も
運
動
選
手
に
は
特
別
扱
い
を
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
か
ら
、
な
お
更
運
動
選
手
は
練
習
だ
け
が
人
生
だ



希

二
年
山
岸
正
夫

望

｢。

失
望
す
る
こ
と
で
あ
る
・

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
存
在
ば
希
望
一
に
よ
っ
て
莞
成
に
達

す
る
。
希
望
に
生
き
る
者
は
っ
海
に
若
い
。
自
分
に
と
う

て
い
出
来
な
い
と
信
じ
て
か
か
る
こ
と
自
体
そ
れ
は
希
望

を
失
い
、
自
分
か
ら
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
。
け
わ
し
い

丘
に
誉
る
た
め
に
ば
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。
希
望
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
一
度
に
大

き
な
希
望
を
願
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
小
さ
な
も

の
が
重
な
り
合
っ
て
大
き
な
希
望
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ

う
ｑ
そ
の
た
め
に
ば
堅
実
な
努
力
に
よ
り
成
功
を
お
さ
め

る
こ
と
で
す
・
僕
達
ヂ
ム
ナ
ス
ト
、
い
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行

な
う
選
手
に
と
り
こ
の
〃
希
望
〃
と
い
う
こ
と
ば
一
生
つ

き
ま
と
う
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
″
人
間
〃
と
し
て
、
切

り
離
せ
ら
れ
な
い
も
の
が
、
現
の
僕
に
は
こ
の
希
望
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
部
員
諸
君
に

こ
の
希
望
と
い
う
こ
と
は
、
＠
体
蝋
操
に
つ
い
て
重
要
か
つ
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
理
解
願
い

た
い
も
の
で
す
。

F車興
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希
望
あ
っ
て
人
生
あ
り
、
そ
の
人
生
あ
っ
て
運
命
が
あ

り
希
望
も
あ
る
だ
ろ
う
。
運
命
的
な
存
在
で
あ
る
人
間
に

と
っ
て
．
生
き
て
い
る
こ
と
は
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
例
え
ば
自
分
の
希
望
は
Ｆ
と
い
う
女
と
結
婚
す
る
。

あ
る
い
ば
自
分
は
Ｖ
と
い
う
町
に
住
む
こ
と
、
自
分
の
希

望
ぱ
Ｐ
と
い
う
地
位
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
等
々
・
人
ば

こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
故
そ
れ
が
希
望
で

あ
る
の
か
。
そ
れ
は
欲
望
と
い
う
も
の
で
な
い
の
か
。
目

的
と
い
う
も
の
で
な
い
の
か
。
あ
る
い
ば
期
待
と
い
う
も

の
で
な
い
の
か
。
希
望
は
欲
望
と
も
認
目
的
と
も
、
期
待

と
も
同
じ
で
は
な
い
は
ず
だ
。
〃
体
操
〃
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
行
な
う
者
に
と
っ
て
趣
今
一
度
！
『
希
望
』
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
希
望
な
く
し
て
明
日
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
希
望
が
あ
る
か
ら
行
動
し
、
ま
た
、
新
し
い

希
望
を
見
い
出
す
。
し
か
し
希
望
を
持
つ
こ
と
ば
や
が
て



へ

体
操
へ
の
愛
着

《

の
初
歩
か
ら
始
め
、
体
操
と
い
う
も
の
に
面
白
く
な
る
の

に
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。

入
っ
た
頃
の
体
操
部
は
部
と
い
っ
て
も
名
ば
か
り
で
、

器
具
も
ま
と
も
に
そ
ろ
っ
て
な
く
、
組
立
鉄
棒
が
一
台
と

小
マ
ッ
ト
三
、
四
枚
と
い
う
お
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。
だ

か
ら
放
課
后
の
練
習
も
、
毎
日
マ
ッ
ト
が
主
で
、
時
々
鉄

棒
を
立
て
練
習
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
前
に
の
べ
た

体
育
の
教
師
が
体
操
部
の
顧
問
だ
っ
た
の
で
熱
心
に
指
導

し
て
く
れ
、
ま
た
、
一
年
の
終
り
頃
平
行
棒
、
そ
し
て
二

年
の
夏
に
は
鞍
馬
吊
輪
と
器
具
も
傭
い
、
マ
ッ
ト
も
ロ
ン

グ
な
ど
新
し
い
も
の
が
か
な
り
ふ
え
、
ど
う
や
ら
体
操
部

ら
し
い
か
つ
こ
う
が
と
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
今
度
は

今
ま
で
見
た
こ
と
も
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
も
の
ば
か
り

な
の
で
、
そ
の
器
械
に
な
れ
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
。
器

械
が
そ
ろ
っ
た
そ
の
夏
休
み
部
矛
一
回
の
合
宿
を
学
校
で

行
な
い
、
そ
の
器
械
と
と
つ
ぐ
ん
だ
の
で
あ
る
・
両
手
の

手
の
ひ
ら
の
皮
は
べ
ろ
べ
ろ
に
む
け
鉄
棒
に
飛
び
つ
こ
う

も
の
な
ら
ま
る
で
手
の
ひ
ら
が
火
事
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
、
あ
わ
て
て
手
を
離
し
て
し
ま
う
、
す
る
と
コ
ー
チ
の

先
生
に
ど
な
ら
れ
嫌
や
嫌
や
な
が
ら
も
又
鉄
棒
に
ぶ
ら
さ

が
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
な
る
と
も
う
技
を
覚
え
よ
う
な

ど
の
考
え
は
な
く
、
た
だ
必
死
に
鉄
棒
に
し
が
み
つ
い
て

･－41－

二
年
浅
田
泰
男

自
分
が
体
操
を
始
め
た
の
ば
高
校
二
年
の
時
だ
Ｐ
正
確

に
い
え
ば
、
高
校
一
年
の
終
り
近
い
時
に
体
操
部
へ
入
っ

た
の
で
あ
る
。
何
故
体
操
を
始
め
た
か
自
分
で
も
よ
く
解

ら
な
い
け
ど
高
校
に
入
学
し
た
時
、
自
分
が
入
り
た
か
っ

た
水
泳
部
が
な
か
っ
た
し
、
他
の
運
動
部
へ
入
ろ
う
か
ど

う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
内
に
高
校
一
年
も
終
り
近
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
体
育
の
授
業
の
時
、
マ
ッ
ト
運
動
を
や
ら
さ

れ
た
。
小
学
校
の
頃
運
動
会
の
時
選
ら
ば
れ
て
組
立
体
操

や
マ
ッ
ト
運
動
を
少
し
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
程

度
興
味
が
あ
っ
た
し
、
体
育
の
教
師
が
教
育
大
の
体
操
部

を
出
た
先
生
だ
っ
た
の
で
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
体
操
と

い
う
観
念
よ
り
別
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
そ
の
授
業
が

面
白
か
っ
た
の
で
あ
る
。

又
僕
達
の
ク
ラ
ス
に
は
体
操
部
に
入
っ
て
い
る
も
の
が

多
く
そ
の
友
達
に
進
め
ら
れ
自
分
で
も
な
ん
と
な
く
や
っ

て
み
よ
う
か
と
い
う
気
に
な
り
体
操
部
に
入
っ
た
わ
け
で

あ
る
・
も
ち
わ
ん
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
初
歩



い
る
だ
け
で
あ
る
．
そ
の
つ
ら
か
っ
た
合
宿
が
終
る
こ
ろ

に
は
ど
う
や
ら
器
械
に
も
少
し
な
れ
て
き
て
だ
ん
だ
ん
体

操
と
い
う
も
の
に
面
白
さ
が
増
し
て
来
た
．
規
定
も
ど
う

や
ら
練
習
出
来
る
段
階
に
な
る
と
も
う
夢
中
で
あ
る
。
家

に
帰
っ
て
も
今
日
練
習
し
た
種
目
を
考
え
、
そ
し
て
明
日

な
に
を
練
習
し
よ
う
な
ど
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
技
も
い
く
つ
か
覚
え
試
合
に
も
出
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら
い
、
毎
日
体
操
の

練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。

こ
ん
に
ち
大
学
の
体
操
部
に
入
り
い
ま
な
お
体
操
を
続

け
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

未
熟
な
自
分
で
あ
る
が
、
高
校
時
代
と
は
違
っ
た
大
学
の

体
操
部
で
自
分
が
ど
の
く
ら
い
や
っ
て
い
け
る
が
、
自
分

と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
，
：

‐
本
当
に
今
で
は
体
操
を
や
っ
て
エ
か
づ
た
と
思
っ
て
い

る
。
．
：
曇
．■■
心
□
ず
旬

〈
Ｌ

終

り

当
日
各
自
お
も
ち
を
二
１
三
ケ
づ

『
■
■

、
つ
お
侍
ち
寄
り
下
さ
い
。

甲
ｂ
色

新
年
の
・
線
習
開
始
は
、
一
月
六
日

正
午
か
ら
と
し
、
終
了
後
恒
例
の
ォ

〃
。
穀
。
◆

◆
ダ
ム
●
●

シ
ル
コ
会
を
体
育
館
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
．
“
：

○
・
お
知
ら
せ
‐
．

×
×
×
×
×
×
×
・
×

fPQ
ザ

▲

『L_罫

bE■
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へ

ピ
ン
女
１
へ
ヒ
ト
が
私
の
印
象
に
の
こ
っ
た
最
初
ば

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
久
大
会
に
お
け
る
ソ
連
の
チ
ト
フ

”
・
も
ロ
ｒ
旬
①
凸

選
手
に
よ
る
演
技
で
あ
る
。
芦
」
の
時
は
彼
は
優
勝
シ
」
そ

し
な
か
っ
た
が
（
註
、
小
野
選
手
が
倒
立
転
回
跳
び
で

優
勝
）
、
そ
の
空
間
姿
勢
、
・
時
間
と
い
い
非
常
に
間
合

い
の
秀
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
・

今
年
の
プ
ラ
ハ
ー
の
世
界
選
手
権
で
チ
エ
コ
の
ケ
ル

ベ
ッ
ク
が
こ
の
種
目
で
優
勝
し
て
い
る
。
こ
の
時
は

霞
甘
３
吋
輯
①
ｏ
け
す
。
で
か
ち
得
た
の
だ
っ
た
。

・
彼
の
金
メ
ダ
ル
の
得
た
原
因
は
な
に
か
、
彼
が
も
し

秀
ト
フ
選
手
ど
同
じ
練
習
法
で
プ
ラ
ハ
ー
に
の
ぞ
ん
だ

と
仮
定
す
れ
ば
、
恐
ら
く
彼
は
金
メ
ダ
ル
の
栄
与
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
勿
論
彼
自
身
の
努
力
の

賜
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
研
究
心
の
あ
つ
か
る
と
こ
ろ
大

ケ
ル
ベ
ッ
ク
の
馬
尾
伸
膝
跳
に
思
う

q

E､司
りI

な
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
想
像
つ
か
な

か
っ
た
く
ら
い
、
馬
と
踏
切
板
と
を
離
し
た
と
い
う
着

眼
点
に
あ
る
。
私
は
彼
の
距
離
、
（
約
一
八
○
’
二
○
○

セ
ン
チ
）
の
地
点
に
立
っ
た
と
き
、
私
は
跳
ぶ
こ
と
に

恐
怖
を
お
ぼ
え
た
・

私
の
こ
こ
で
い
い
た
い
こ
と
は
、
跳
馬
に
限
ら
ず
何

か
新
し
い
変
っ
た
セ
ン
ス
で
、
．
種
目
を
眺
め
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
？
東
京
大
会
で
勝
つ
た
め
に
は
独

創
的
に
技
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
９

新
技
開
拓
こ
そ
優
勝
ぺ
の
道
で
あ
る
と
い
っ
て
も
決

し
て
過
言
で
は
な
い
。

－43－
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近
頃
体
重
が
増
え
、
と
て
も
体
操
の
選
手
に
は
み
え
な

い
だ
ろ
う
。
レ
ス
ラ
ー
と
し
て
な
ら
通
用
す
る
か
も
知
れ

な
い
ｐ
僕
の
家
は
蔵
前
の
国
技
館
に
近
い
か
ら
ユ
ヵ
タ
で

、
。
）

も
着
て
い
る
と
関
取
に
み
菱
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

体
操
部
誌
が
で
き
る
と
聞
い
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。
創

恥
守
り
凸
守
■
●

設
時
の
歴
史
を
明
確
に
後
輩
砿
知
ら
せ
る
上
に
も
、
ま
た

部
内
の
意
見
の
交
換
の
場
と
し
て
も
い
い
ね
・
自
分
の
意

見
を
活
字
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
責
任
の
感
じ
方
が
ま

る
き
り
違
う
。
今
僕
が
、
日
本
体
操
協
会
誌
の
編
集
を
手

伝
っ
て
い
る
が
、
文
章
を
作
る
こ
と
は
大
変
な
仕
事
だ
。

現
在
の
勤
務
先
は
ミ
シ
ン
会
社
で
あ
る
が
、
い
蓋
れ
親

の
や
っ
て
い
る
会
社
の
跡
を
継
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
難
か
し
い

い
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
思
う
が
、
う
ん
と
勉
強
し
て
私
は

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

住
所

Ｏ
Ｂ
の

台
東
．
区
浅
草
北
清
島
一
・
○
三

電
八
四
一

経
済
学
部
三
五
年
度
卒

F壷

近
況岩

本
忠
一
号

五
一
七
四

銀
座
で
生
れ
、
銀
座
で
育
ち
、
そ
し
て
銀
座
で
働
い
て

い
る
私
は
銀
座
を
は
な
せ
な
い
。
銀
座
は
私
の
ふ
る
さ
と

で
も
あ
り
、
安
住
の
地
で
も
あ
る
。
・

銀
窪
と
は
、
江
戸
時
代
に
銀
貨
幣
の
鋳
造
し
た
場
所
で

あ
り
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
時
代
の
変
遷
は
あ
っ
て
も

我
が
国
の
文
化
の
中
心
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
・

昔
変
し
い
銀
座
の
柳
。
．
。
．
．
。
と
い
う
唄
も
あ
る
が
．
、

昔
の
銀
座
に
は
柳
の
木
が
無
数
あ
っ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん

ど
取
り
払
わ
れ
て
そ
の
面
影
は
な
い
、
淋
し
い
こ
と
だ
・

私
は
仕
事
の
関
係
で
車
を
も
っ
て
い
る
が
、
駐
車
場
の

な
い
の
が
な
や
み
の
槙
だ
。
立
体
駐
車
場
、
地
下
駐
車
場

と
出
来
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
・
街
づ
く

り
は
日
夜
を
と
わ
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
。
私
の
オ
フ
ィ
ス

や
家
の
近
く
・
も
変
り
つ
つ
あ
る
・
銀
座
に
出
た
ら
寄
っ
て

下
さ
い
。
飯
で
も
食
・
く
ま
し
よ
う
・

会
社
副
篭
評
座
一
一
一
弘
内
紺
唖
一
廻
鯉
五
一

Ｏ
Ｂ
の
近
況

(P、

吉

川

晃
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冊
和
！
と
ば
三
省
堂
の
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
Ⅲ
協
力
、

調
和
‐
と
あ
る
・

わ
れ
わ
れ
は
日
大
と
い
う
集
団
と
、
体
操
部
と
い
う
も

う
一
ヅ
の
団
体
に
自
ら
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
入
っ
た
。

私
の
思
う
に
は
日
本
大
学
と
い
う
団
体
に
入
っ
た
目
的
自

体
に
つ
い
て
は
そ
の
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
に
し
て
も
、

体
操
部
と
い
う
所
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

理
由
を
申
．
し
述
べ
な
く
て
も
、
あ
る
一
点
に
お
い
て
は
共

通
な
所
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
我
々
は
早
く
再
覚

認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
好
き
か
興
味
を
持
っ
た
か
で
あ
る
。

い
や
い
や
な
が
ら
と
か
、
嫌
い
な
こ
と
だ
け
れ
ど
も
な
に

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
い
う
人
が

い
る
と
し
た
な
ら
早
く
退
部
し
た
が
良
い
だ
ろ
う
。
何
故

な
ら
運
動
生
活
を
、
有
意
義
に
過
そ
う
と
す
る
人
の
迷
惑

と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
ｐ

運
動
生
活
を
有
意
義
に
過
す
た
め
に
は
早
‐
、
共
通
点
を

見
出
し
、
そ
れ
を
源
と
し
て
和
を
保
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

和

体
育
学
科
二
年

梅
崎

匠珂
■,

也

《

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
和
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
人
と

人
と
が
う
ま
く
結
び
つ
き
、
楽
し
い
規
則
あ
る
正
し
い
生

活
を
送
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
和
と
い

う
こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
新
し
い
友
を
つ

く
れ
ぬ
ば
か
り
か
真
の
友
人
も
う
し
な
う
恐
れ
が
起
る
か

ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
こ
の
時
間
と
い
う
も
の
は
二

度
と
こ
な
い
。
そ
れ
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
に
ば
、
和

を
大
切
に
し
こ
れ
を
潤
滑
油
と
し
て
ス
ム
ウ
ズ
に
今
の
時

間
を
使
う
こ
と
に
あ
る
。
運
動
生
溌
に
お
い
て
こ
れ
が
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
は
互
い
の
練
習
効
果
を
上
昇
さ
せ
、

は
げ
ま
し
と
な
り
、
人
の
力
を
知
り
己
れ
の
力
を
も
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
先
輩

後
輩
の
和
、
学
年
同
志
の
和
、
部
全
体
の
和
、
和
に
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
一
段
の
人
格
成
長
を
見
る
た
め
に
お
互
い

自
分
の
胸
に
聞
い
て
、
も
し
こ
の
中
の
一
つ
の
和
に
で
も

取
り
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
早
く
追
い
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

苦
し
い
事
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
く
早
く
追
い
つ
く
事
に
よ

っ
て
楽
し
み
が
増
え
る
事
を
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
。
し

か
し
こ
の
和
に
は
規
則
と
い
う
も
の
が
あ
る
・
守
り
得
る

事
の
で
き
な
い
者
ほ
何
事
も
成
し
得
な
い
・
彼
等
は
協
力

性
、
調
和
の
あ
る
良
き
ム
ー
ド
を
知
ら
な
い
不
幸
な
人
で

も
あ
る
。
訳
の
分
ら
な
い
事
を
述
べ
た
が
濡
単
に
い
う
な

ら
、
好
き
で
入
っ
た
部
で
あ
る
か
ら
そ
の
部
の
発
展
を
考

－45－



え
る
た
め
に
、
や
ば
り
好
き
で
入
っ
た
我
々
皆
ん
な
が
仲

良
く
話
し
あ
い
、
助
け
あ
っ
て
規
則
あ
る
、
ど
こ
に
も
負

け
な
い
体
操
部
と
し
よ
う
と
い
う
事
で
あ
る
。

う
け
ら
れ
る
。
マ
ッ
ト
の
合
せ
ロ

把
手
を
マ
ッ
ト
の
下
に
入
れ
な
ハ

多
い
・
み
ん
な
で
注
意
し
よ
う
。

毎
日
の
練
習
に
お
い
て
マ
ヅ
ト
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
大
切
な
存
在
で
あ
る
。

マ
ッ
ト
の
並
べ
方
は
真
直
ぐ
に
す
る
こ
と
は
、
美
的
に

も
心
理
的
に
も
大
切
な
こ
と
だ
。
そ
し
て
事
故
防
止
に
万

全
を
期
し
た
い
．

最
近
並
べ
方
に
こ
の
注
意
が
少
し
足
ら
な
い
よ
う
に
み

う
け
ら
れ
る
。
マ
ッ
ト
の
合
せ
目
、
マ
ッ
ト
の
運
搬
用
の

把
手
を
マ
ッ
ト
の
下
に
入
れ
な
い
で
並
べ
て
あ
る
ご
；
と
が

’

マ
ッ
ト
の
並
べ
方『

‐
「
練
習
始
め
煮
す
！
。
」
「
お
願
い
し
ま
す
！
。
」
こ

の
掛
声
と
共
に
私
達
は
走
り
出
す
、
き
ち
ん
と
柿
く
ら
れ

た
器
具
、
真
“
直
に
敷
が
れ
た
マ
ヅ
ト
、
私
は
無
意
識
の
内

に
準
備
運
動
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
静
か
で
あ
る
、

時
計
は
午
后
二
時
四
十
五
分
、
後
二
、
三
分
た
て
ば
一
斉

に
マ
ッ
ト
運
動
に
入
り
、
や
が
て
は
空
中
に
飛
び
上
る
人

々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
こ
そ
私
も
、
思

い
切
っ
て
空
中
に
飛
び
上
り
、
、
下
界
の
一
切
の
こ
と
を
忘

れ
て
ゑ
た
い
、
そ
の
た
め
に
今
、
私
ば
マ
ッ
ト
に
座
り
つ

つ
足
首
を
躯
し
て
い
る
。

準

〆国

二
年
小
松
楯
木

備

－46－



体
操
の
中
に
倖
せ
が

一
年
下
手
真
美
子

劇、

《

大
学
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
入
学
し
た
私
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
自
分
自
身
の
行
動
に
自
信
を
持
っ
て
進
む
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
自
分
の
「
幸
福
」
と
い
う
も
の
が
、
ど

て
に
あ
る
か
も
自
分
に
は
、
わ
か
ら
な
い
。
た
堂
一
つ
へ

私
の
信
念
ほ
へ
『
幸
福
は
自
分
で
捜
し
求
め
る
物
で
、
努

力
し
な
い
で
、
自
分
の
物
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
』
・

と
い
う
一
言
で
あ
る
・

大
学
生
活
も
、
三
年
と
五
ケ
月
と
い
う
長
い
自
分
の
自

由
な
時
間
が
残
っ
て
い
る
・
そ
の
間
に
ど
う
に
か
し
て
私

ば
私
な
り
の
室
福
」
を
掴
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
や
Ⅱ

絶
対
に
掴
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い

る
。
現
在
の
私
に
は
、
体
操
に
於
て
、
「
幸
福
」
を
作
り

出
す
の
も
不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
。
私
は
、
こ
れ
か
ら

ず
っ
と
体
操
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
「
幸
福
」

を
掴
も
う
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
し

て
も
今
の
私
か
ら
体
操
を
取
っ
て
し
ま
え
ば
、
「
幸
福
」

と
い
う
お
城
に
続
く
一
つ
の
道
を
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
様
な

も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
は
き
っ
と
他
の
何
物
を

も
っ
て
「
幸
福
」
を
捜
そ
う
か
と
、
迷
い
つ
堂
け
て
大
切

な
自
分
の
一
生
の
一
部
分
を
、
台
無
に
し
て
し
ま
う
こ
と

－47－

若
人
よ
春
が
来
る

土
を
破
り
貯
え
た
力
の
か
ぎ
り
伸
び
て
行
こ
う
。

私
が
日
本
大
学
の
体
操
部
員
と
し
て
、
練
習
を
始
め
て
か

ら
、
も
う
七
ケ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
七
ヶ
月

の
間
に
、
毎
日
の
練
習
、
そ
し
て
、
叉
大
き
な
試
合
等
を

澱
し
て
、
大
学
の
ク
ラ
ブ
生
涯
に
も
、
や
つ
と
慣
れ
て
来

た
私
で
す
。
時
々
、
慣
れ
す
ぎ
て
、
自
分
の
行
動
の
良
い

悪
い
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
、
来
る
時
が
あ
る
と
思

う
。
だ
が
、
そ
の
行
動
を
反
省
す
る
か
し
な
い
か
で
、
人

間
の
値
打
が
決
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
？
も
ち
ろ
ん
、
私

は
、
常
に
自
分
の
と
っ
た
行
動
を
反
省
し
て
い
る
つ
も
り

だ
け
ど
・
・
・
。
。

．
「
本
当
？
チ
ャ
ボ
」
「
コ
ラ
、
余
分
な
こ
と
は
、
言
わ

な
い
の
僻
」
「
ふ
ふ
ふ
ふ
・
・
・
も
・
今
の
会
話
は
私
事

で
す
か
ら
、
皆
様
は
気
に
な
さ
ら
な
い
で
ネ
」
。



「
垂
福
」
幸
福
と
ば
何
で
あ
る
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な

い
、
だ
け
ど
そ
の
わ
か
ら
な
い
「
幸
福
」
を
捜
し
当
る
た

め
に
、
私
達
は
、
努
力
し
な
い
て
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
早

く
自
分
の
「
幸
一
福
」
を
し
っ
か
り
と
掴
も
う
。

自
分
の
進
む
べ
き
道
を
ば
つ
き
り
、
心
の
中
に
決
め
て

上
勺

お
い
て
、
前
進
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

で
し
よ
う
。

自
分
で
、
自
分
の
小
さ
な
手
で

？
し
っ
か
り
と
「
幸
福
」
を
掴
む
の
だ
。

お
前
は
「
垂
」
を
掴
む
の
だ
、

「
幸
」
ば
、
花
園
か
荒
野
の
中
か
誰
も
し
っ
て
い
な
い
。

P昼

ち
ゃ
ぼ
詩
集
よ
り

私
が
日
本
大
学
に
入
学
し
て
早
や
半
年
も
過
ぎ
、
今
迄

の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
高
枕
生
濡
と
ち
が
い
、
ま

ず
下
宿
の
面
で
色
々
と
今
迄
経
験
し
な
か
っ
た
事
を
経
験

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
半
を
有
意
義
に
禍
ご
し
た
い

と
思
う
。

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
私
の
高
楼
時
代
と
だ
い
だ
い
条
件

が
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
こ
と
、
上

級
生
が
い
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

良
い
点
は
、
男
子
と
‐
一
緒
な
の
で
張
り
合
が
あ
る
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。

女
子
は
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
の
で
お
互
い
に
協
力
し
誰

一
人
と
脱
落
し
な
い
よ
う
に
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と

望
ん
で
い
る
。

細E
J、、、

鷹画風
L

題
一
年
佐
藤
優
子
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練
習
が
終
わ
つ
え
、
帰
勾
の
電
車
の
中
で
、
今
日
ば
バ

ッ
ク
宙
が
良
く
浮
い
た
な
ど
と
思
い
出
す
こ
と
の
で
き
る

時
ば
、
最
高
に
体
操
に
志
し
て
い
る
者
の
楽
し
さ
と
い
う

も
の
を
感
じ
る
。
そ
ん
な
時
ば
、
満
員
電
車
で
あ
っ
て
も

少
し
も
き
つ
い
と
ば
思
わ
な
い
し
、
下
宿
が
遠
い
な
ど
と

も
思
わ
な
い
。
そ
し
て
、
明
日
の
練
習
を
今
日
と
同
じ
よ

う
に
想
像
し
て
、
楽
し
い
期
待
が
か
げ
ら
れ
る
ｐ
毎
日
が

こ
の
よ
う
な
日
の
連
続
で
あ
っ
た
ら
、
私
の
口
か
ら
憂
う

つ
と
い
う
言
葉
は
出
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
毎
日

毎
日
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
現
に
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
え
っ
て
み
て
も
、
楽
し
く
な
い
日
ば
少
な
く

「
今
日
の
練
習
ば
何
の
収
穫
も
な
か
っ
た
。
」
私
に
収

穫
が
な
く
て
も
、
Ａ
さ
ん
ば
ス
ワ
ン
が
昨
日
よ
り
浮
い
た
。

Ｂ
さ
ん
は
ガ
ン
ヅ
が
良
か
っ
た
ｄ
こ
れ
で
、
私
は
憂
う
つ

零
な
か
っ
た
。 明

日
に
望
み
を

一
年
海
谷
美
代
子

句

に
な
ら
な
く
て
良
い
の
で
す
。

今
日
の
練
習
に
お
い
て
望
一
み
が
か
な
え
ら
れ
な
く
て
も
、

誰
か
が
そ
れ
を
か
な
え
て
い
ま
す
。
私
は
今
日
の
望
み
を

ま
た
明
日
に
か
け
直
し
て
頑
張
り
ま
す
。

数
十
名
が
体
操
部
と
い
う
一
つ
の
名
を
な
し
て
、
一
緒

に
練
習
に
は
げ
ん
で
、
毎
日
誰
か
が
．
進
歩
の
程
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
豆
を
一
個
の
な
べ
に
入
れ
て
火
に
か

け
る
と
、
小
さ
な
豆
は
早
く
煮
え
ま
す
が
、
大
き
な
豆
だ

っ
て
時
間
を
か
け
て
気
長
に
煮
れ
ば
、
や
が
て
柔
か
く
な

り
ま
す
。

、

へ
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私
は
、
高
楼
時
代
と
少
し
も
変
ら
ず
、
体
操
を
や
っ
て

い
ま
す
。
た
堂
住
ん
で
い
る
場
所
が
違
う
だ
け
で
す
．
）

高
校
時
代
、
Ｆ
さ
ん
ば
水
泳
、
私
は
体
操
と
種
目
こ
そ

違
っ
て
も
目
標
は
同
じ
で
し
た
ね
。
い
つ
も
試
合
に
ぱ
、

応
援
に
来
て
下
さ
り
つ
ぎ
の
日
ば
か
な
ら
ず
手
厳
し
い
批

評
を
し
て
下
さ
る
あ
な
た
を
、
ｐ
で
ば
に
く
ら
し
い
と
言

っ
て
も
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
し
た
・

二
人
共
々
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
出
来
ず
、
よ
し
今

度
こ
そ
は
と
、
国
体
を
目
ざ
し
て
練
習
し
ま
し
た
が
、
ま

た
二
人
と
も
行
け
ず
、
く
や
し
が
っ
た
の
も
も
う
一
年
も

前
の
話
で
す
ね
。
大
学
も
違
睡
種
目
も
違
い
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
意
見
を
言
い
会
え
る
友
を
持
っ
た
こ
と

大
学
生
活
に
も
慣
れ
、
自
動
車
ク
ラ
ブ
で
一
一

る
と
の
こ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
》
。

Ｆ
さ
ん
、
お
手
紙
あ
り
が
と
う
・

大
学
生
活
に
も
慣
れ
、
自
動
車
ク
ラ
ブ
で
頑
張
っ
て
お

友
へ
の
便
り

一

年

吉
『

川

公
子

は
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

「
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
て
冊
こ
と
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
、
全
て
に
お
い
て
言
え
る
こ
と
で
す
ね
。
十
一
月
に

ば
、
う
り
Ｉ
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

よ
き
成
績
お
待
ち
し
ま
す
。
私
の
方
も
十
一
月
に
は
、

全
日
本
選
手
権
大
会
が
あ
り
ま
す
・

お
互
に
頑
張
り
ま
し
よ
う
。
で
は
ま
た
。

（
Ｌ
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一
年
、
宮
川
本
：
子

大
学
生
活
も
半
年
が
す
ぎ
今
ま
で
の
私
の
周
囲
ば
い
つ

も
何
ら
か
の
行
事
に
お
種
わ
れ
、
そ
れ
ら
雌
プ
ラ
ス
に
も

な
り
マ
イ
ナ
ス
に
も
な
っ
た
。

‐
一
日
の
生
活
が
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
時
間
を
賛
い
や
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
で
も
そ
れ
で
私
ば
不
平
を
い
お

う
と
は
思
わ
な
い
・
今
の
私
か
ら
体
操
を
と
っ
た
ら
何
が

残
る
だ
ろ
う
か
？
最
初
は
辛
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
今

ま
で
の
高
林
の
時
と
全
く
違
っ
た
練
習
方
法
、
こ
れ
で
は

た
し
て
つ
い
て
い
け
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
辛
さ
も

先
輩
達
の
励
み
の
言
葉
で
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
先
日

出
発
し
た
達
藤
先
生
・
早
田
さ
ん
。
渋
答
さ
ん
を
見
送
る

に
あ
た
っ
て
、
選
手
一
行
の
顔
に
は
希
望
の
輝
き
と
自
然

が
、
主
た
見
送
る
人
々
の
顔
に
も
誇
り
と
期
待
が
、
こ
の

場
面
を
み
て
最
高
の
フ
ァ
イ
ト
が
わ
い
て
く
る
の
を
禁
じ

得
な
か
っ
た
。
特
に
今
回
の
日
。
ソ
対
抗
に
ば
新
人
が
多

〃

「
羽
田
空
港
で
の
見
送
り
」

へ

く
連
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の

感
激
の
気
持
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
一
生
県
命
頑
張
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
部
連
絡

学
連
委
員

総
務

副
総
務

主
将

副
主
・
将

、
″
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
、
〃
Ｌ
、
●
β
Ⅲ
、
グ
リ
、
、
グ
ー
、
Ｊ
１
、
白
〃
Ｉ
、
〃
ｒ
Ｅ
Ｊ
～
、
〃
Ｌ
Ⅵ
刀
画
、
１
Ｊ
Ｌ
１
Ｆ
ｒ
、
§
〃
ｔ
、
Ｊ
Ｌ
１
Ｊ
Ｌ
、
Ｊ
１
、
ｆ
Ｋ
ｂ
″
Ｌ
別
〃
Ｉ

新
役
員

へ

古稲貝一磯鶴小志平小金山

賀垣 増 田 部 見 松 賀 野栗子中
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川
流
れ
て
月
流
れ
ず

一
年
．
小
笠
原
光
子

つ
め
る
。
川
の
水
は
今
日
も
流
れ
て
い
た
。
昨
日
と
変
わ

ら
ず
に
。
・
・
・
そ
し
て
又
明
日
も
流
れ
る
！
だ
が
そ
の

川
の
水
に
映
っ
て
い
る
月
ば
流
れ
な
い
！

ふ
と
我
に
か
え
っ
た
。
時
計
は
七
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
・

川
の
水
は
流
れ
、
、
そ
の
水
に
う
つ
る
月
ば
流
れ
な
い
。
田

舎
に
い
た
頃
、
私
は
よ
く
考
え
た
も
の
だ
っ
た
。

今
と
の
夢
の
中
に
私
ば
か
っ
て
の
月
の
教
え
を
見
い
出

し
た
の
で
あ
る
！
大
学
生
浄
に
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
生
活
と

言
う
も
の
に
慣
れ
て
き
た
私
は
、
今
日
の
今
日
ま
で
こ
の

教
え
を
忘
れ
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ⅱ
川
流
れ
て
月
流

れ
ず
‐

私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
目
標
叉
は
目
的
を
も
っ
て
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
。
入
部
軍
々
に
は
他
人
が
ど
う
あ
っ

て
も
、
自
分
は
こ
う
し
て
進
む
の
だ
！
そ
し
て
一
・
路
に
！

と
心
に
ち
か
う
。
と
こ
ろ
が
今
に
な
っ
て
ク
ラ
ブ
生
活
に

も
な
れ
て
く
る
と
目
標
ど
こ
ろ
か
他
人
に
さ
そ
わ
れ
る
ま

淫
に
つ
い
行
動
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
人

荘
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

自
分
の
周
囲
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
又
ど
の
よ
う
に
変
わ

ろ
う
と
も
自
分
に
ば
自
分
の
見
い
だ
し
た
正
し
い
道
溌
あ

《

－52－

「
た
だ
い
主
！
」
今
日
一
日
の
練
習
も
終
っ
て
、
我
が

家
に
た
ど
り
つ
く
。
練
習
中
そ
ん
な
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
疲
れ
が
二
倍
に
も
な
っ
た
よ
う
な
気
持
で
そ
の
ま
ま
部

屋
に
襟
に
な
る
。
涼
し
さ
が
身
に
し
ゑ
て
感
じ
ら
れ
る
十

月
！
も
う
秋
な
の
だ
。
！
ふ
と
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
ひ

ね
る
。
い
つ
の
間
に
か
私
ば
ラ
ジ
オ
の
メ
ロ
デ
ー
に
引
き

込
ま
れ
て
い
だ
の
だ
っ
た
ｑ

満
々
と
水
を
た
た
髭
て
流
れ
る
小
川
に
月
が
く
っ
き
り

と
う
か
ん
で
い
る
。
そ
し
て
あ
た
り
は
一
面
の
田
ん
ぼ
．
！

そ
の
間
に
細
く
、
長
く
幾
蕪
り
も
の
道
が
続
い
て
い
る
。

稲
穂
を
積
ん
だ
馬
軍
が
、
ガ
ラ
ン
ゴ
ロ
ン
と
い
さ
ぎ
よ
い
音

を
た
て
て
夕
月
の
田
ん
ぽ
道
を
急
ぐ
。
・
・
風
私
は

サ
イ
ン
帳
を
片
手
に
小
川
へ
歩
を
運
ぶ
の
で
あ
る
・
道
ば

た
の
草
が
夜
つ
ゆ
に
鱒
れ
、
月
の
光
で
い
っ
そ
う
輝
い
て

い
る
。
川
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
腰
を
お
ろ
し
て
水
を
見

一
１
ｋ



《

る
の
で
あ
る
。
Ⅲ
正
し
き
道
、
自
分
の
信
ず
る
道
を
一
路

に
、
月
は
教
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ⅲ
強
い
忍
耐
を

も
っ
て
‐
と
。
い
き
お
い
よ
く
流
れ
る
川
に
月
ば
今
円
亨
も

映
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
達
ば
ｉ
池
に
映
る
月
‐

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
た
し
か
に
池
に
映
る
月

は
美
し
い
。
だ
が
人
間
ば
美
し
い
だ
け
で
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
ば
進
歩
；
も
向
上
も
見
ら
れ
な
い
外
見
だ
け
の
美
し
さ

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

東
京
の
空
の
月
ば
今
夜
も
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
遠
い

田
舎
の
思
い
出
の
川
に
は
今
夜
も
あ
の
澄
ん
だ
月
が
く
っ

き
り
と
う
か
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
川
の
水
ば
流
れ

て
も
、
そ
の
川
に
映
る
月
は
流
れ
な
い
の
で
あ
る
。
今

夜
も
、
聯
そ
の
次
の
夜
も
、
叉
そ
の
次
の
夜
も
！

何
ん
と
な
く
家
路
に
む
か
う
我
が
足
の

重
き
．
を
ぞ
知
る
秋
の
夕
く
れ
１
．

夕
や
け
を
遠
く
近
く
に
飛
ぶ
烏
は

何
を
求
め
む
小
さ
き
胸
に
！

〃

藤
田

日
大
入
学
、
そ
し
て
た
だ
夢
中
で
や
っ
た
。
余
り
に
も

忙
し
か
っ
た
。
春
の
合
宿
、
新
人
戦
、
夏
の
合
宿
イ
ン
ヵ

レ
と
新
人
で
あ
る
私
に
ば
余
り
に
も
試
合
に
追
わ
れ
す
ぎ

「
自
分
の
練
習
」
が
出
来
な
か
っ
た
。
出
来
れ
ば
一
、
二

年
間
は
基
礎
体
力
作
り
と
い
ろ
い
ろ
の
技
の
習
得
（
マ
ス

タ
ー
）
に
専
念
し
た
か
っ
た
。
し
か
し
体
操
を
や
る
か
ぎ

り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
試
合
に
出
る
こ
と
が
一
つ
の
希
望

で
も
あ
っ
た
私
は
そ
の
点
、
新
人
の
時
か
ら
試
合
に
出
し

て
い
た
だ
い
て
恵
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
な

時
高
校
時
代
の
体
操
の
恩
師
の
云
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

「
君
達
の
体
は
自
分
の
体
で
は
な
い
」
・
こ
の
言
葉
を
思

い
だ
す
た
び
に
自
分
が
今
主
で
体
操
部
の
た
め
に
余
り
に

も
鼠
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
自
分
の
こ
と
ば
か
り
、
自
分

の
良
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
こ
と
に
気
が
（
一
く
。
こ

う
見
る
と
新
人
時
代
ば
思
い
残
す
｜
こ
と
ば
か
り
、
し
か
し

新
人
か
ら
の
脱
皮

r、
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未
熟
で
ば
あ
っ
た
が
試
合
に
は
出
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
何

か
を
得
た
ほ
ず
で
あ
る
。
新
人
審
査
会
、
こ
れ
を
機
会
に

「
新
人
」
と
い
う
言
葉
か
ら
気
持
も
叉
技
も
脱
皮
し
な
け

れ
ば
と
心
機
一
転
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な

る
か
も
私
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
魂
ば
あ
こ
が
れ
の
日

大
体
操
部
員
に
な
っ
た
。
そ
し
て
立
派
な
先
輩
も
い
る
。

上
級
生
も
皆
な
立
派
な
人
格
者
で
あ
る
。
良
い
設
備
も
あ

る
。
不
足
は
な
に
も
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
中
、

日
大
体
操
部
の
た
め
、
易
し
て
私
ば
承
な
り
に
自
分
の
長

所
を
生
か
し
、
短
所
を
研
究
し
、
努
力
と
忍
耐
を
モ
ッ
ト

ー
に
す
こ
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
、
し
っ
か
り
と
進
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『、

三
月
十
五
日
§
故
郷
紀
州
の
田
辺
の
山
河
に
別
れ
を
告

げ
て
上
京
し
そ
の
日
か
ら
練
習
に
蕃
加
し
た
。
そ
の
日
の

矛
一
印
象
と
し
て
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
ば
、
練
習
ほ
き

つ
い
と
い
う
こ
と
と
皆
ん
な
が
上
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
僕
は
一
生
県
命
に
練
習
し
た
、
く
る
日
も
く

る
日
も
休
み
な
く
や
っ
た
。
し
か
し
一
向
に
上
達
し
た
様

子
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
・

春
の
合
宿
は
慌
し
い
苦
し
い
合
宿
で
あ
っ
た
が
無
事
終

り
《
入
学
式
も
済
み
晶
妄
段
と
練
習
に
活
気
が
感
じ
ら
れ

た
。
．
、

四
月
二
十
二
日
に
新
人
戦
の
選
考
会
が
あ
り
、
十
名
の

選
手
の
中
に
数
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
な
感
激
で
あ
っ
た
。

新
人
戦
は
普
段
の
実
力
の
な
さ
か
ら
成
積
が
悪
く
散
散
で

あ
っ
た
。
申
訳
な
い
。

水
泳
実
習
、
自
分
と
し
て
は
新
人
戦
終
了
に
大
い
に

《
Ｌ

＞

二

れ

力、

ら
だ一

年
砂
野
、
泰
男

ゲ
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F、

入
部
し
て
か
ら
早
く
も
一
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

現
在
、
自
分
の
事
で
気
の
つ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
よ
う
・

そ
れ
は
「
慣
れ
る
と
言
う
こ
と
は
本
当
に
恐
し
い
こ
と
だ
・

と
思
っ
た
。
そ
れ
が
証
拠
に
入
部
仙
当
時
の
事
を
考
え
元
み

よ
う
。
上
級
生
に
用
事
を
言
わ
れ
て
も
そ
の
事
が
む
し
ろ

光
栄
の
様
に
感
じ
て
返
事
も
す
ぐ
に
冊
ハ
イ
ー
と
、
又
掃

除
に
お
い
て
も
、
マ
ッ
ト
を
運
ぶ
に
も
あ
の
頃
は
上
級
生

に
対
し
て
の
返
事
も
す
こ
ぶ
る
力
が
入
っ
て
お
り
、
少
な

く
と
も
新
鮮
味
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
月
日
が
経
つ

に
つ
れ
て
、
ど
う
だ
ろ
う
。
返
事
ば
も
と
よ
り
、
態
度
も

変
っ
て
い
た
。
種
目
を
移
る
場
合
に
も
入
部
当
時
は
挨
拶

も
丁
寧
に
や
っ
て
い
た
の
が
慣
れ
て
く
る
に
従
っ
て
頭
の

下
げ
具
合
も
だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
声
も
小
さ
く
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
ば
上
級
生
に
慣
れ
て
来
て
い
る
の
で
何
か
上
級

生
と
親
友
同
志
の
様
な
気
持
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
つ

雑
感

F可

一
年
江
川
征
四
郎

日
玲
■
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気
合
を
入
れ
、
調
子
を
上
げ
て
お
っ
た
時
だ
っ
た
だ
け
に

こ
の
水
泳
実
習
は
痛
か
っ
た
。
早
朝
、
ザ
リ
ャ
ー
ッ
カ
、

補
強
等
を
や
っ
て
お
っ
た
が
帰
京
後
器
械
に
触
っ
て
も
な

に
も
出
来
な
か
っ
た
の
に
蟻
ろ
い
た
ｐ
ｊ

夏
の
合
宿
、
こ
こ
で
僕
が
「
山
谷
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ

Ｉ
ム
が
つ
け
ら
れ
た
。
薄
き
た
な
い
ス
タ
イ
ル
を
し
て
居

っ
た
の
で
サ
ン
ャ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
流
行
を
作
っ
た
。
夏

休
み
に
入
り
、
夏
季
合
宿
を
青
森
で
行
な
う
こ
と
を
知
り
、

僕
は
こ
ん
ど
こ
そ
ば
と
の
決
心
に
燃
え
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
に

励
ん
だ
。
合
宿
で
も
人
一
倍
練
習
し
力
も
だ
い
ぶ
つ
き
、

こ
れ
な
ら
ば
国
体
予
選
に
郷
里
か
ら
で
ら
れ
る
と
思
っ
て

居
つ
た
に
も
か
上
わ
ら
ず
、
帰
っ
た
と
た
ん
に
集
団
中
毒

に
か
上
り
、
無
理
を
し
て
国
体
予
選
に
出
場
し
肩
を
痛
め

て
し
ま
っ
た
。
泣
き
つ
ら
に
蜂
と
は
こ
の
こ
と
か
と
自
分

自
身
悔
ん
だ
。
先
日
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
ガ
ン
ッ
の
練
習
を

し
て
足
首
を
捻
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
調
子
が
で
か
坐
っ
て

く
る
と
ど
こ
か
し
ら
怪
我
を
し
成
長
を
さ
ま
た
げ
る
。
ま

だ
ま
だ
力
が
不
足
な
ん
だ
、
今
後
と
も
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
し
大
い
に
頑
張
り
た
い
。
・
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私
が
。
体
操
部
に
入
っ
た
の
ば
こ
の
四
月
で
、
早
く
も
半

年
の
幾
月
が
渦
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
半

年
を
振
り
か
え
つ
ヱ
見
る
と
商
等
学
赫
時
代
と
は
ぜ
ん
ぜ

ん
違
一
》
た
環
境
な
の
で
始
め
は
な
か
な
か
部
の
生
涯
に
な

じ
め
な
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
自
分
が
思
っ
て
い
た
と

《
部
■

こ
み
一
の
半
分
も
満
足
に
出
来
な
・
か
つ
た
。
し
か
し
こ
の
ご

凸
Ｂ
妃
“
。
０
ら

ろ
で
は
だ
い
ぶ
部
の
生
濫
に
も
馴
れ
て
来
た
の
で
こ
れ
か

ら
ば
少
し
ず
つ
自
分
の
調
子
を
考
え
た
上
で
練
習
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
話
ば
変
り
ま
す
が
、
今
私
が
練

習
で
一
番
問
題
に
な
る
の
は
練
雷
日
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

ば
今
日
主
で
い
つ
も
水
曜
日
ば
か
り
が
自
由
練
習
の
日
に

な
っ
て
い
ま
す
が
私
は
家
が
遠
い
せ
い
か
日
曜
日
ど
言
う

と
ど
う
も
憶
妨
に
た
り
が
ち
な
時
が
多
い
も
の
で
す
か
ら

自
然
と
練
習
に
も
身
が
入
ら
な
く
な
り
が
ち
に
な
る
Ｐ
そ

れ
と
言
う
の
も
普
段
朝
が
早
い
の
で
た
主
の
日
曜
日
に
は

私
の
願
い

一
年
：
船
越
龍
．
雄

←

て
自
分
で
ば
丁
寧
に
挨
拶
し
て
い
る
積
り
で
も
心
の
底
に

は
「
上
級
生
と
ば
親
友
同
志
の
関
係
に
あ
る
ん
だ
」
と
言

う
気
持
が
残
っ
て
い
る
の
で
つ
い
挨
拶
も
形
式
的
な
も
の

に
な
る
と
思
う
。
そ
れ
故
に
練
習
時
に
於
て
は
個
人
個
人

自
己
を
中
心
に
励
め
ば
良
い
と
思
う
。
こ
れ
ば
別
に
誰
と

も
話
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
上
級
生
、
下

級
生
を
問
わ
ず
い
つ
も
入
部
当
時
の
よ
う
に
新
鮮
な
気
持

で
練
習
す
れ
ば
良
い
と
思
う
。



て
漏
り
ま
す
。
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一
年
岩
沢
稔

四
月
日
大
体
操
部
へ
・
新
人
と
し
て
入
部
し
て
い
ら
い
七

ケ
月
の
短
か
い
期
間
を
振
返
っ
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
筈
し
か
っ
た
こ
と
が
か
ぞ
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。

今
ペ
ン
を
と
っ
て
考
え
て
い
る
と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
も
、

く
や
し
か
っ
た
こ
と
も
急
な
楽
し
い
思
い
出
と
変
わ
っ
て

い
る
。
僕
は
高
核
時
代
か
ら
大
学
生
と
と
も
に
練
習
し
て

き
た
か
ら
高
校
時
代
と
あ
ま
り
変
わ
っ
た
気
持
は
持
た
な

か
っ
た
。
し
か
し
全
．
然
ち
が
わ
な
い
と
ば
い
え
な
い
。
そ

れ
は
大
人
と
し
て
の
考
え
を
も
っ
て
練
習
す
る
と
い
う
事

が
心
の
底
に
根
を
お
ろ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
高
校
時
代
ば

遊
び
だ
け
ば
一
人
前
以
上
で
あ
っ
た
。
入
部
当
時
は
み
な

さ
ん
に
ば
わ
か
ら
な
い
ぽ
ど
の
苦
し
み
も
あ
っ
た
が
そ
れ

も
今
と
な
っ
て
ば
だ
い
ぶ
消
化
さ
れ
、
友
達
も
僕
の
体
操

へ
の
関
心
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
最
近
で
ば
誘
わ
な
く
な

っ
た
。

体
操
へ
の
愛
着

IF詞

ゆ
っ
く
り
と
寝
て
い
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
で
す
の
で

時
に
は
日
曜
日
な
ど
を
自
由
練
習
の
日
に
し
て
く
れ
れ
ば

練
習
に
も
お
の
ず
か
ら
身
が
入
る
の
で
ば
な
い
か
と
恩
つ
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僕
は
体
操
を
ば
じ
め
て
か
ら
四
年
近
く
も
な
る
が
、
こ
・

れ
玄
で
一
度
も
体
操
を
や
っ
て
い
る
こ
と
に
後
悔
を
感
じ

た
こ
と
ば
な
い
。
む
し
ろ
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
方
が
．

多
い
。
し
か
し
何
度
か
体
操
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

は
少
な
く
ば
な
い
。
な
ぜ
上
手
で
な
い
僕
が
長
く
体
操
を

や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
れ
ば
社
会
生
活
の
根
底
を
な

す
礼
儀
を
こ
の
体
操
か
ら
学
べ
る
か
ら
だ
。
よ
く
人
か
ら
〆

言
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
君
ば
良
く
挨
拶
を
す
る
」
と

か
目
上
の
人
に
ば
丁
寧
な
言
葉
を
使
夙
と
い
っ
て
誉
め
ら

れ
る
が
結
局
こ
れ
ば
体
操
生
活
の
中
か
５
隠
見
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
つ
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在

日
大
の
体
操
部
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
ー
ー
チ
ワ
」
と

い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
コ
ン
チ
ワ
」
と
「
一
こ

を
抜
か
し
た
り
「
チ
ワ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
れ
で
は
ま

る
で
、
八
百
屋
の
得
意
回
り
の
よ
う
で
な
ん
と
も
気
分
が

体
操
競
技
と
社
会
生
活

『

一
年
貝
増
隆
司

体
操
を
何
度
や
め
よ
う
と
し
た
か
分
ら
な
い
。
そ
の
た

び
に
考
え
現
在
で
ば
も
う
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
、
僕
の
生
涯
か
ら
体
操
を
除
い
た
ら
な
に
も
の
こ
ら
な

い
。
体
操
が
僕
の
生
き
が
い
で
あ
る
。
体
操
を
や
っ
て
い

る
時
は
何
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
。



／

六
月
初
め
入
部
し
、
龍
壷
感
じ
た
こ
と
は
、
高
校
時
代

の
想
像
に
反
し
て
縄
民
主
的
で
あ
り
、
皆
が
教
え
あ
い
、

ま
た
聞
き
あ
っ
て
自
主
的
に
個
人
”
個
人
の
向
上
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
自
分
を
大
変
宴
ろ

こ
ば
ぜ
た
。
し
か
Ｕ
大
牽
学
に
入
っ
て
初
め
た
体
操
だ
っ
た

だ
け
に
希
望
ば
大
き
か
つ
だ
が
、
何
を
ど
う
し
て
い
い
の

か
全
く
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
少
し
わ
か
り
か
け
て
く

る
と
》
七
の
む
づ
か
し
さ
も
、
何
倍
が
の
大
き
さ
で
自
分
に

つ
た
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
未
完
成
な
が
ら
も
一
つ
の
技

が
何
回
も
何
回
も
失
敗
し
て
体
に
誤
っ
て
理
解
出
来
た
と

き
ば
、
何
物
に
も
か
え
が
た
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
次
の
技
に
対
す
る
希
望
も
わ
い
て
き
た
。
し
か
し
一

た
び
他
の
部
員
を
ふ
り
返
っ
て
見
、
自
分
と
ま
る
で
天
と

地
の
差
の
あ
る
の
を
見
る
時
、
谷
底
へ
た
た
き
落
と
さ
れ

た
よ
う
な
気
持
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
そ
の
差
の
あ
る

《

体
操
部
に
よ
せ
る
雑
感

一
年
増
田
Ⅷ
国

利
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《

悪
い
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
日
大
体
操
部
だ
け
の
す
ば
ら
し

い
言
葉
、
挨
拶
の
仕
方
ば
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
生

や
知
人
に
会
っ
て
も
自
然
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出
る
の
は

聞
く
人
に
と
っ
て
い
や
で
あ
る
と
思
う
。
体
操
が
社
会
生

活
に
遍
じ
て
い
る
と
い
っ
た
が
。
《
そ
れ
ば
他
に
も
言
え
る

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
練
習
中
怪
我
を
し
た
と
す
る
と
、

こ
れ
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
く
こ
と
は
普
漂
の
生
溌
に
拳
い

て
も
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
会
っ
て
も
立
ち
直
る
こ
と
が
出

来
る
人
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
渦
ぎ
で
は
洗
い
と
思
う
・

だ
か
ら
僕
嫁
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
四
年
間
体
操
を
捨

て
ず
続
け
て
い
き
た
い
。
別
な
こ
と
で
あ
る
が
部
の
雰
囲

気
に
も
う
少
し
親
密
性
を
増
し
て
も
い
い
と
思
う
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
機
会
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
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体
操
部
に
入
部
し
て
早
く
も
六
ヶ
月
に
も
な
り
、
よ
う

や
く
体
操
部
の
雰
囲
気
、
練
習
に
も
な
れ
て
き
た
今
日
此

頃
、
自
分
と
し
て
も
や
る
気
が
起
き
て
来
ま
し
た
。
大
学

で
の
ク
ラ
ブ
生
活
ば
高
赫
の
時
と
相
当
に
違
う
こ
と
に
ま

ず
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
先
輩
に
対
し
て
の
礼
、
大
勢
の

部
員
、
器
具
設
備
が
大
変
良
く
と
と
の
っ
て
い
る
こ
と
等

々
、
私
自
身
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
練
習
出
来
る
と

い
う
こ
と
ば
本
当
に
幸
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
な
に
か
し

ら
こ
の
ク
ラ
ブ
生
涯
に
疑
・
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

先
輩
誌
兄
が
後
輩
に
対
し
て
積
極
的
に
指
導
し
て
く
れ
ぬ

と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
こ
と
ば
何
か
し
ら
自
己
本
位

、
の
練
習
に
な
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
淑
凝
思

い
ま
す
。
出
来
る
な
ら
積
極
的
に
指
導
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
お
り
霞
す
。
ま
た
私
が
今
生
活
し
て
い
る
所
ば

北
海
寮
と
い
う
寮
生
百
十
余
人
も
い
る
大
所
帯
で
す
。

《

体
操
部
と
寮
生
活朝

比
奈
喬

の
が
当
り
前
で
な
か
っ
た
ら
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
と
思

う
時
、
今
後
は
自
分
の
出
来
る
範
囲
努
力
し
、
少
し
で
も

皆
に
お
い
つ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。



，
一
年
〆
圭
耳
川
隆
三
・

私
と
し
て
ば
、
今
ま
で
余
り
練
習
に
も
参
加
せ
ず
練
習

版
。
Ｌ
」
。

な
だ
に
つ
い
て
述
べ
る
だ
け
の
価
値
ば
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
に
参
加
し
て
思
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
・

主
ず
最
初
に
時
間
を
か
げ
て
練
習
す
る
と
い
う
事
は
良
い

の
で
す
が
、
そ
れ
が
、
余
り
に
も
今
ま
で
の
状
態
か
ら
見

る
と
、
少
し
長
す
ぎ
る
の
で
ば
な
い
か
と
思
う
。
部
員
が

多
い
ゆ
え
、
な
お
さ
ら
こ
の
練
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
考

慮
す
る
余
値
が
あ
る
と
思
う
。
「
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
を
作

零
口

っ
て
、
機
械
へ
移
動
を
す
る
と
か
」
、
一
例
を
上
げ
て
見

れ
ば
こ
ん
な
方
法
も
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
よ
り
能
率
的

よ
ち
有
効
に
練
習
し
よ
う
で
は
あ
り
主
せ
ん
か
。

壷
た
話
は
変
り
左
す
が
、
先
輩
達
が
、
経
験
じ
て
得
た

技
を
忍
た
ち
未
熟
な
る
部
員
に
説
明
書
な
だ
を
書
い
て
発

行
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
主
す
。
そ
の
説
明
書
で

す
が
、
「
例
え
ば
、
平
行
棒
の
飛
び
出
し
宙
返
り
は
、
最

練
習
に
つ
い
て

r可
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所
が
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
体

操
部
も
一
個
の
団
体
生
活
で
あ
り
、
私
の
住
ん
で
い
る
寮

も
団
体
生
活
な
の
で
す
。
部
に
は
部
の
規
副
が
あ
り
、
寮

に
ば
寮
の
規
則
が
あ
り
ま
す
が
、
私
と
し
て
一
番
困
実
る

の
は
、
こ
の
両
方
の
規
則
が
応
々
に
し
て
ぶ
つ
か
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
寮
の
夕
食
ば
七
時
半
簿
で
、
練

習
が
終
る
の
が
五
時
半
頃
で
後
か
た
づ
け
や
掃
除
な
咳
‐
で

体
育
館
を
出
る
の
が
六
膳
渦
ぎ
に
な
り
寮
に
つ
く
の
ば
七

時
半
ぎ
り
ぎ
り
で
夕
食
の
食
べ
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
主
し
た
。

ま
た
寮
で
は
、
琴
と
秋
に
寮
の
体
育
大
会
が
行
な
わ
れ
寮

生
全
員
参
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
事
ば
練

習
を
休
む
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
以
上
の
よ

う
な
訳
で
練
習
を
休
む
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
点
は
体

操
部
の
先
輩
諸
・
兄
の
暖
か
い
ご
配
震
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



「

僕
ば
大
学
へ
入
っ
て
か
ら
体
操
を
始
め
を
し
た
の
で
、

部
生
涯
の
あ
り
か
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
あ
空
り
良
く

・
〆

わ
か
り
菜
せ
ん
が
、
、
体
操
部
へ
入
っ
て
感
じ
た
こ
と
ば
、

初
め
て
練
習
に
出
た
時
に
、
み
ん
な
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
す
ご
が
っ
た
の
で
鶴
狂
き
主
し
た
。
つ
ぎ
に
気
が
つ
い
・
た

こ
と
は
、
上
級
生
と
下
級
生
と
の
間
が
う
主
く
い
っ
て
い

る
様
に
恩
わ
れ
主
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
番
に
こ
主
つ
た
こ

と
は
、
上
級
生
め
学
年
区
別
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

練
習
の
方
法
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
初
め
て
の
経

験
で
あ
っ
た
関
係
も
あ
り
、
マ
ヅ
ト
運
動
一
つ
を
と
っ
て

も
み
ん
な
が
う
ま
く
出
来
て
、
僕
が
出
来
な
い
の
で
、
〃

う
も
僕
が
や
っ
て
い
る
と
邪
魔
に
な
ら
な
い
か
と
思
っ
て

気
が
引
け
て
あ
ま
り
練
習
を
や
る
こ
と
が
で
き
主
せ
ん
・

マ
ッ
ト
を
三
本
も
使
用
す
る
ん
だ
か
ら
、
う
ま
く
出
来
る

人
と
、
そ
う
で
な
い
人
と
が
別
々
の
マ
ッ
ト
で
練
習
す
る

《
１
ｋ

新
人一

年
内
藤
敏
夫
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初
は
。
。
。
。
。
方
法
か
ら
練
習
し
、
。
・
・
の
方
法
を

字
て
技
を
収
得
し
た
と
か
」
、
こ
の
よ
う
な
要
領
で
す
。

そ
し
て
洞
た
ち
ほ
そ
れ
を
手
本
と
し
て
参
考
と
し
て
、
次

か
ら
次
へ
と
技
を
収
得
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
空

す
。
虫
が
良
い
話
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
乳
た
ち
未
熟

者
に
と
っ
て
は
、
傭
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン
ト
が
必
要

な
重
要
な
時
期
だ
と
思
う
の
で
す
。
虫
の
良
い
事
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
・
萱
た

私
自
身
も
気
分
ぞ
新
た
に
し
、
今
籍
ば
、
日
夜
体
操
に
励

む
と
共
に
皆
様
の
良
き
指
導
を
御
願
い
致
し
交
す
。



今

様
に
分
け
て
あ
っ
た
ら
ナ
ー
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。

他
の
種
目
に
つ
い
て
こ
ま
っ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
糠
目
へ

大
勢
が
か
ち
あ
っ
て
し
ま
っ
て
、
う
ま
く
練
習
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

半
年
も
す
ぎ
、
も
ま
れ
も
ま
れ
て
少
し
づ
上
枝
を
お
ぼ

え
て
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
最
近
は
僕
ぱ
僕
な
り
に
体
操

が
お
も
し
ろ
く
感
じ
て
い
ま
す
や
、

凸
〃
ｑ

Ｔ
》
二
》

／、

：
大
学
の
体
操
部
に
入
っ
て
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
部
員

が
大
勢
お
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
勢
で
練
習
を
し
て
い
る

せ
い
か
一
・
日
休
ん
で
も
目
立
な
い
。
無
断
で
休
む
こ
と
ば

悪
い
こ
と
だ
が
、
そ
う
い
う
点
で
は
気
楽
な
面
も
あ
る
。

従
っ
て
真
面
目
に
練
習
を
や
っ
て
い
る
人
と
、
サ
ボ
っ
て

い
る
人
と
で
ほ
、
一
年
間
に
実
力
の
善
が
相
当
違
っ
て
く

る
と
思
う
。
僕
ば
入
部
し
た
当
時
は
大
変
に
辛
ら
か
つ
た

高
械
と
大
学
と
の
差
が
相
当
あ
る
声
」
と
を
感
じ
た
。
し
か

し
夏
休
み
の
前
項
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
余
り
辛
ら
い

と
は
思
わ
な
く
な
っ
た
が
、
少
し
気
を
ゆ
る
め
る
と
非
常

い
ぶ
唾
虫
訓
一
血
寺

ｊ
；
‐
：
Ｉ
蛾
率
ｉ

、
：
〃
ｆ
Ｉ
Ａ
Ｉ

シ

ー

Pｰ可

や

一
年
石
田

ヤク

、一一、－〆･僅当．．I、

雌
納Ii
l．‘i
､0

1．

1

、

/〈
礼

Ｉ
一

〃
一
オヘ

ミ

〃
〆

『
こ

三

イ
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に
こ
た
え
る
。
強
い
体
力
と
意
志
を
吟

派
な
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
主
す
。

強
い
体
力
と
意
志
を
作
り
一
日
も
早
く
立

一
年
大
島
勇

鈴

1

戸 Ｌ
、
。
’
７
口
。
。
‐

最
初
日
大
体
操
部
に
入
っ
て
感
じ
た
こ
と
ば
、
自
分
よ

り
皆
う
ま
い
の
で
、
や
る
の
が
は
ず
か
し
か
っ
た
が
、
練

習
し
て
な
れ
だ
し
て
か
ら
は
、
劣
等
感
も
な
く
な
り
練
習

自
体
肘
一
生
県
命
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
坊
頭

に
し
た
り
、
服
装
礼
儀
な
だ
を
必
要
以
上
に
き
び
し
い
。

そ
れ
も
大
切
で
あ
る
が
、
も
つ
と
練
習
自
体
に
重
点
を
お

い
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
練
習
に
識
し
て
き
び
し
く
す
る

の
ば
、
わ
れ
わ
れ
後
輩
に
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
だ
。
そ

の
他
の
こ
と
ば
と
や
か
く
言
わ
な
く
て
も
解
る
こ
と
だ
と

思
う
。
そ
し
て
毎
日
体
操
に
熱
意
を
も
や
し
て
打
ち
こ
ん

で
い
る
姿
ば
い
ち
ば
ん
立
派
な
美
し
い
も
の
で
あ
る
と
僕

ば
固
く
信
じ
る
。

『

－64－



練
習
方
法
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
先
輩

自
身
後
輩
に
手
と
り
足
と
り
、
親
切
に
、
く
わ
し
く
教
え

え
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
ｂ

自
分
自
身
何
も
出
来
な
い
の
で
上
手
な
人
た
ち
え
の
僻

み
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
気
だ
け
あ
せ
っ
て
何
も
出
来

な
い
の
で
す
。
こ
の
所
よ
う
や
く
少
し
づ
つ
覚
え
て
来
謹

し
た
が
何
ん
か
た
よ
り
な
い
の
で
毒
こ
う
い
う
と
き
に
正

確
に
教
え
て
も
ら
え
ば
練
習
に
も
張
が
で
る
の
で
ば
な
い

で
し
ょ
う
か
、
僕
ら
も
そ
の
種
目
を
あ
る
程
度
ま
で
出
来

る
よ
‐
う
に
な
れ
ば
先
輩
た
ち
に
色
々
な
所
を
注
意
し
て

も
ら
っ
て
な
お
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
練
習
が
終
っ
て
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
注
意
が
あ
る
が
も
う
少
し
真
自
目
に
話
を
し
て
欲
し
い
。

注
意

r、
＆」

氷
見
忠
雄

昭
和
三
十
七
年
四
月
私
は
体
操
部
に
入
っ
た
そ
し
て
最

初
に
感
じ
た
こ
と
は
一
年
生
は
皆
坊
頭
だ
っ
た
と
言
う
こ

と
だ
。
私
も
入
部
の
翌
日
坊
頭
刈
に
し
た
。
自
分
の
頭
を

鏡
で
見
た
時
に
つ
く
づ
く
な
さ
け
な
く
思
っ
た
。
つ
ぎ
に

感
じ
た
こ
と
ば
先
議
に
対
す
る
挨
拶
の
こ
と
だ
。
二
年
生

ば
一
年
生
に
先
輩
に
合
っ
た
ら
と
に
か
く
大
き
な
声
で
「

今
日
ば
」
と
言
え
と
言
っ
た
。
そ
し
て
一
年
生
は
二
年
生

の
言
わ
れ
た
通
り
が
鍛
初
は
少
し
は
ず
か
し
い
よ
う
な
、

て
れ
．
く
さ
い
よ
う
だ
っ
た
が
と
に
か
く
大
き
な
声
で
「
今

日
ば
」
と
言
っ
た
。
け
れ
だ
も
中
に
は
少
数
で
あ
る
け
れ

だ
も
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
も
解
っ
た
か
解
ら
な
い
の

か
全
然
気
が
つ
か
な
い
で
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
人
も
い

る
。 64

1F

4o

９
凸
■

９
吟
ｆ
ｒ
夕
面
。

挨
拶

８
理
ｖ
ｊ
唾
Ｅ
ｊ

へ

桐
山
幸
生
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早
い
も
の
で
あ
る
。
練
習
が
き
つ
い
の
、
礼
儀
が
だ
う

の
と
言
っ
て
い
る
内
に
も
、
す
で
に
一
年
の
半
分
ば
渦
ぎ

去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
学
の
体
操
部
と
ほ
如
何
な
る

も
の
か
、
大
体
、
解
っ
て
来
た
。
上
級
生
と
も
気
軽
に
話

せ
る
様
に
た
っ
て
来
た
し
、
体
操
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た

と
思
う
。
そ
れ
に
し
て
仏
三
目
分
が
思
う
こ
と
は
、
「
そ
の

日
の
練
習
終
了
后
に
お
け
る
上
級
生
の
注
意
は
も
つ
と
親

切
峠
な
》
的
を
得
た
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

礼

儀

『
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一
年
生
は
、
オ
ニ
ロ
ッ
カ
ー
の
カ
ギ
探
が
し
で
大
変
悩

ま
さ
れ
る
。
大
体
一
年
生
ば
才
二
ロ
ッ
カ
ー
は
使
用
し
て

い
な
い
の
だ
か
ら
二
年
。
三
年
・
四
年
が
責
任
を
も
つ
べ

き
で
あ
る
。
カ
ギ
の
置
き
場
所
も
決
め
て
い
た
の
に
そ
こ

に
置
か
な
い
で
勝
手
に
置
い
て
い
つ
も
一
年
生
に
探
が
さ

せ
て
い
る
。
少
し
考
え
て
下
さ
い
。

矛
一
二
ロ
ッ
カ
ー
の
カ
ギ
に
つ
い
て

戸



全日本学生体操選､手権大､会

矛11回（昭ﾛ32年8月東京都津育館）才12回（昭和33年8月大阪府立体育館）

初参男子一・一部○団体総合二部、加

優勝天理大43a25識優勝教大4‘'息5′：

2位副大42'05義2位日体大4…0
3位？群馬：・大416．20

4位・新潟大4T5．00

5位大阪学大404.↑5
－口t

6位．東京学大40．255

個人総合

3位平川 文雄

才13回（昭和34年8月
秋田止圧スポーツセンター）

45Z3．5

45ス2．0

444．70

426．9．5

422．30

421．25

2,95.321

289124

男子一部

優勝．教…．；大

2位日体大

3位日大

4位慶 応大

5位早稲 田大

6位明治大

女子

優勝日体大

2位教大

3位日 大

4位暑京鳶子奨
5位天理大

271．724女子参
・加

271．388

251．455

三sフー

3位日・・雲.大・440．90

4位．天理大434．15

5位同志社大431．15

6位早稲田｡大424．05
凸■..3

矛14回（昭和35年東京割体育館）

男子

優勝教・大45ス40

2位日体率大謎45255

3位日大450．30

〆4位早稲田大－43280

5位天理大43250

も位明治大430．45

男子個人総合

6位健一(日幻112．95

女子

優 勝 教 大 2 8 1 7 5 8

2位日体大288．055

3位日大272287

4位天理大270．488

5位東京女子体262691

育短大

今

『、



『

戸

矛15回(昭和36年8月津山商業高|交能育館）
男 子

優勝教大455．45

2位日，体、大45iO455・・

5位日、大44ス55．

4位早稲田大436．20イ

5位慶：応大431，90

．6位順天堂大 4 3 0 9 0

女子

優勝日：体％大28ス124

2位教大2 8 2 2 8 9
3位日大266．423

4位天理…大264．422

5位蕃京篤子災258257

矛16回（昭和37年8月才曜スポー
ツセンター）

男子『

優勝教大56Z70
2位日'体大・56Z20
3位日大、565．00

4位，早稲田‘大豊554．45
5位中京大55240

．6位，順天堂大541．75

男子個人総合
優勝：早田卓次(日大〕115．35
女子

．優勝日体大ろ61888
2位日大3671050

3．位教。大360．519
4位国士館大355．284
．5，位．天蝿理大；34ス022
6位中京大・346．988

女子個人総合

優勝渋谷多喜(日大）75．230

以上の記録ば全日本学篇生体操連盟の記録を抜書きしたものであるが寺こ

の記録が示すように日本大学体操部の進歩は目覚まじいものがあり、後

援、朝日新聞社の記者が「現在の一部校とは、･教大さ日体大、日大の三

校だげよい:。』とさえいわれています。三ツ巴に入り乱れて戦い、今後

ますますライバルとして.斯道発展のため頑張りたい61．。

■● (編集子）

■ t

辞 －68－

~●



選I手‘権大:J会…

矛2回（昭和35年6月台東体育館:）
男子．
優爆勝日大、226．

優勝が教大226．
ろ;位．日体．大‘225．

－4位明治．大218．
5位慶応冒大214．
6位国士館大210．
男子個人総合
優勝辻健一（日大）．．5ス
4位平ⅡI文雄(日犬）；津56．
6位藤谷駆一(日大）56．
女子

優勝日”体大143．
2 位 日 大 1 3 R

3位教大138．
回位東京女子体育熱吠’’34

関東学生体操

矛1回（昭和34年6月台東体育館）
、男子、‐､
優勝日体一大228．25
2位日一大224．55

3位教大224．10
4位明治大21875
5位早稲 田 大 2 1 4 0 0
6位慶応 大 2 1 1 ． 5 0
男子：
個人総合

2位辻健一(日大）：：56．70
‐女子
‘慶勝自体犬－144．362
2 位 教大138．527
3位日大 13 6． 79 6

4位蟹義奮侭夏季1'34…
5位東京学芸大10ス529
女子個人総合

6位福調竹子(日大）34599

０
０
０
５
０
０

４
４
《
５
３
４
９

５
５
５

６
３
２

~

143．527

13R､195

138．896

13．4．527

108．095

－69－

5位日本女子体育短期大

女子個人総合
4位福田竹子(日大） 35．566

才う回（昭和36年6月川崎体育館）

男 子

優勝教大225．75

2位日大・22255

3位日体大報221．85

4位国士館大215．15

5‘位早大21275

6位明治大210．25

個 人

3位高田信輿(日大）56．10

５
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３
２
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２
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５
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勝
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位
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女
優
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４
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矛4回（昭和37年6月千葉体育館）

女子

優勝日体大

2位教大

3位日‘大

4位国士館大

5位東女体大

6位日女体短大

個人、

3位吉井公恵

男子

優勝教大

2位．日体大

ざ位日大

4位早稲田大

5位順天大

6 位国士館大

個人 ，

優勝早田卓次(日大）

175．862

1．75．695

174．528

173．12．7

170．293

164．162

280．05

279145

27ｽ05

2．72．70

264．80

2．63．30

や

35．2655ス15

地
上
に
は
大
小
様
々
の
道
が
あ
る

一
人
で
行
く
こ
と
も
二
人
で
行
く
こ
と
も

三
人
で
行
く
こ
と
も

馬
車
で
行
く
こ
と
も
出
来
る

だ
が
最
後
の
．
一
歩
は
自
分
一
人
で

歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
．

車
○
口
弓
粋
ｄ
宮
司
○
厘
吋
三
煙
司

『

Ｍ
・
９

－70



､画ざ■

；.．．『．．・史、
P■*『』

Boden．ボデ冒言デン 略;.、管.，．『a

HandS･tantハントシユタント

StantWaageシユタントヴアーゲ

･o・唖.．
､■

StUtZWaa,gcシユトツッヴアーゲ

Rd11Vot･･端rtsロールラオニルベェルッ…

Ro11gri1c撞穐銃SロールリユッケベエルヅX
錘

Ub･ereC]ﾕﾕagVonWarts．．＝,←ｼｭﾗー ｸ．ﾌｫー シレベルソ

6berschﾕag釦Ck蝿rts；．→,淫ﾕﾗー ｸﾘｺﾂケーレソ
侭

TJberSchﾕﾕagSeitWI』IrtSユーバ→《ユラークザ:ｲﾄ,ベIレソ

Saユtoザル卜

斌

Saユtoseitwarts翁レトーIﾅ;Lｲトベノレソ

徒手

倒立

パランス
5ーざ－

上水平

前方廻転

後方廻転

前方転回

後方転回

側方転回

バック宙

一側 ． 宙

へ

PauBchenPfendパウ3ユンフ9､ルト

Kreisemクライゼン
・Z．‘

Scheno1nシエールアイン

Schenausシ垂云ルアウス

ナ【､口い
り q P~ .DP申P■

KreiB・kehz､急クライス．ケーレ．

鞍馬

両脚旋廻

フロンセアー

バックセアー

リヤポルト

伏臥雫旋廻

旋回下り

平行棒津パ

ツイトス｝、

棒上宙返り

須巳

‘QVenStUtZkehreクベ→レシユトツツfﾌーーレ

Auβenkehreアウスクニーレ

Ba･rren‘、ベーレン．、

RE

Stutzkehx･eシユ.トツツケール
髄

工ju室hRoユユeリユフト．ロレ：．

、

嘘

上からFeﾕgubez･schﾕagフエルクコーベ→ユラーク：！
…

棒下宙返り
.､．戒｡

下からFeﾕgau:Eschwungﾌｴﾙｸｱｳﾌ＝ブﾐ/ゼグ
、

･－71－



奴

SaユtoVOx・Warts

ザルトフオノレベルソ

SchwrungStelm1e

§ﾆｳﾐ,ヴｼﾕﾃﾝｸ<
SchwrungStemne

ｼﾕグﾞﾝｸﾞ＄,ユテンメ

Rechリツケ

とび出し宙返り

前方振上り

後方振上り

ZunNユeder

ツシ二宝ﾀ当
verwをfr･･be

フオル バルソ

錨bhw3rtg
リユ､>チバルソ

‘翌鵜

鉄棒

とびこしRﾕeBenkehre（fIbenkehre）ﾘー ゼｼf7-ﾚ(1－笥冨－し）
乳．｡．

大逆手車輪…mu-RieBen宝ergeオイ亀ﾘｰゼﾐ,ﾍﾙｹ亨
ｰbd,酷…△

選手車輪．KamRiesem室ex･ge:カムリーゼシ彰ｴﾙｹ

順手車輪．Rﾕst-王uegen:fdrge,リストリー塗,ｲﾌﾆEJ1ケ

開脚下り・・gr3tsche鷲･ｸﾙﾆﾁﾕ。．：．

伸膝下り．Hもcht・ペソヒト・・・

体前屈下りBtickeIさﾕﾂｹ
課

．。｡。．〔t・ IF

宙返り下り 6ber白ch1agrficKwarts。‐､ﾆｼｺﾗー ｸﾘﾕツクベレソ

『

.,0宮.『
q.＄

蹴上りKippeギ>（
．r

背面蹴上り唾pper'Xckユユngsキバリユソクリングス
b』

吊 環Ri,ngeリンケ．．
奴

背面水平HangWaageruckユingsﾊﾝグバーケリユックリ弓グス、U

正面水平一夏angwaage.vorユings（/‘グノーケフオルリン‘グ

十字懸垂Seitst,Xtz調トハルトS毎ﾄﾂｯ＃

翻転倒立Feﾕga＆宝Schwfingフェルクァゥフービ畠ﾕﾝグ・

振上りschwfingE七色mnes雪ざﾕﾝfゲシﾕﾃﾝfメ

跳 馬sprang…jとｴプﾘﾝゲﾞ…端歌，

伸膝．銚.豪雪Hechか入・ヘソヒト：
､･ﾜ｡&

嘘

体前屈跳．、Bucka・ピﾐｺ身方．、，

烏
Ｌ

｡

－ 7 琴



§bersch1agコーツシエラーフ”前方転回跳

倒転跳 齢erschﾕagseitwarts（Rad）

ｺー 常ー ｼｴﾗー ｸｻ:イトベルソ（ﾗー ﾄ）

石J

註騒次回はフランス語で掲載い;たします。

V

へ
、9t、。

L＆

Kﾛ

Rtp

』

私
達
部
員
の
共
同
の
発
言
の
場
と
し
て
、
編
集
委
員
一

同
は
皆
様
の
御
期
待
に
そ
え
る
べ
く
努
力
し
ま
し
た
が
、

は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
の
で
、
は
た
し
て
皆
様
の
意
に

満
ち
た
も
の
が
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
ば
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
妻
す
。

私
達
体
操
部
の
歴
史
は
こ
の
部
誌
と
共
に
歩
ゆ
む
こ
と

や
・

と
な
る
訳
で
、
皆
様
の
建
設
的
な
御
陰
意
見
や
楽
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
を
書
い
た
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
も
こ
の

部
誌
は
年
二
回
の
予
定
で
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
誌
々
立
派
に
育
っ
て
、
多
数
の
方
方
に
御
愛
読
い
た

だ
き
日
本
大
学
体
操
部
の
発
展
を
祈
り
た
い
。

昭
和
三
十
七
年
十
一
［
月
三
日

編
集
長
小
松
武
雄

委
員
‐
小
↓
坂
登

り
。
。
》
＃
ご
口

・
波
多
野
伸

田
中
寿
男

中
島
元

編
集
後
記

へ
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Zー ５
３

平
行
棒
に
満
・
け
る
ツ
エ
ス
ト
の
練
習
過
程

跳
箱
運
動
に
お
け
る
安
全
教
育
に
つ
い
て

補
強
運
動
・
と
器
械
体
操
に
つ
い
て
鋤

一
平
行
捧
運
坪
倉
勤
の
跳
出
し
宙
返
り
と
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
』
１
．

発
機
械
体
擦
両
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
に
つ
い
て

マ
ッ
ト
運
動
の
安
全
教
育

ウ
エ
ー
ト
・
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
の
研
究

前
方
宙
返
り
の
考
察
と
指
導
法

窄
体
操
競
技
が
女
子
の
身
体
に
及
ぼ
す
影
響

、
日
本
の
新
聞
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
；
の
調
査
僻
究

ズ
ポ
ー
ッ
傷
害
に
つ
い
て

わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
学
生
体
操
競
技
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
。

、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

戸

〆恥

早
田
．
：
上
卓

菊
地
一
君

一
田
野
．
ざ

建
馳
部
盛

佐
寧
藤
↑
ノ

犬
・
〆
‐
場
恥
黙

上
野

藤
田
幸

。
渋
《
・
谷
多

吉
井
公

緯
田
房

寺
：
島
安

撮誠蔵哲男 次世子，恵喜男 剛

壬
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